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日本統治下朝鮮の日本語普及・強制政策

一一1910年代初期における私立学校・書堂の利用・弾圧一一

井上

Language Policy in Korea under ]apanese Rule: 
Utilization and Control of the Private Schools and 
“Seodang" schools during early 1910s. 

Kaori INOUE 
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韓国統監を中心とした日本権力は， 1908年に私立学校令を発するとともに， 1909"'1910年， r寄
付金品募集取締規則J • r地方費法J • r郷校財産管理規程jにより，当時教育機関の大多数を
占めた民族教育機関の性格をもっ私立学校を弾圧し，財政難に追い込んだ1)。この際，総督府が廃

校させた施設・組織を公立学校に転用したり，比較的設備の撃った私立学校には補助を与えこれ

を公立化するなど，私立学校の積極的利用を試みていた。本稿では， r韓臨併合J直後のこれら私
立学校に対する諸政策を検討し，日本語普及・拡大に如仰に利用しようとしたのかを解明する。

既に大韓帝国末期， 1906年 9月から，日本は公立普通学校において，日本語(日語〕を母鴎語

である朝鮮語(国語〉と開じ遇6校時教えており， r韓国併合」後はさらにこれを強化，新たに
f掴語」とした日本語を朝鮮語以上の教授時間数(第一学年では週10校時〉で強要し，ほとんど

の授業で日本語を教授用語とした2)。植民地統治期間，この公立普通学校における厳しい日本語
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教育を通して日本語を修得した人々がその大部分を占めたと考えられる3)。この意味で公立普通

学校は日本語教育機関としての重要な働きを持った。第一章では，私立学校や私立普通学校が教

育機関中最も日本語使用を強いられた公立普通学校の形態へ変更されることを，学校組織や施設

の f利用」だと見倣し，その実態を検討する。

「韓国併合」を前後して，公立普通学校の増加が顕著に見られる。かつて渡部学は1930年の史

料(頭村緑也『朝鮮教育大観』掲載の各校別沿革欄〉を用いて， 1930年までに設立された公立普

通学校の多くに私立学校から公立普通学校へ転換した例が多く，特に「日本の朝鮮支配の初頭

期jと r3・1運動後のいわゆる文化政治時代jに顕著で、あると指摘した4)。しかし，渡部の指摘
は「その時々の教育政策の実施のしかたをかなり微妙に，しかも敏感に反映させているように解

せられるが，それに関しては今回は触れなしづというところで止まり5) 具体的な教育政策との関

連は課題とされていた。そこで本稿では，このうち「併合j前後の転換状況を検討し，戟鮮総督

府による私立学校利用・弾圧政策解明の一助としたい。

第二章では， r韓関併合j直後の1910年代初期，植民地権力の弾配下でなお存続している私立学
校を，朝鮮総督府がどのように支配下に置こうとし，日本語教育を導入しようとしたかを①京畿

道の巡回教授，②私立学校規則下の通牒類，窃教科書普及の検討から明らかにし，あわせて警堂

がどのように位置付けられ， r利用jの対象であったのかを切らかにしたい。

はじめに註

1)教育史学会第37回大会研究発表:井上蒸「毅鮮領有初期における朝鮮総督府の私立学校『改良』政策一

一!日韓米における『寄付金品募集取締規郊』等による財政基準霊破壊政策J，1993年10月4S，山形大学。

なお，発表をもとにした論文を準備中である。

2) 1911年10月20臼，朝鮮総督府令第110号「普通学校規郎」中の f普通学校教科課程及毎週教授時数表J

参照 (W朝鮮総督府官報』号外， 1911年10月初日， 4頁〉。なお，既にこの 8ヵ月前に内務部長官宇佐美勝

夫より，日本語を週10時間とするよう通牒が出されていた cr国語教授斗通牒JW毎日中報JI1911年 2月2
3臼付〔拙稿 rs本傍国主義の朝鮮に対する教脊政策一一第一次毅鮮教育令の成立過程における帝国教脊

会の関与JW北海道大学教育学部紀要』第62号， 1994年 1月， 207頁も参照されたいJ)。

3)勿論，日本語教育の対象は学校へ通った子どもたちだけになされたわけではない。併合以前の官庁を

中心とした「韓沼語講習jについては，拙稿「日本子皆劉主義の戟鮮における植民地教育体制形成と日本語

普及政策一一韓歯統較府時代の日本言語教育を通した官吏登用と日本人配置J第四章 (W北海道大学教育学

部紀要』第58号， 1992年 6月)を，併合後の「国語講習会Jr国語講習所jによる非就学者・青年・成年

に対する日本語普及政策については，拙稿「第一次朝鮮教育令下における日本語普及・強餓政策一-

f国語講習会JIW関語講習所』による日本語普及政策とその実態J(W北海道大学教育学部紀婆』第66号，

1995年2月〉を参照されたい。

4) r最終形態転換期淵源形態別調Jで， 1930年時点，公立普通学校に転換したもの241校のうち，時期郊で
は98校が1912年まで， 26校が1918年まで， 83校が1925年まで，そして34校が1930年までに公立普通学校

に転換したことを明らかにした(渡部学「毅鮮における『副次』的初等教育施設(下)JW武蔵大学紀要』

第2巻， 1964年12月， 68頁〉。

5)向上， 76J'{。
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第一章私立普通学校，私立学校の公立普通学校化

第一節 「韓関併合J以前の普通学校

韓関統監主導の韓国政府は1906年 9月 18から「普通学校令jを施行し1) この時点でそれまで

の六年制小学校を廃止し，四年制の官立・公立・私立三穫の普通学校を発足させた。このうち公

立は「取扱上ノ便宜ノ為メ」甲種と乙種に分け2) 甲種は f従来ノ公私立学校ニシテ共基礎確実ナ

ルモノヲ選ピテ組織ヲ変更セシメ各校必ズ日本人教員一名及師範学校ニ於テ養成シタル韓人教員

ヲ配置j し3) r校舎ノ建築ハ勿論教室ハ大抵四教室トシテ外ニ事務室ヲ附属セシメ机，腰
掛，黒板茶他諸器械器具等略整頓」したものであった4)。その経費は， r概シテ地方ノ出金ハ僅少
ニシテ蕗ニヨリテハ全部国庫ノ裕助ニ依ノレj状態であった5)。乙種は rl日来ノ公立小学校ノ存続ヲ

認メタルモノJであるが， r其設備完カラズ且学部ヨリ教員ヲ派遣セサノレ」ものであり6) 経費は
f単ニ一ヶ月拾五円以内ノ範罰ニ於テ学校ノ状況ニ応シ決定支給」していた学校であったへ

私立普通学校は， 1906年9月1日学部令第27号の第3条で， r現在私立小学校に学部大庄の認
可を受けたものは，普通学校令施行日より河令に依って設立した私立普通学校と認めるJ8)と規

定したのが始点で、あるが，当時どの程度存在したのかはわからない9)。管見の限り，私立普通学校

を確認できるのは1909年9月以前の33校(実質は9校〕と10) 1909年12月末日の19校である11)。

1908年8月288，私立学校令とほぼ問時に f私立学校補助規程jが公布された12)。日本権力(韓

国統監)による補助の初期形態でもある13)。この補助規定内容の変化については稲葉継雄論文が

詳しいl針。当初に出された規定は，第1条で f私立学校で左の各号に該当するものに対して学部

大臣が必要と認めた時は予算範関内で其の経費を補助するjとし15) 対象を「私立学校Jに，補助

内容も単に「経費」と定めていたが， 1909年度からは対象を乙種公立普通学校にまで拡大し， r補
助ハ設備ニ加ヘズ、ンテ教員ニ加へ学部ガ任命スル日本人教員一名韓人教員一名ヲ派遣シ此等ノ教

員俸給ノ、全部国庫ニ於テ支給スルヲ以テ補助ノ限度トナシ其他ノ経費ハ総テ当該学校ノ経営ニ一

任Jする「補助指定J制度を「新設」した16)。このようにして，学部では1909年6月に初めて「補

助指定普通学校J31校を選定し教員を派遣したのであった17)。この補助方針の確定で， r私立学校
補助規程Jの条文にはなかった日本人教員を派遣しその給与を閤庫で支出する「補助」形態が定

まり，まさにB本語教育機会の拡充を進めるものとなった。

稲葉論文では，この聞の経過に触れていないが，①補助を受ける学校は普通学校組織に変更す

ること，②経費を教員俸給に絞ることは， 1909年4月末の時点で既に方針が決まっていた18)。

なお，補助対象の拡大は『朝鮮総督府統計年報』の定義からも確認できる。 1910年3月末日

1909年度末〉時点では「補助指定普通学校ハ私立学校中適当ト認ムルモノヲ指定」と定義し

ていたがゆ， 1911年3月末日 (=1910年度末〉には「私立学校及乙種公立普通学校中適当ト認、ム

ルモノヲ指定」と規定し，乙種公立普通学校が加えられた20)。但し，実際には1909年度に指定さ

れた31校の補助指定普通学校のうち，乙種公立普通学校8校を既に含んでし、た21)。

私立学校を補助対象とした場合，その総織を変更し普通学校令を適用させたので，私立学校は

f私立普通学校」と変えられた。従って， r補助指定普通学校」と「私立普通学校」は重なる湯合
も多く， 1909年9月以前の段階で「普通学校令頒布以来私立普通学校トシテ設立認可ヲ与ヘタル

モノハ未ダ三三十三校ニ過キズ但シ右ノ内二十四校ハ補助指定普通学校トシテ学部補助ノ下ニ経営

スルニ歪ワシヲ以テ純然タル私立普通学校ノ、僅ニ九校Jという状態であった22)。

この普通学校令の適用外に存在したのがその他の私立学校であった。私立学校令施行(1908年
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10月〉以降，学部では学校設置に関し，普通学校令施行規則によるか，私立学校令によるか「甚

タ間違ヲ生シ居ノレJことが問題とされていた23)。学部の認識は， r今日ニ於ケル私立学校ノ状況ニ
テハ普通学校トシテ経営セシムルニハ一般ニ於テ時期尚早jだとし，その理由に f先ツ普通学校

ニハ臼語ヲ課スルモ之ヲ授クルニ堪龍ナノレ教員甚タ不十分jであること， r私立学校中日本人ヲ
採用スルモノ砂カラスト難其臼本人女ルヤ亦教員ニ適当ナノレ資格ヲ有スノレモノ僅少jであること

を挙げていた24)。すなわち，普通学校ではある程度の資格を持った日本人による日本語教育が目

指されていたため，安易な普通学校設立は「実際履行、ン得サル学校ノ増設」となり， r徒ラニ行政
事務ヲ多端ニシ当局人員少キ今日ニ於テ不得策jだったのである25)。

このように「併合J直前，学校制度上の f普通学校J~.こは f普通学校令j の適用される官立­

Ej3種公立・乙種公立・補助指定・私立の 5種穎が存在した。

第ニ節 1911年度における普通学校の整理

朝鮮総督府は， 1911年度から上記の5区分を廃して「官立ノ外ハ単ニ公立及私立ノ二種ニ限

定Jした。この欝，甲種公立と補助指定普通学校を公立としたが，乙種公立と私立普通学校は

「適良」なもののみな公立とし， r適良」でないものは「任意ニ私立トシテ存続j させるか f廃
校Jさせた26)。従って， r適良Jと認められたものを公立化する方針は「併合」直後に顕著に現わ
れたのである。「韓留併合jを前後した公立普通学校と私立普通学校の推移を(第 1表〉で示そ

う。

(第1表〉で乱によって私立普通学校の推移を見ると，公立普通学校の増加とは異なり， 1910 

年代初期の急激な減少ののち，ほぼ横ばい状態を示すように見える。しかし，網かけした他の月

末の数値bも併せて考えると，細かし、増減の繰り返しが確認できる。 1911年については『朝鮮総

督府官報』 に「私立普通学校教員及生徒月末調」が残されており，さらに詳細な私立普通学校の

増減がわかる。公立普通学校と併せてその推移を(第2表〉に示す。

公立普通学校の漸増傾向に対し，私立普通学校は3月末から 4月末にかけ激減し， 10月末~年

度末にかけて増加するが，また激減している。今のところ1911年3月末の私立普通学校の数値が

(第1表)と(第2表)の史料で43校・ 72校と大きく異なっている事態を説明できないが， 1911 

年3""'6月末の「官公立普通学校教員及生徒月末調j及び「私立普通学校教員及生徒月末調」の

備考欄によれば， r公私立普通学校西月末現在三月末現在ニ比シテ増減甚シキハ四月中ニ私立普
通学校ヲ公立普通学校ニ引キ箆シタノレモノアルニ依ル」と明記され，私立普通学校の激減状態は

公立普通学校化による影響が少なくなかったことがわかるm。また， 1911年半ばの全羅北道で私

立学校が私立普通学校や公立普通学校に「組織変更Jしたことを示す次の記述もある。

恩賜金及地方費経営事業トシテ私立学校中本年中ニ公立普通学校ニ組織変更スヘキモノ六

校私立普通学校ニ変更スヘキモノ十四校ナノレニ依ワ一般私立学校ハ差引ニ十二校存在スヘキ

モ是等ハ尚財源ノ不確実ナルモノ多カルヘク十分ノ成績ヲ発揮スノレコト能ノ、サノレヘシ28)

すべてではないが，私立普通学校の減少は公立普通学校の増加に深い関係があった。また，全

羅北道の記事からは，これら私立普通学校数の変動が公立化・廃止による減少に加え，新設・私

立学校からの変吏による増加を含み複雑となっていたことを示している。

ここで今一度公立普通学校数の増加状況に目を転じよう。
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第 1表公立普通学校及び私立普通学校の推移(三・ー独立運動まで)

官立及Ej3稜公立補助指定乙種公立公立普通学校& 私立普通学校&

1906年(来〉 23 未詳 23 

1907年(未) 50 来語学 50 

1908 9 +50*1 36*2 89*3 
1908年(学年末ココ 1909.3) 50 48 98 

1909.12 9 +51 31 34 125 19 *3 

1909年(学年末 1910.3) 9 +50叫 31 34 124 私立学校数

(' 10.5) L 973 
36 ('10.7) 2，046 

1910年〈学年末 1911.3) 58*5 41 29 128 43 *6 
幽晶晶抽 晶晶晶品副晶“幽 晶晶 岨晶いa帳場噌』今博内吋 匂向唱尚南酔ゆ匂匂+

公立童手遜学校b a 事!;tL普通学校b a ('11. 5) L 671 

1912年3Ji 234
4月
25 70 ('12.5) 1，362 19.12.5. 328 

1913年3Ji 341 4月 18 24 e' Is: 5) 1，282 1913....4 351 
1914年3R366 SR22 20 e' I4: 5) L 244 1!114.5 381 
1915年3R382 sj奇 16 20 e'Is:S) 1，154 191&.5 397 
1916年3R410 SRI事 17 e'I6:5) I:O4S 1916.5 416 
1917年3月 426 51328 19 e'I:r:S) 868 1917.5 441 
1918年3月 435 531寺~ 26 24 e'IS:5) 778 1918.5 462 
1919年3月 469 5 Ji 33 37 e' I9:S) 742 191脅.:S 482 

出典および傍考

「併合J以前のものは，誌のあるものを徐き『学事統計J]1910 (明治43)年度絞，朝鮮総督府， 34~35頁の

「宮公立学校累年一覧表J(渡部学・阿部洋編『日本植民地教育政策史料集成(朝鮮篇)J]第52巻，龍渓書

舎， 1988年3月復刻版〕による。「公立普通学校」欄は，'g立及甲種・補助指定・乙穫の合計とした。

f公・私立普通学校aJ (点線以下)朝鮮人教育機関一覧 各年度3月末日」の f紫年比較」欄 (W朝鮮

総督府統計年報J]1918 (大正7)年度 C==1918.4~1919.3J ， 1920年3月)。官立の 2校安含まない。

「公・私立普通学校bJ (終かけ部分朝鮮総督府学務局『朝鮮諸学校一覧J]1919 (大正 8)年版， 1920 

年3月(渡部学・阿部洋編『百本穣民地教育政策史料集成(朝鮮綴)J]第53巻，龍渓議舎， 1988年 3月後刻

版)。官立の 2校を含まない。

「私立学校数J(' 10.7)を除く私立各種学校状況累年比較表(各年5月末現在)J(朝鮮総督府学務局

『朝鮮人教育私立各種学校状況J]， 1920年12月， 6~7 頁)。

「私立学校数jおよび「私立普通学校数J(' 10.7)学校数調査J1910年 7月1日現在 CI日韓濁『官報J

第4756号， 1910年 8月13臼号〕。

* 1 r主主公立普通学校職員学徒数主主経費総計JW第二次韓国施政年報JJ1908 (明治41)年，統監府， 1910年4

月， 376頁 (1日韓末尽宇野侵略史料叢番感激治篇 3 W韓関施政年報二・三次 0908年~1909年JJJ 韓国文献研

究所編，亜細亜文化社，ソウル， 1984年)。備考機には， 1908年新設の 9校を含み，各道の乙稜公立普通

学校は含んでいないと記されている。

本21908年5月現在「乙穫公立普通学校職員及学徒数調J(前掲『日本植民地教育政策史料集成(朝鮮篤)JJ第

65巻①，付録66~67JÜ 。

*3 1909年12月末日および1908年の数値は f普通学校教員生徒J(W第三次施政年報J]1909 C明治42J年，朝鮮

総督府， 1911年 3Ji， 230亥〔前掲『韓留施政年幸量二・三次JJJ)により， 1908年は前年繍の数鍍である。

叫漢城府内 9校は官立。間島普通学校を除く。

*5 'g立漢域部範学校F従属普通学校，間島普通学校を除く。

*6私立普通学校一覧表のある『朝鮮総督府統計年報JJ1910年版， 1912年12月の数債を採用した。
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第2表 1911年の公・私立普通学校の推移

公立普通学校 0911年 1914 私立普通学校 0911年 1912 1913: 1914 
3月末 4Jl米 5月末 6)ヨ米 9月末10月末 i5月末 3月末 4月末 5月末 6月末 9月末10月末 3Jl米 3Jl米 ;5月末

京畿道 18 22 22 22 29 28 51 9 5 7 13 19 18 1事 4 7 
忠清北道 5 6 6 6 10 11 18 1 2 7 7 
忠清南道 6 8 8 8 17 17 36 2 l 1 I l 
全緩北道 6 8 8 9 15 15 30 4 1 1 3 11 15 1奇 3 3 
全羅南送 9 23 23 26 29 29 29 16 5 5 5 5 4 5 器 5 
監査尚北遂 8 16 16 16 22 22 44 13 7 7 7 5 5 5 1 
慶尚南送 10 15 15 18 18 18 32 7 4 4 8 13 13 15 5 2 
黄海滋 8 7 7 7 12 13 21 3 z 1 1 
平安 F有遂 6 10 10 10 20 20 34 5 l 1 I 1 2 l 1 
平安 jヒ遂 8 9 9 ①12 20 21 31 l 
江主主遂 5 a 8 8 14 14 25 3 特

威 銭南道 6 ①12 ①12 ①12 12 11 15 8 2 2 2 2 3 3 2 
成鏡北道 7 ① 8 ① 8 ① s 9 11 15 品

100 152 152 162 227 230 381 72 26 28 40 59 68 7日 24 20 
② ② ③ 

出典および備考

・丸数字は分校で外数。

• 3~6 月末:業報「官公立普通学校教員及生徒月末調」及び f私立普通学校教員及生徒月末調J W朝鮮総督

府官報J第363号， 1911年11月11臼号。

・9月末朝鮮人諸学校教員及生徒月末調J中， r官立公立普通学校教員及生徒月末調J及「私立普通学校

教員及生徒月末潟JW朝鮮総督府官報』第396号， 1911年12月21日号。

.10月末官公私立普通学校教員及児童数JW朝鮮総督府官報』第418i予， 1912年l月22日号。

• 1914年5月末諸学校務(高官号ノ統)J中， r朝鮮人教育 一，普通学校J(~朝鮮総務府官報J 第673号，

1914年10月29B号)， 5月末諸学校一覧表

• 1912年3月末:第564表「朝鮮人教育諸学校及議堂J~朝鮮総督府統計年報Jl 1911年度， 1913年11月， 811~ 

812賞。

• 1913年3月末:第528表 f綴鮮人教育機関J~朝鮮総督府統計年報Jl 1912年度， 1914年3)ヲ， 683真。

(~朝鮮総督府統計年報』による数値は縞かけをして区別した)

朝鮮総督府は1911年11丹1臼から毅鮮教育令(第一次〉を施行し29) これとあわせて諸学校官

制・各学校規郊を施行し，教育法令体系を一新させた。朝鮮教育令は，その第 l条で「朝鮮ニ於

ケル朝鮮人ノ教育ノ、本令ニ依ノレ」とし，朝鮮人に対する教育を管下に置くこと し，第2条

で「教育ハ教育ニ関スル勅語ノ旨趣ニ基キ忠良ナノレ国民ヲ育成スルJ方針を掲げた。本論で主要

な対象としている私立普通学校は「普通学校Jであるため，私立学校規則のほか普通学校規則の

適用も受けた30)。普通学校とは朝鮮教育令第8条で， I児童ニ関民教育ノ基礎タル普通教育ヲ為ス

所ニシテ身体ノ発達ニ留意シ国語ヲ教へ徳育ヲ施シ国民タルノ性格ヲ養成シ其ノ生活ニ必須ナル

普通ノ知識技能ヲ授Jける学校だと規定している。普通学校，とりわけ公立普通学校が臼本語と

f教育ニ関スル勅語」を中心とした教育の場として重要な位置付けを持っていたことは多くの先

行研究が示している31)。私立普通学校で適用された普通学校規則には「教科目，教刻及諜程」に

関する規定が教科ごとに定めてあるが32) 私立学校規則では設置認可請願の際に提出する各学校
33) 

の学郎に規定するように定めたのみで ，表向きは教授時間数などの制課はなかった。

1911年度の公立普通学校設置は年度当初の 4月に約半数の52校を設置したが，新体制発足の直
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前1911年10月末までにさらに78校を設置し， 19日年度末 (=1912年3月末〉の公立普通学校234校

((第l表)公立普通学校品】にほぼ近い230校(第2表)とL、う数に達していた。公立普通学校

は，植民地教育・日本語教育を進める基盤として重要な働きを持っていたが，この体制をはじめ

る前にある程度の数の確保は必要であったためと思われる。

なお，公立普通学校費照令により公立普通学校の設立維持に関する費用は，基本的に臨時恩賜

金利子，郷校財産収入，基本財産収入，授業料，寄付金，国庫補助金及地方費補助金によって支

弁することになったが，このほかに f公立普通学校ノ設立維持ニ必婆ナル費用ノ、学校設立区域内

ノ朝鮮人ノ負担トス」る規定が定められ(第2条)，この負担費用は f調税滞納処分ノ例」によっ

て徴収することができると規定されたお)。これにより，行政度分による「公立Jではなく， rw学校
設立区域内Jという一定地域の朝鮮住民から『費用Jを強制徴収することによって『公立』とL、

う名の『普通学校』の設立維持がなされJるようになった35)。

では次に，さらに具体的な私立学校や私立普通学校の公立普通学校化状況を検討していきたい。

第五節 私立普通学校・私立学校の公立普通学校化の状況

『朝鮮総督府月報』第2巻第 l号の「新設公立普通学校状況jには，朝鮮総督府が1911年度当

初公立普通学校100校の新設を予定したところ， r各地之カ設置ヲ希望スノレモノ意外ニ多クJ34校
を超過し36) 設霞状況も「新設公立普通学校中全然新設ニ属スルモノナキニアラサレトモ這ハ最

モ少数ニシテ多クハ従前ノ乙種公立普通学校若クハ私立学校ヲ継承シ茶ノ組織ヲ変更シテ之ヲ公

立普通学校ト為シタルモノ多キヲ占ムjとの記事がある37)。これによれば， 1911年度に「新設jし

た公立普通学校は私立学校等の f組織ヲ変更Jしたものが主体であった。

私立普通学校，一般私立学校等をや心とした公立普通学校への転換は，渡部学論文が指摘して

いた通りであるが，その時用いた『朝鮮教育大観』記載の公立普通学校数は1930年までに存在し

た890校(1930年当時存在した1，639校の54.3%)であって，このうち沿革判明校の27.1%である

241校の前身形態からから判断されたものであった。「沿革J欄の記載内容も統ーされたものでは

なく、記述の有無・濃淡の差という限界もあるの

ところで、 1912年度については『朝鮮総督府月報』第2巻第10号に「明治四十五年度新設公立

普通学校表jがあり38)、この年度に「新設Jされた公立普通学校102校すべての設置方法・必設科

g以外ノ教科目・児童定数・明治四十五年度歳出予算(経常費・臨時費・計)の項尽がわかる39)。

このうち「設置方法j機には、「新設」あるいは f私立00(普通〉学校変更Jと表示され、これ

から前身形態が判明する。さらに一覧表のあと「設置ノ方法」と題して、以下の一文が掲載され

ている。

設置ノ方法ハ前年ト大差ナク多クハ既設学校ノ組織変更ニ属ス、(中略〉新規創始ニ係

ルモノハ僅ニ十九ニ過ギス。而ニモ其ノ新規創始ニ属スルモノノ中ニモ一面ニ於テ私立学校

ヲ廃止シ更ニ公立普通学校ヲ設置シ表面上組織変更ノ手続ニ依ラサリシモノモアレハ全然

新規ニ創設セラレルモノハ極メテ少数ナリ 40)

「既設学校ノ組織変更」が主流を出め、「新規創始」でも事実上「組織変更Jされたものがある

との報告である。そこで、「設罷方法」機がどの稼産妥当なものかを検討するため、『戟鮮教育大

観』の「沿革Jを照合させた。すると、 f新設jであるはずのものに前身形態があったり、「私立

普通学校変更jである場合も以前は私立学校であった事例がいくつか判明した。そこで、まず

「設置方法」織の表示を分類して(第3表〉を作成し、「沿革」との照合で修正したものを(第3
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表〉に括弧を付して掲げた。

第3表 1912年度新設公立普通学校の設置方法(修正傭)

総学校数 私立普通学校変更 私立学校変更 新 設

京畿道 20 18(14) 2( 6) 。
忠清北道 7 7( 5) 。(2) O 

忠清南道 6 O O( 1) 6( 5) 

全経北道 13 12( 8) O( 4) 

全羅南道 O 該当なし

慶尚北道 19 4( 3) 15(16) O 

慶尚南道 10 10( 8) O( 2) O 

黄海道 6 1 4 

江原道 11 。 4 7 

王子安南道 5 。 2 3 

平安北道 3 。 1c 2) 2( 1) 

威鏡南道 2 。 2 。
威鏡北道 0 該当なし

52(39) 30(45) 20(18) 

*出典明治四十五年度新設公立普通学校表Jcr新設公立普通学校ノ状況JW戦鮮
総替府月報』第2巻第10号， 1912年10月， 115~120頁)

この修正によりわかることは、1)少なくとも1912年の「新設j公立普通学校102校のうち、文字

通り当初から公立普通学校として設聾された学校が2割を下回るものであったこと、 2)私立普通

学校から公立普通学校への転換は52例あったが、このうち13例は私立学校を前身とするもので

あったこと、 3)この13例等を含めると私立学校を公立に転換したものは45例となり、 1912年「新

設」公立普通学校の前身形態のうち最も多くを占めていたことである。結局、公立普通学校の

元々の設立形態は、①私立学校からの転換45、②私立普通学校からの転換39、③新設18の}I煩とな

る。付言すれば、『朝鮮教育大観』にはすべての学校の沿革が網羅されているわけではないので、

実際には修正値よりさらに①の増加、②・③の減少が推測できる。

管見の眼り、他の年度に「新設公立普通学校表Jは見出せない。

公立普通学校の前身は、私立学校と私立普通学校(私立学校から指定された補助指定普通学校

を含む〕の占める割合が非常に高いが、ほかにも乙稜公立普通学校であった場合が存在する。そ

こで、 1909 ・ 1910 ・ 1911年度の『朝鮮総督府統計年報~ C1912年度版以降には、初等教育機関の個

別データは掲載されていなしうを中心として、補幼指定学校、乙種公立普通学校、私立普通学校

から公立普通学校への転換状況を調査し、一覧表化したものを《付録》として論文の末尾に掲載

した。私立普通学校から公立化したものに星印(会〉を付し、このうち前身が私立学校まで遡れ

るものを黒星印 C*)とした。また、私立学校を直接組織変更し公立化したものに(・)を附し、

公立普通学校設立時に他の私立学校が廃校になる等の影響を与えているもの、その他を(・)で

示した。これらをまとめると(第4表)のようになる。
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第4表 1912年度末までに存在した公立普通学校の転換状況

転換形態¥道名 議霊童受講警警護zz語審整 会対象学械に対する百分率

対象学校数 39 16 26 27 28 38 23 19 23 21 22 14 8 304校

私立普通学校→公立普通学校:会14 5 - 9 9 13 10 2 司 令 叩 63 20.7 

*で前身が私立学校:* 5 5 2 10 6 4 6 4 3 2 2 3 53 17.4 
私立学校→公立普通学校:・ 5 2 1 15 4 2 6 7 2 ω 47 15.5 
その他:・… 2 司 6 2.0 

以上合計 25 13 4 20 16 32 17 9 8 10 8 4 3 169 55.6% 

無印 14 3 22 7 12 6 6 10 15 11 14 10 5 135 

論文末《付録》により作成。

一覧表は、補助指定制度が始まった1909年度から1912年産末までに公立普通学校として存在し

た全ての学校 (304校〕に対象を絞ってその転換状況を可能な限り調査したものであるが、無印の

ものあるいは食印のものの中に、何らかの前身を持つものがあるかもしれない。それでも、この

表を通して私立普通学校から公立普通学校へ転換したもの(会十*)が38.1%、私立学校が産接

公立化したもの(・)が15.5%、起源が私立学校であると判明しているもの(*+・)が32.9%

存在したことがわかり、少なくともこの時期に成立した5割を越える公立普通学校が私立学校・

私立普通学校会起源としていたことを確認できた。

以上、《付録》を用いて、公立普通学校となった学校の沿革を趨って可能な限りその前身を確認

する方法により私立普通学校・私立学校の公立化を考察してきた。しかし、調えば、 1911年金難

北道の例で見たような私立学校から私立普通学校に加えられる事例等を含む(第2表〉から私立

普通学校の公立化を直接読み取ることはできない。そこで、唯一一覧表がある1910年度の私立普

通学校({付録》の網かけ部分)が全体としてどのような変化をしたのかを(第5表)にまとめて

みた。

第5表 1910年度に存者Eした私立普通学校のその後

該当私立普通学校数

1911年度公立化

1912年度公立化

1913年度公立化

1914年度公立化

1915年度公立化

1920年度公立化

廃止・不務

その他

S 1 

京畿忠北

7 

慶F智黄海

4 15 13 6 

11 9 3 

4 

2 

2 

2 月 36 

事 72 

江sl( A主F毎威北合計/累計

2 2 43 

2 26 

6/32 

1/33 

1/34 

1/35 

2/37 
噌""---園間‘'

2 

論文末《付録〉により作成。該当私立普通学校数は『朝鮮総督府統計年報J]1910年版。

参考①!日韓国『官報』第4756号， 1910年8A113日号。

参考②(第2表)参照。

論文末の《付録》で網かけした19日年 3月末時点の私立普通学校43校のうち， 1911年度中に公
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立普通学校へ転換したと確認できるものが26校あり， 1912年度に 6校，残りのうち 5校はその後

に公立へ転換した。この表からは， r併合j後それほど年数を経ないうちに多くの私立普通学校が
公立化したことがわかる。

私立学校から腹接公立普通学校化したことを示す統計史料は，今のところ見出すに至っていな

い。ただし， 1912年 1"'-'6月の「私立学校数調」のみ，備考欄に「表中『ム』印ヲ鮒シタルハ廃

校全数ノ内普通学校ニ組織変更シタルモノトス」とある。「普通学校Jが私立普通学校なのか公立

普通学校なのかは不明であるが，参考のため，これを(第6表)として掲げよう。

第6表 私立学校の設置・廃止と普通学校化状況 0912年6月末日現在調〉

繍一
一「一「--T i 4 7-γ γーっ

:忠~t i }忠 1唱 i 全~t !全商!慶北:原南， -黄海 i 'F-問;玉JZ~t !江原!!武常!fi.爽北
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出典私立学校数調JW朝鮮総替府官報』第569考， 1912年7月19日号， 146真。

備考:一 本表ノ、朝鮮人ヲ教育スノレ学校ニ就テ調査、ンタルモノトス

一 表中「宗教Jトアルハ教科課程中宗教ヲ諜スル学校ニシテ「一般」 トアルハ然ラサノレモノトス

表中「ムj印ヲ鮒シタノレハ廃校全数ノ内普通学校ニ組織変更シタルモノトス

四 廃校ノ理由ハ多ク維持罰難ニ出テタルモノトス

1912年前半の 6ヵ月に17校の設置認可の一方で，一般私立学校159校，宗教学校110校，合計26

9校の私立学校が廃止された。このうち，一般私立学校では27校，宗教学校は1校のみが「普通学

校Jへ「組織変更」されたことがわかった。この中で， 1911年の全羅北道のような私立普通学校

への，また公立主普通学校への組織変更の内訳はわからない。

また， 1914年時点の史料で、は「私立普通学校は(中略)最近成績良好なるものは漸次公立普通

学校に変更せられたるを以て，現在著しく減少」したが，今後は「私立各種学校中基礎輩固なる

もの」が「普通学校に変更するの傾向ありJと記している(1)。

1910年代初期の公立普通学校では学校維持へ用いる支出を削減するために学級整理が問題と

なっていた。以下に示すように，校舎の“仮使用"が多い関係で，一学級~tこりの収容人数が少

なく支出がかさむ問題であった。これも f新設jの公立普通学校の多くに私立普通学校・私立学

校からの転換な多く含んでいた状況が影響していよう。

り大に注意を要するは学級の整理なり現今公立普通学校の総学級数は一千二百二十
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二学級にして之を通当に整理すれは少からす減少し得へき余地あるか如し尤も今日の幸普通

学校校舎は府郡に於ける郷校客舎其の他の官有建物又は当該学校の前身たりし私立学校校

舎等にき当面応急の修繕を施し仮に使用しつつあるもの多きを占め適当の教室に乏しく従て

収容し得へき人員頗る限られ平素教授上砂からす不便を感すると共に比較的学級官ど多くす

るの日会得さるものあり42)

史料によれば，学校校舎のうち，府郡の郷校，客舎，その他の官有建物，前身であった私立学

校校舎等が f当蘭応急の修繕を施し仮に使用しつつあるJ状態であるものが多かった。 1915年 1

月の f各遊学務主任打合会Jでは， r聴取事項jの第十項目に「公立学校校舎ノ現況及今後増築改
築ヲ要スヘキモノ娃之カ処瞳ニ関スル計画如何」が存在するが43) おそらく，この状況に対処す

るためと思われる。応急修繕をした校舎は何れ建て直さなければならないが，差し当たりの教育

普及の基盤造りに「府郡の郷校，客舎，その他の官有建物」と並んで「当該学校の前身たりし私

立学校校舎等jも重要な役割を担わされていたのである。なお， 1915年 9 月号の『朝鮮嚢報~ r第
四章教育jでも公立普通学校校舎に関する言及があるが，私立学校からの転換が一段落ついたた

めか44)，r公立普通学校の校舎は創立当初新に建築したるもの砂らずと難，近特に於ては郷校若く
は客舎きと修繕して之に充つるもの多く，ーには経費念省きニには公有建物をして公共の用途に使

用せしめんことを期せり。jと記述されたのみで， I日私立学校校舎に関する言及はない45)。

日本の明治初期の小学校設置形態(1875年)で， 7割以上が民家・寺院を校舎として利用して

いた(このうち元寺子屋であった可能性も多いであろう〕ことを考えれば46) 植民地統治初期の

朝鮮では民族教育機関である私立学校の施設・組織を利用しながら公立初等教育機関の拡大を

留ったと特徴づけることができる。

ところで， 1911年度の公立普通学校設置に関し， r希望スルモノ意外ニ多クjという状況，また
1912年度の「組織変更jに際して， r設立者ハ凡テ変更ヲ快諾、ン授受頗ル円満ニ行ノ、レ」ていたこ
とが記されているが47) 文字通り受けとっても良いのだろうか。統監飛時代からの財政基盤破壊

政策により多くの私立学校が“財政維持罰難"状況にあった。このため，経営者たちは，既に日

帝権力によりつくられていた経営困難な環境下で，やむを得ず「組織ヲ変更j した可能性がある。

経営維持は難しいが廃校させるよりは，と組織変更に)Jf;じたとすれば， r快諾jは表蘭上のもので
あったかもしれない。あるいは f設立者j故に，形を変えても学校の存続を望んだとも考えられ

る。この文末にある「蕗接其ノ局ニ当リシ府郡官憲折衝ノ苦心ヲ多トセサルヲ得スJ48)の意味す

る実際の動き，すなわち公立化への「府郡官憲」の「折衝jが大きかったのではないか。

そこで，第二章では，植民地権力が私立学校に対してどのような形で蝉庄・監硯・利用を行な

おうとしていたのかを京畿道の例を中心に検討し，あわせて日帝権力の蝉庄下にあっても存続し

ていた私立学校への日本語使用機会拡大に関する諸方法を明らかにする。

第一章註

1) 1906年8月27日 勅令第44号， I日韓国『官報』第3546号， 1906年8月31B号。

2) W韓溺教育ノ現状』学部， 1910年7刃， 15頁 (W韓』第7巻第9・10号， 1978年10月， 85頁)01910年6

月大豆会議席上で学部次官僚孫ーが演述した講演筆記。

3)同上， 14~ (W緯』第7巻第9・10号， 84J主)。

4)， 5) W韓国教育ノ既往及現在』学部， 1909年12刃， 33頁(前掲『韓』第7巻第9・10号， 183頁)0190 

9年4月27Bから 5日間関かれた新任の漢城府及各遂教育主務主事を招集した会議で俵学部次官が訓示
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したもの。

6)本章誌のに符じ。

7)本章註4)に同じ。

8)旧韓国『官報』第3549号， 1906年9月4臼号。井上訳。法令名はなし。

9) W息域新聞』には「学部で今年度内に私立学校を認許させた数が六十三慮Jという記事が存在するが

cr私校蔚輿JW皇域新聞J第2363号， 1906年12月19日付・弁上訳)，これが私立普通学校なのか私立学校

令(1908年)以前の私立学校のことなのかは不明で、ある。ますこ『ゑ城新聞~ 1906年11月6日付では， r学

部で、私立普通学校令を八条で規定し己頒布したが…Jcr学令無神JW皇域新開』第2326号・井上訳)とL、

う記事もあるが，管廷の限り， 1日韓国『官報』の「適用」械でそれらしきものは，学部令第23号 f普通学

校令施行規則J(1906年8月27日， I日韓国 Wli報』第3549-1き， 1906年9月4日号)第2条にある 8項目し

か見当らず，詳細は不明である。

10) r普通学校令頒布以来私立普通学校トシテ設立認可ヲ与ヘタルモノハ未ダ三十三校ニ過キズ但シ右ノ内

二十四校ハ補助指定普通学校トシテ学部補助ノ下ニ経営スルニヨきりシヲ以テ純然タル私立普通学校ノ、儀

ニ九校JCW韓国教育』韓国学部， 1909年9月， 23頁 (W隷』第7巻第9・10号， 47頁J)。

l1) W第三次施政年報~ 1909 C明治42)年，戦鮮総督府， 1911年3JL 230頁 CI日韓米自帝侵略史料議議罰政

治篤3W韓国施政年報二・三次 0908年~1909年H 韓国文献研究所編，ソウル，1lÉ籾主主文化社， 1984 

年〕。

12) 1908年8Yl28日，学部令第14号 CIB韓国『官報~ 1908年9月1日号付録)。私立学校令の公布は， 1908 

年8月26臼。

13) 韓国学部による「私立学校補助費J は，少なくとも 1899~1904年，次の額が支給されている。 1899年度

2，740元， 1900年度7，180元， 1901年度7，960元， 1902年度5，970元， 1903年度5，430元， 1904年度4，898元

(金英字「繰末旦!私立埋葬校外総せ研究<I)J W教育研究~ 1，公州師範大学教育研究所， 1984年12月， 5 

9J支〉。

14)稲葉継雄 rl日韓関官公立普通学校の日本人教員一一教員人事を中心としてJW筑波大学地域研究~ 11， 

1993年3月， 9 ~12賞。

15) 12)に同じ。なお，1.との各号とは「一 普通学校令に依り設立したもの又は普通学校の教科課程に君主拠

ずるもの，二相当な教員及設備が有るもの，三設立後二倍年を経たもの，西成緩佳良なもの」であ

る。何れも井上訳。

16)官官掲稲葉論文， 10頁の記述による。なお，史料引用は，前掲『韓国教育Jl1909年9JL24頁 CW韓』第

7雲寺第9・10号， 48頁〉で， r新設jは稲葉論文g頁の標題によった。

但し，稲葉氏が rc私立学校)規程Jが「事実上空文に終わるJという評価した部分には疑問がある。

『第二次韓国施政年報』の第十五主主教育・第四節私立学校の(二〉に「私立学校補助競稜jの項目があ

り， r該規程ニ依リ金魚補助ヲ受クル私立学校ノ、間十一年(1908年・井上設)末現在数十八校ニシテ此ノ

補助金年額六千九百円ナリトスj とあって CW第二次韓国施政年報Jl1908 C明治41)年，統監府， 1910年

4月， 161頁〔官官掲『韓国施政年報二・三次 0908年~1909年)JlJ)，本主主註13)に類似の補助費が出され

ている。また， 1909年の「教育補助費校種別jでも，補助指定普通学校31校に3万円のほか，私立各種学

校33校に4，460円が支出され(前掲 f第三次施政年報Jl1909 (明治42J年， 2511{入その他， 1910年3月

f学部より補助金を支払っている漢域内私立学校は合わせて二十慮だが，本年度は上は二百円から下は

ー百円ずつ支払うことに決定したJcr私校補助額JW大稼毎日申報』第1339号， 1910年3月18B付・井上

訳〉等の記事も見られ，この私立学校補助は継続されている。 1909年4月末に行なわれた漢域府及各道
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教育主務主事の会合で俵学部次官が訓示したものをまとめた『韓(;JfI教育ノ既往及現在J]C学部， 1909年12

月)第五主主私立学校・第八節私立学校ノ補助(補助規程〉では，当時における補助状況宏「競程ハ主主々タ

ルモノナルモ劉態ニ於テ支出スヘキ財力ニ乏シク今回私立普通学校ニ補助スヘキモノ其大部分ヲ占メ其

他ニハ儀ニ五千gg百円ノ予算額アルノミニシテ而カモ其六七分ハ京域内ノ私立学校ニ投シ地方ノ私立学

校ニ対シテ給与スヘキ金額ノ、僅ニ千数百円jであること， r此奨励裕助金ハ補助スヘキ私立普通学校ノ調

査ニ関シ各観察使ニ照会シ回答ヲ得タルモノ、内補助ノ詮議ニ漏レタルモノニ対シ給与スヘキ方針Jで

あること(前掲『韓国教育ノ既往及現在J]59頁， CW韓』第7巻第9・10-jま， 211J{J)を記録している。

17)前掲『隷顕教育J]， 25頁 CW隷J第7巻第9・1O-j手， 49頁)。なお， 1908年10月4日付『皇域新潟』で

は，学部が「五十偶所を選択jし f指定して補助するjと報道されていたcr私立五十校斗設立指定JW息
域新開』第2894iま・井上訳〉。これによれば，計画は早い段階から存在した。しかし，笑擦に補助の対象

となった学校は絞られている。経過については本章註18)も参照のこと。

18)学部が「昨日JC 4 月初日か)各選綴察使に~JII令を発した内容は以下の通り。

r-従来普通学校として存在しなかった学校は其の組織を変更し普通学校令施行規郎第二条に依って認

百7手続を行なわせる事

一 補助学校に対しては本部より教師一人本国教員一人を任命し右衛人の俸給を本部から補給し其の他

の学校諸経費は本部から補給しない事

三 補助学校で日人教師を麗鳴していた場合には其の学校の経費として引続き勤務させることが無妨か

どうかを定めて報告し，且つ勤務させた学校の事情を具し該人の履歴書を添付する事

四 本年二月付学二発ーO主予言11令と同時に本部次官が索道警記官に通燥した追蓄に対しては審査した後

受に決定する事Jcr学部郡|令JW皇域新聞』第3057号， 1909年4月27日付・井上訳)
この訓令の前三幹部には，①学部が1909年2刃に補助対象とすべき学校に隠する調査報告をするよう訓

令したこと，②学部はこれを審査し補助学校を既に指令したこと，③この訓令がよ記4項目中， r第一第

一に対して学校代表者の諾容を電報で迅速に報告せよJとしたものであったことがわかるo なお， 1909 

年2月の郡!令についての詳織は不明。

また，この学校選定にあたって f学部では各道に統設する私立学校中設備の若子完全な者三十校を選

定し普通学校に改め，韓日教富市各一名ずつを霞いた後，其の俸給を補助するJとして， 1909年 5)ヲには

「設定地J27鰯所を掲げていた cr普通校選置区域JW主主滅新聞J第3067号， 1909年5月8日付)， 27笛所
の設定地は次の通り。京畿道:楊州，荷揚，康川、1，忠清北道:沃)11，永向。忠清南遂.'復山。全羅北道:

金堤，威t見。全羅務遂珍島，潔陽，長興。慶尚北道:安東，廷日，金山。慶尚南道:河東， 8済，釜山

鎮。平安北道:龍岩浦，博)11，銭山。Jjll(;鏡南道高原，定平。江尿道:鉄原。成鏡北道:明)11。黄海道:

穏輿，載寧，砂利院。但し，本論文ではこれら総てを「私立学校Jであったとは見倣さなかった。本章設

21)の理由による。

19) W第鶴次戟鮮総督府統計年報J]1909 C明治42)年度，朝鮮総督府， 1911年3fL 224J{ C第86表備考)。

20) W朝鮮総督府統計年報J]1910 C明治43)年度，報鮮総督府， 1912年12月， 630頁(第405表備考)。

21)前掲『韓国教育J]25Jまには1909年6月に日本人教員を送った31校の一覧が掲載されており，その中に

「乙稜公立普通学校jを示す f乙公jが8校(京畿道:南揚・楊州，全羅南道:珍王寺・滋陽，江原道:鉄

原，王子安北道:郭W，成鏡南道:定王子・高原〉に付されている。

22)前掲『車車問教育J]， 23J{ CW韓』第7巻第9・10号， 47頁)。

23)前掲『韓沼教育ノ既往及現在ム 51頁 CW韓』第7巻主席9・10号， 203頁)。

24)向上， 52頁 CW韓J]， 204頁)。
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25)向上， 53頁 (W韓~， 205Ju。

26) W朝鮮総督府施政年報~ 1911 (明治44)年，朝鮮総督府， 1913年3月， 366頁。

27) I官公立普通学校教員及生徒月末裁J及び「私立普通学校教員及生徒月末調jの備考欄 (W朝鮮総督府官

報』第363号， 1911年11月11臼号〉。

28) I全緩北道教育概況JW毅鮮総餐府月報』第 1巻第3号， 1911年8月?， 143頁。

29) 1911年8月23B 勅令第229号， W朝鮮総督府官報』第304号， 1911年9月 l日号。

30)煎掲渡部学論文， 38真。なお， I公立学校訓導はすべて官吏Jで f文官任F司令第7条による特別任用の

普通文官jであった(悶前， 39頁，註5))。経営形態を除いては，この教員資格の衝で公立普通学校と私

立普通学校は全く異なった。

31)清水産量秀「戦鮮に於ける日本の植民地教育 (m)一一国語教脊政策を中心としてJW広島女学院大学論

集』第9集， 1959年11月，清水慶秀「朝鮮に於ける包本の植民地教育ClV)一一改正朝鮮教育令(大正1

1年)施行までを中心としてJW広島女学説大学論集』第10集， 1960年12)ヨ，呉天錫箸/渡部学・阿部洋訳

『韓間近代教育史』高箆審林， 1979年10月(原本は， W韓国新教育史』現代教育叢密出版社，ソウル， 19 

64年5月)第二編沼 f教育制度の改編J.小沢有作『民族教育論』明治殴警， 1967年， 73~ほか。

32) 1911年10月20日 朝鮮総督府令第110号，普通学校規烈『戟鮮総督府官報』号外， 1911年10月20日号。

第 2 掌:第 6~21条。

33) 1911年10月初日 朝鮮総督府令第114号，私立学校規則『朝鮮総督府官報J号外， 1911年10月初日号。

第6条。

34) 1911年10月28B 制令第12号， W朝鮮総督府官報』号外， 1911年10月28臼号。

35)鈴木敬夫『戟鮮植民地統治法の研究…一治安法下の泉氏化教育』北海道大学図議刊行会， 1989年 8Jj，

102~。

36) I新設公立普通学校状況JW朝鮮総督府月報』第2巻第l号， 1912年 1月20日， 25頁。

37)向上， 26支。

38) I新設公立替遜学校ノ状況JW毅鮮総督府月報』第2巻第10号， 1912年10月20臼発行， 115~120賞。

39) I新設j公立普通学校の状況が一覧表で確認できるのは1912年度分のみであり，しかも10月以前のもの

である。 1912年11月に設立された忠清南道石城・定山・結城・徳山・全義の公立普遜学校5校 0912年

度目見以降設立校のすべて)は含まれていない。

40)前掲「新設公立普通学校ノ状況JW朝鮮総督府月報J第2巻第10号， 120~121真。

41) I普通学校状況 0914(大正 3J年5月末現在調)(五)現状JW毅鮮索報~ 1915年9月号， 74真。

42)総督府属中石吉丸「公立普通学校の維持方法に就てJW朝鮮総督府月報』第3巻第12号， 1913年12月，

29頁。

43)雑録 f各道学務主任打合会状況JW戟鮮索報~ 1915年 3月号， 178~。

44)， 45) I第gg章教育JW朝鮮業報~ 1915年9月号， 73真。なお，この史料は公立普通学校383校の時点であ

るから， (第 1表)で考えると1915年 3)ヲから 5月の間のデータを用いたものである。

46) W日本近代教育百年史』第3巻，学校教育(1)，趨立教育研究所， 1974年，し088真。表18I小学校の校舎

種別校数J1875年度。この表によれば，合計20，692俄所のうち，寺院が8，257個所 (39.90%)，民家が6，

794偲所 (32.83%)，新築は3，699個所 07.88%)等であった(元出典は，海後宗gd明治初年の教脊』

171頁)。

47)， 48)前掲「新設公立普通学校ノ状況JW朝鮮総督府月報』第2巻第10号， 121真。
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第二章私立学校・書震に対する諸政策

第一節 私立学校規員'J(1911年11月施行)以前の京畿道における巡回教接

法令上， 1911年11月施行の朝鮮教育令(第一次〉以前は，併合以前の大韓帝居時代の法令，私

立学校令(1908年9月施行〉が適用されていた。

私立学校に対する教育政策は， 1908年10月施行の私立学校令， 1911年11月施行の私立学校規

刻， 1915年4月施行の私立学校規則改正が大きなものであり，従来，この時期を対象とした先行

研究は主としてこれら法令の問題性を中心に論じ1)併合前後の私立学校に対する植民地統治権

力の対応状況を説明したものはほとんどなかった。併合以前の私立学校財政基盤への攻撃に関し

ては，別稿に譲り，ここでは併合後の政策に関する事実を取り上げ，その意味合検討する。

ここで言う巡田教授とは，私立学校・書堂(漢文教育を行なう私塾〉を対象に専門の教員を派

遣し，その教援方法を含めた教育内容・教科内容を指導者にとって「改善Jするために，実施し

た教育方法である。この巡屈教授は京畿道から始まった2)。京畿道における巡回教授は， 1911年8

月末までを第一期， 9月l日からを第ニ期事業とし，第一期の巡回教援は f私立学校及書房の調

査視察Jを中心に，第二期はこの視察調査に基づき，半年の予算を得た上で行なったものであっ

た3)。時期的に第一期の「調査視察jは，植民地支配者となった朝鮮総督府が私立学校・書堂の実

態を掌握する過程とも重なっており，調査説察合通し京畿道が得ょうとした情報から私立学校・

書堂に対する関心や利用の可能性を知ることができるだろう。以下，朝鮮教育令施行前後の京畿

道を中心とした教育政策の一端を，当時唯一の朝鮮語新開『毎日申報』の記事を中心に跡づけて

みたし、4)

1911年3月，京畿道で各公立普通学校の教監に各私立学校と書堂等私塾の情況及教授方法令視

察させ，不完全な場合には改正施行する計画が報道された5)。巡回教授対象選定のための視察調

査の始まりと解せられる。続いて，京畿道庁内務部長中大路正雄は管で府予郡守宛に通牒を出

し， I郡内公立普通学校教監をして付近所在の私立学校及書堂を視察させる g的で出張を命じたj

と報道された6)。

「視察事項jは，1)設備及経費， 2)教育内容， 3)職員及生徒， 4)学校設立認可の条件を励行し

ているかどうか， 5)地方生業・生活の程度， 6)地方人民が設立した私立学校の影響， 7)民心の傾

向(特に併合後)， 8)書堂教授の状況，維持の方法，書堂及私立学校関の関係， 9)基替教又はその

他の宗教上の関係， 10)学校所在地での日本人及朝鮮人の境遇， 11)教育上其他必要と認める

12)各項を総合した感想，の12項呂であった。

これに関し，以下の f注意件J8項目が付いている。①「視察の目的に鑑みて懇切誠実に私立

学校当事者爵に栢議し教授管理其他表簿の管理等に至っては指示助言し監督的態度を取って其の

真相を看取し，言動に依って反感を紹くことが無いようにする事Jo@禁止又は不認可の図書を

使照しているかどうか，配付した教科書一覧について取調べる事。③唱歌，歌詞は教師ならびに

生徒の感情を筈さない範屈で生徒の筆記帳，手帳等を調査し，独立を鼓吹したりその他不穏な歌

詞を取調べる事。④生徒の作文成績を調査し，独立又は留権挽回等の文字に留意する。⑤罰金的

制裁を学徒及び父兄に課したり，或いは設立認可条件を守らなかったり，或いは許可をど待たず寄

付金を募集する等の事は，法令上又は教育上不適当な事項を見聞した場合に在っても，利害関係

を説明し禁庄的態度を取らず，頑迷不穏な場合には地方当局者に報告する事。⑥視察事演は記述

する。⑦教育法規及び私立学校の設立認可請願霧式と教科用図書一覧表等を携帯することは勿論
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であり，又学校では設立認可書類を保存する事。未認可の学校に対しては設立請願の注意を与え

る事。⑧寄付金募集に関する規程は1909年2月臨令第2号による事。

報道では，公立普通学校の日本人教監が視察を行なう意味について「実地に就いては懇切に指

導し且つ教務上協議を行わせれば改良上に有効jであること，また r-衝では地方の情況を知得
する」こと， r同時に公立普通学校に在っては連絡上，砂なからざる便宜を感じるに至るであろ
うJと説いている。また，名目は「視察jであるため，違反学校(書堂〉取締りの方法を舎の如

く表面上高庄的態度を取らないように注意を与えているが，以上の視察事項は，私立学校・

に関する基本事項の把握の外，教科内容，地域における役割やネットワーク，近隣定住日本人の

状況までをも含む輔広いものであること，注意事項も，②③@のように，これら教育機闘が強制

「併合j した植民地権力に対する独立・抵抗の拠点となっていなし、かどうかを把握する項目安含

むものであったことから，これが植民地権力の諸法令を徹底して守らせるための政策であったこ

とは想像に難くない。

興味深いのは，向日別の記事で， r京畿道管内公立普通学校の教監等が私立学校及び書堂を視
察することは別項の如くであるが，京城第一第二憲兵隊では該説察員を護衛する為，上等兵各一

名ずつを随員として派送するjと報道されたことだてこれは，まさしく武装による威嚇である。

憲兵で「護衛」をしなければならない事態を想定できるほど，この「視察Jが私立学校の内部に

至るまでの把握を図的とした重大事で、あり，実施に棺当な反発が予想できたことを意味している。

4sl，京畿道では，道長官が府予郡守会議に諮問した結果， r京畿道私学校規則」が議決され
た8)。内容は， r本年度管内に私立普通学校十八個B撃を設置する案件」であり，提示されている条
項には， r私立学校をど公立普通学校へ変更する事jを筆頭として，学徒の定数 (240名)，校地校舎
平箇関，予算，維持方法，設立者躍歴，設立者規定(関係者・郡守も設立者に含む)，学級繭成及

教員数・通訳の確保，開校報告及教員採用報告，教員資格，近隣教育機関整理，将来の教室確

保，郷校財産の使用，学校所属財産明示と寄付金募集申請に関するものの14項目がある。「私立校

規則」であるが，実質は“私立普通学校"設置のための法令であった。

特に，第11項目の近隣教育機関整理に関する条項には， r新設私立普通学校より二車(朝鮮盟で
あるかどうかは不明・井上〉以内に在る私立学校は宗教学校の外には総て此を併合し二塁以外の

各国からは模範学徒を此に入学させる事j と規定し，植民地権力の主導する教育機闘を中心に教

育機関を再編成する意闘が明確に読み取れる。そして第13項目で「郷校財産の収入はまさに避け

られない若干の費用を郷校に支出する外には，総て此を新設する普通学校に補用させ，速やかに

四十四年 0911年・井上〉度の予算を定め道長官の認可を受けて措置すること(四十三年度決算

報告も亦向じ)J と明記し， 1910年に規程を発して郷校の管理者でも財産の自由処分をさせない

ようにしてきた郷校財産を最大限これらの新設費用に充てるというわけであった。なお，第14項

目の学校所属財産に関する項目中， r若し地方民の負担を若干篤志者の好意寄付に求めず一般公
衆の寄付を希望する場合には，速やかに寄付募集申請の手続きを施行する事(憲兵警察官と協議

することを要す)J との記載もあり，憲兵警察から何らかの便宜を図られた可能性もある9)。

さらに，京畿道では4月下旬，管下各都守に f私立学校として成績が良好で，公立普通学校に

変更する程度のものを該道庁に申請承認せよ」とし寸通牒を出した10)。ただし，この通牒に対す

る郡守の反応は， r某々三郡守以外には皆修報しなし、Jという状況で， r郡守が教育奨励上，注意
をしないということなら概情な事だj と批判も加えられている11)。京畿道の指示に対して郡守が

必ずしも協力的ではなかったようにも読み取れる。
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5月上旬，京畿道では私立普通学校17ヵ所の予定のうち12) 果JII・交河・龍仁・穣城の4郡が

総督府へ議願承認したこと，近々に日本人教員を聴寵することを報じた13)。

同じく 5月上旬，京畿道が f専ら一般私立学校及書斎等」に対し，巡回教授を行なう計画を報

道した14)。恩賜金利子中，教育費に投じたものの大部分は普通学校新設に応用するので，予算は

この f残額五千円を利用Jして， r既設普通学校十余箇所に対して内地人朝鮮人教師各一人を新為
増聴」し「府郡内に巡回教授を開始するj という 15)。

6月8日付の「桧誼長官巡視談」では， 10郡の公立普通学校の「校長は勿論であるがニ三三の日

本教師を雇聴し教育に従事するだけではなく余暇を利用して郡内の書房，教義其の他私立学校を

巡回し指導啓発中jと報じられている16)。

巡回教授開始に際し， 8月25日夕刻，京畿道庁で巡田教員と各普通学校教監が「教授方法を協

議Jするために会同したが17)この時，京畿道長官桧垣夜右が15項目の注意事項を含むwll諭を行
なった18)。その内容は多岐にわたり，勤務に関する事項2件19) 法令規定職員以外の漸次廃止関

係2件20)のほか，以下に示す11項自で，このうち第15項eIV-こは「書房(警堂・井上註〉指導の方

針J6点を含む。

私立学校・書堂に対する巡回教授の教科gおよび教科用図書は全て普通学校による。但し，教

科用図書は総督府と京畿道から若干配与する(第8項目)。教授組自・教案等は「普通学校に準じ

最初は億単な形式に依って指導jし(第4項13)，教授した学校には時簡を置かず視察指導するこ

と(第6項目)，教授の際は近隣の学校にも参観研究させ，常時連絡を取り指導すること(第5項

目〉。単独あるいは連合の部商(行政区分の一種，部はほぼ区に該当する・井上誌)で学校職員会

を桓常化させ，各校の連絡統ーを殴ること(第7項目)。これは，おそらく巡回教授で「指導jし

た複数の教育機関を行政側で把握するためであったろう。また，巡回教授者は，地方指導の責任

がある教監(普通学校の日本人教員)と連絡をとる(第3項目)ょう命じられたが，ある程度の

地域を移動する特殊性から，地域を視察し，総督府・京畿道の呂的を信連・ 「指導Jする役割を

十分に踏まえたものであったと推察できる。特に，第13項目では，巡問教授者は私立学校の維持

方法に対しても「適当な助言と援助」を与えること，第14項目では「時々地方に宿泊し有志者と

会談して学校改善の動機を促進するJ役割が述べられた。

ここでし、う横民地支配者にとっての「学校改養j とは何であろうか。植民地教育の推進基盤た

りうる内容を持ち，維持経営ができる状態に少しでも近付けることを意味しているのではないか。

独立運動，反日・抗日運動の拠点ではなく，総督府として推進する教育に「利用J可能な教育機

関に変えることを意味していたようである21)。なお，第15項尽に掲げられた「書房指導の方針J

は第四節で取り上げる。他道の状況はわからないが，少なくとも京畿道は巡回教授を通して私立

学校・議堂へ対する積極的なかかわりを行なおうとしていたことは間違いない。

新任教監講習会に引続き22) 8月27日から29日までは京畿道教監会議が行なわれた。この会議

で道が諮問した18項gを『毎日申報』が報じているが23) このうち以下の件が巡回教授，および

巡問の対象とされる私立学校等にかかわる問題であった。

一，巡回教授を行なっている府郡の明治四十三年 0910年・井上註)度分臨時患賜金利子は

総て此を私立学校に補助すること。其の補助に関する最も有効な方法如何

，既設私立学校中成績が最も優れた者若干に対して地方費をもって若干補助したい。其の

最も優れると認める者の成績如何既設私立学校中成績が良好でないが他の既設学校及地狸

の関係等に依って維持させることを要する最も痛切なる者が有るか否か
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四，巡回教授開始後に施設した状況及今後の執務方針如何

，閑語普及に関する施設の状況如何

十六，私立学校の修業年限学科目掴語時数及各学科の教科書に対する措置の状況及成績如何

十八，認可を受けないで学校事業を営む者及認可学校で学校事業を停止した者の状況如何24)

特に第一，第五項目を見ると，植民地行政の都合上， I利用jするに足る私立学校が明確であ

る。対象の一つは，巡鴎教授を行なって日本語教育を中心とする普通学校に準じた教育内容を

「指導j した学校で、あり，またもう一つは f成績優秀Jであったり，拠点として重要な場所に位

置する私立学校であった。

この方針のもと，巡回教授は9月6日より，任命された日本人教員 2名をや心に三，四日ず

つ，一回または二回ずつ，管内80余の私立学校と150余の害堂を巡回教授することになった25) 2 

名とL、う制限と三，四日を一，ニ度という勤務条件を維持して，なおかつ巡回教授の効率を求め

るとすれば必然のことだが， 9丹12日付で差し当たりの対象を人口が比較的集中している「京城

及仁川二府と水原，開城，江葉，安城，南陽，披少1'1.離列、1，楊州等Jにあり， I成績が良好jで

「有望な私立学校及私塾Jに捜定したことがわかる26)。翌日の報道によれば，巡回教師の教授は

一週間から十日であった27)。

巡問教授については，この後しばらく報道が見当らず， 11月の朝鮮教脊令施行後，半年経った

翌1912年5月の時点で，①日本語及修身科設業の均一化，②教授方法指導の結果が良好であった

こと，③水原，楊州を捺き「己むを得ざる事故に依り…巡回教授を廃止j したこと，しかし，④

継続実施を決議し， I各府予郡守に通牒し私立学校及議堂所在の位置と教師の氏名を精査」する

ことを求めた事実がわかる28)。良好だったというその結果について，また，多くの郡で巡回教授

を廃止した時期とその理由は明確ではない。京城府では1912年9月，この巡回教設を f継続実

行」ずることにしたのだった29)。

巡回教員が日本語教育を巡回の対象である私立学校・書堂に対し扶摘させる働きを担ったこと

は，植民地教脊の普及員たる教師とL、う性格上，当然のことであろう。しかし，この京畿道にお

ける一連の巡屈教授関係報道からは，さらに巡田教授を準備し推進するための視察・調査，拠点

選定方針等のかかわりがわかった。これらの政策から私立学校・書堂の弾圧・ 「利用jの意閣が

浮き彫りにされてくるところに重要な意味がある。第一章第五節で見たような教育内容・組織の

変更を行なわぜ，公立普通学校に転換できれば植民地教育推進の拠点となる。巡回教授の場合，

私立学校・書堂における教育内容「改善」をし，日本語教育等の推進女主目的としたが，対象教

脊機関の選定にあたって視察調査をするだけでも，反日・抗日運動の蝉圧と地方の動向の掌握に

なった。京畿道ひいては総督府が公立普通学校を拠点とし，巡回教舗を介した地域の私立学校・

喬堂の指導一被指導関係をまずは作り上げようとしたのではなかったかと思われる。

第ニ節 私立学校規制下の私立学校 f利用J ・統制裁策

，私立学校規則の弾圧的性格

私立学校規則は1911年11月，朝鮮教育令とともに施行された30)。

孫仁鎌は，制定に至るまでの私立学校に対する政築意図を，①1911年4月29日の学務局長関屋

貞三郎に宛てた穂積八束警鰐，②1911年7月1日に各道長官会議席上で朝鮮総督寺内正毅が行

なった訓示，③1911年8月7日から行なわれた新任普通学校教監講習会における興産学務局長の
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訓示を用いて，総餐府の私立学校規則の必要ぞ性を次の三三つだとした31)。

1)国民教育は調家的事務であるため，私人に委任することは変則である。

2)そのため，私立学校教育を国法によって行政的に治めねばならない。

3)キリスト教の教理とその教育方法が日本の国是とは合わない32)。

このような趣旨を背景に制定した私立学校規則は，鈴木敬夫によれば次の特色を持つ。

①私立学校令(1908年)で学部大臣であった認可権を朝鮮総督府とし，学部大臣が認可したもの

に対してもこの競則を適滞ずる。②私立学校令で設立認可事項を変更するとき，単なる記載・報

告事項でるった設立者・学校長には認可が必要となった。@別規定であった教科周囲脅検定規程

の趣旨を規定化し，さらに「学部大陸jの検定・認可した阻害ではなく， I朝鮮総督jの検定・認

可とすることで使用教科書の制限をした。④第12条を新設し，設立者が非適格者(第11条に規

定)である場合は認可の取消，学校長・教員が非適格者である場合は解雇を命ずることができる

とした33)。

特にこの非適格者のうち第11条 1号「禁獄文ハ禁鏑以上ノ刑ニ処セラレタル考jは， I保安法j

第7条(1907年，法律第2号〉で「禁獄jが， I犯罪即決例J第l条3号(1910年，制令第10号)

で f禁鍛jが規定され， I警察署長や憲兵隊員が手軽に『即決』できる刑罰であったことからすれ

ば，私立学校の教員をこの刑に処し解雇させることは，総督にとって容易にできたことであろ

うj と分析している34)。第14条の「閉鎖J命令権自体も私立学校令では学部大臣に存在していた

が，私立学校規射では朝鮮総督に移った。第11条1号解釈に従えば「多数の法律を縦横に駆使す

ることによって，朝鮮総督は，私立学校を容易に『隣鎖』ずることができJ35)る権力をいつでも行

使できる状態になったと言える。

キリスト教主義学校との関係では， I併合J前から問題としていた「宗教・教育分離主義の基本

政策Jを私立学校規郊に規定せず，私立学校発布時の論告で総督が f国民ノ教育ヲシテ宗教ノ外

ニ立タシムノレj ことを表現したにとどまった36)。

私立学校規則に関する制定意図と::l::婆規定は以上でとどめ，次にこの規定を京畿道がどのよう

に実務に移したかを現在残されている新聞報道から確認していきたい。

『毎日申報~ 1911年12月初日付によれば，京畿道庁は府芳・郡守宛に私立学校規期実施の件に

関する通蝶を出した37)。報道された7項目は次の通り。

①既に設置認可を受けた私立学校で謹業を為さざる時には遅滞なく廃止報告書を提出するこ

と，②設置認可を受けた私立学校の事業を経営することが有る時は遅滞なく設置認可申請を提出

させること，③私立学校設置申請を進達する時には其の年収入約三百円が有り，且つ濫設の嫌い

が無く，設立者の適当たるを要する。若し，収入が少なく維持が極めて難しく，又は濫設の嫌い

が有って設立考が適当でないと認定する持は懇切説諭し，申請停止させること，④前項に依って

申請停止させる時には，吏に懇篤諭示し，所在憲兵及警察官と協力して学校事業を経営すること

に不便な事が無いよう注意すること，⑤既に設立認可を受けた私立学校でも，予定の収入が無く

維持が鴎難な時には懇篤諭示し，適当な学校と合併させること，@私立学校認可申請書又は私立

学校の設立者校長の認可申請書と教員の採用報告書を進達する時は，府タ及郡守が私立学校規郊

第11条各号該当の有無と設立者，校長，教員等の適切なるか杏かを調査し其の意見を添付するこ

と，⑦私立学校で所持する関書中に総督府の出版禁止及不認可と総督府指定の字句訂正を為さざ

る|日教科書があるか杏か，不良唱歌，不良課題を施舟しているか谷かについて，憲(兵?:以

下， 17字分不明・井上註)此等事項が有ると認めた時には懇篤論示し即時此を改正させること。
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設置認可に関する①②③のうち，①は6カ月以内に開校しない場合，あるいは6カ月以上授業

を行なわない場合に認可の効力を失う私立学校規則第5条に関係するもの，②の「事業経営jは

分校・支校設立の場合も認可を要するとしたものと解される。⑦の教科用図書は第9条・ 10条関

連の規定であった。また，@により，財政的・位置的・資格的条件(第2条の認可項目)に着目

し，重点的に審査していたことがわかる。特に財政では⑤，資格では⑥の具体的指示が重ねられ

ている。注意したいのは，不適当な設寵申請を停止させる際(④)に道庁が所在地の憲兵・警察

官との協力を促しており，私立学校が所持する関書調査の擦(⑦)にも同様のことがありそうな

ことである。また，⑤のように財政臨難が明白になった私立学校には「合併Jを「懇篤論示jす

る等，積極的な私立学校取締り，私立学校整理の方針が現われている。

続いて，上記の通牒でも問題とされていた 1)私立学校の設置， 2)既存私立学校に対する指

導と取締， 3)学校廃止時の財康等の処分について，通牒類に表れた諸問題から，私立学校に対

する京畿道，ひいては朝鮮総督府の姿勢を明らかにしてみよう。

ニ，私立学校の設置

1912年2月13日付で，内務部長官宇佐美勝夫から各道長官(親展)宛で「私立学校設置ニ関ス

ル件Jの通牒が出ている38)。

これは，設立認可請顕蓄を受理したときに調査する1)学校設置ノ要否， 2)維持ノ方法，

3)職員の各項目を示したものであった。 f学校設置ノ婆杏jでは，①当該学校設置郡内の既設公

私立学校の数，近接する学校名と距離，②実際に授業を行なっているかどうか。またその開校年

月，生徒数，③設置計商又は設備進行の程度， r維持ノ方法」については，①基本財産の収入確実
性，殊に地方公共的財産を基本財産とする場合他に異議があるかどうか，②寄付金が許可される

見込の有無および一般公課に及ぼす影響，③捜業料は地方の民度上事実徴収し得るか，⑤設立者

の資力立立学校の維持上出資の負担に堪え得る娘度，以上を調査演gとした。さらに f職員」で

は， r設立者，学校長及教員カ私立学校規刻第十一条ニ規定セル事項ニ該当スル者ニアラサルヤ
寄ヤ立ツ適任ナルヤ否ヤJ，r宗教ニ関スル者ニ在リテハ其ノ教派jを調査対象とした。また，日
本人教員は「道ニ於テ選任若ハ承認シタル者jを採用させるようにし，その人物に関する事項を

副Eわするよう命じている。

この調査項目には，設立しようとしている私立学校の職員・設備・維持形態が確実であるかど

うかという私立学校自体の問題の外に，近接学校との距離・公共的財産の使用等，学校の湾辺状

況等の外的な問題が入っており，これらが重要な設置認可の判断材料となっていたと考えられる。

翌1913年l月23日，内務部長宇佐美から各道長官宛で f私立学校ノ設置其ノ他手続ニ関スル件j

が出されたが39) 提示された「私立学校ノ設置其ノ他手続履行上ニ関シ注意ヲ要スル事項J7項

目は，① f設置ニ関スノレ件J，@ r設立者，校長，教員ノ変更J，③「内地人教員J，Gむ私立学校か
ら提出された文書の取扱，⑤「私立学校ノ願届書J，⑥開校を遅滞なく報告すること，⑦提出文書

に宗派を明記することであって，全体として大きな変化はなく，①でも設置認可請願書の処理に

顕して，上で紹介した通燥な再確認したのみであった的。

設置認可に関するこれらの通牒に示された方針は， 1920年代前半期発行で1930年代前半まで加

除を受けた各道例規集に幾っか掲載されていることから41) 比較的長く効力を持ったと考えられ

る。

なお，京畿道が私立学校設立のための財産を300円は必要だとしていたことは本節ーで既に述
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べたが，私立普通学校の設重量に関しては， 1912年8月31日に総督府内務部長官宇佐美が各道長官

宛に出した「私立普通学校設寵ニ関シ通牒ノ件」で， r私立タルカ為メニ著シク経費ヲ減シ得jる
という考えを誤りとし， 2学級組織として「経常費ノ最低限Jを年間1，200円と見積もってい
た42)。

三，既存私立学校に対する指導と取締

この件については，既に本章第一節で京畿道の巡回教授に伴い， r視察調査jの名目で，時に憲
兵・警察官を髄行させながら多項目の調査による実態把握と内容改善を指導していたことを明ら

かにした。従って，ここでは断片的であるが，上記以外の通牒に現われた実務上の関心事を若干

紹介するにとどめたい。

1912年12月，威鏡南道内務部長が各府タ・郡守宛に出した「私立学校及議堂ニ関スノレ件J~こは

次の通り，地方教育行政の私立学校・番堂政策に対する積極的な姿勢とその行き過ぎの例が現わ

れる。

近来府郡ニ於テ私立学校又ハ番堂ニ対シ諒|令又ハ訓示ヲ発セラレ教育上ニ関シ特殊ノ施

設ヲ命セラルノレ向有之候慮往往法ノ精神ニ惇り又ハ道行政ノ方針ニ違フコトモ有之様被認

候尤モ右様ノ場合ニハ報告ニ接スノレニ従と之ヲ取消サシメ又ハ再考セシムル等其ノ都度注

意ヲ与へ屠候へ共右ハ概ネ卒後ニ属シ之ヵ取消又ハ再考等ニ於テ事務上徒ニ槙雑ノ手数ヲ

増スノミナラス府郡当局者ノ威信ニモ関係スル所砂カラサルヘク遺憾ノ次第ニ付自今教育

上特殊ノ事項ヲ府郡内ニ実施セラレムトスノレ場合ノ、一応其ノ計画ヲ兵シ当庁ノ指揮ヲ受ケ

施行セラルル等施設上違算ナキヲ期セラレ度依命此段及通牒候也43)。

府郡が私立学校・審堂に対して命じた「特殊ノ施設Jは， 1912年11月の「書堂取扱方ノ件jに

よれば， r威鏡南道威興郡ニ於テハ郡内書堂ノ廃合ヲ詔11令シタリシガ道ノ注意ニ依り見合セタリj
という事例であった441。この首11令は「之カ併合ノ強制シテ私立学校ノ設立及財産ノ整理ヲ期セムj

としたものだったようである45)。この「書堂取扱方ノ件Jは，学務局長関屋らが9月16日から10

月22日まで，江原道・成鏡南道・威鏡北道の学事を視察した際に問題とした幾つかの点の一つで

あった。威鏡南道の「私立学校及審堂ニ関スル件」は，時期的にもこの「議堂取扱方ノ件Jを受

けての対応であったといってよい。威鏡南道では各府予・郡守に対し，取消や再考は煩墳なばか

りではなく，府郡行政と道行政の不一致を暴嵩ずることになり，道の「威信j問題にかかわるか

ら，以後は道庁の指揮を受けよと命じた。しかし，道，ひいては総督府の方針に反する事例は，

番堂を対象にしての問題だけでいっても， r書堂ノ内容ヲ改メテ新式的教授ヲ試ミムトスル計画j
等，他ニ道でも起っており，視察をしていないその他の道でも類似の状況が考えられる。表面

上，府郡の行き過ぎを注意する通牒であったが，裏を返せば府郡レベルで問題とされたような実

務執行は可能だったことも意味する。日本語普及のための教育内容改変や反日的な私立学校・

堂の実態把握と取締り，既設教育機関に対する組織変更のための政策，学校新設時の周辺学校の

整理等は，法令をもって権力的に行なうのか，個別に視学や巡回教員，あるいは地方官吏が説得

的に行なうのか等の程度の差はあれ京畿道で指示されていたものと大きく異なるものではなかっ

た。

1914年2月5日，慶尚南道内務部長が各府芦・郡守宛に出した「私立学校調査要項ノ件」で，

「糞官設部下職員学事視察ノ為私立学校へ出張ノ際Jに視察すべき事項を掲げた46)0r私立学校調
査要項jは18項目あり47) このうち重要な5項民について「私立学校視察上ノ注意jが以下のよ
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うにある。

第二，私立学校視察上ノ注意

一，私立学校説察ノ際関係者ニ接スルニハ懇篤親切ヲ旨トシ誤解ヲ生シ又ハ悪戯ヲ抱カシム

ノレカ如キ言動ヲ慎ムヘキコト

ニ，調査要項第ニ，三三，五，十，十一，ニ付テハ其ノ調査上左ノ注意ヲ要ス

ニ，実際使用セル教科書又ノ、参考書ノ調査ハ教授ノ実擦ニ臨ミ又ハ教案日誌等ノ記録ヲ関

シ場合ニ依リテハ生徒携帯文具ヲ調査スノレコト

三，学校内ニ不正教科書所蔵ノ有無ハ学校備品台帳，書籍台帳，等ノ調査ニ止メス所蔵ノ

書庫等ニ就キ実地之レヲ精査スヘキコト

五，玉大祝日ニ儀式挙行ノ有無及其ノ状況ハ学校関係者ノ供述ヲ糠キ又臼誌記録等ヲ調査

シII生徒ニ就キ之ヲ確ムルコト

十，君カ代ノ唱歌ヲ課セリヤノ取調前間断

，日曜日ニ於ケル学校生徒状況取調前向断

ここでは「誤解ヲ生シ又ハ悪戯ヲ抱カシムルカ如キ言動ヲ慎ムヘキ」としながらも，教科書・

参考書調査では，場合によっては生徒の所持品まで諜王ますること，書庫・授業の実擦に臨む等，

開答，書類だけの調査で済まさない方法を指示している。「併合j後，約3年半を経過した時点

で，第5，10項尽のような「教育ニ関スル勅語ノ旨趣ニ基」づく教育・儀式を私立学校にまで実

施できる状況を既に作りつつあったといえる。

既存私立学校に対する取締りが務段に進むのは， 1915年のことであった。

朝鮮総督府は， 1915年3月24日，私立学校規則を改正して，私立学校における教科課程を初等

教育機関であれば普通学校に準ずると規定した(第6条ノ 2)。普通学校規則以外の教科課程を

禁止したために，宗教教育を私立学校で正課として課すことができなくなった。あわせて，朝鮮

総督府は次のように教員に日本語能力および相当程度の資格を強要した。そして，改正規定に基

づし、た設置認可を求めた。

第十条ノ二 普通教育・実業教育又ハ専門教育ヲ為ス私立学校ノ教員ハ盟諸ニ通達シ主主当該

学校ノ程度ニ応スル学力ヲ有スル者タノレヘシ

但シ初等ノ普通教育ヲ為ス私立学校ノ教員ノヴリニ定ムル試験ニ合格シタル者，教員免許状

ヲ有スノレ者又ノ、朝鮮総督ノ指定シタノレ学校ヲ卒業シタル者ニ限ル

専ラ外国語，朝鮮語及漢文又ハ特種ノ技術ヲ教授スル者ニ限リ前項ノ規定ヲ適用セス48)

仮し，既に設立認可を得ていた私立学校の場合，設置に関しては10年，教員資格に関しては5

年の猶予を与えたが，この猶予は「修身，国語，歴史，地理，体操以外ノ教授ヲ為ス教員二対シ

テハ大正九年 0920年・井上註)三月三十一日迄第十条ノニノ規定ニ依ラサルコトヲ得jるもの

であったから49) 臼本語を含むこれら 5教科の教員は猶予の対象ではなかった。すなわち，日本

語等5教科の教員は郎刻「国語ニ通達」することを強制されたのだった。

四，学校廃止時の財産等の処分

1912年12月の調査によれば，私立学校の f年中路11::校数jは1910年231校， 1911年461校， 1912 

年351校であり， r廃校ノ原因ハ多ク維持菌難ニ出テタノレモノ」であった50)0 (第6表〉によれば，
1912年度の上半期に箆止された私立学校269校のうち， r普通学校jに組織変更をした28校を除く
241校は文字通りの廃止であったが，総督府はその組織や財産にまでも着目し，これらを利用し
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ょうとした。

溌校した私立学校組織・財産の処分に関する通牒は， 1912年1月16EI ，王子安南道内務部長が管

下府予・郡守に宛てて出した，以下の「溌11:私立学校財産処分方ノ件Jを出発点としている51)。

私立学校廃止ノ場合ニ於テ学校ノ;校舎又ハ其他ノ財産ヲ学校設立者及共職員ノ意志ニ依

り宗教ノ会堂，議官所等ニ譲渡セノレ向有之候蕗元来私立学校ノ多クハ地方一般有車ノ寄付

ニ依ワ設立セルモノナルヲ以テ其財産ヲ学校設立者及其他職員ニ於テ檀(?)ニ之ヲ処分

スノレハ甚タ不穏当ノ犠ニ有之候条自今寄付ニ依リ設立セノレ私立学校廃止ノ場合ニ於テ残余

ノ財産アル持ノ、当該面長ヲシテ之ヲ保管セシメ将来学校設立其他頭ニ於ケノレ公共事業ニ充

用スノレ様致シ度依命此段及通牒候也

追テ私立学校廃止報告書進達ノ場合ニハ廃校ノ理会及生徒ノ措置方ノ外其学校当初設立

ノ性質並残余財産ノ処分ヲモ副京棺成度此段申添候也

私立学校校舎等の財産を「宗教ノ会堂，講習所等ニ譲渡セルj傾向があるため， r残余ノ獄産J
がある場合は，面長が f保管Jし，学校設立や面の公共事業に充てるよう指示したものであった。

この件は， 3月26日付で平安南道長官松永武官が総督寺内正毅へ報告していたが，総督府内務部

(学務局)では，これを商長保管とせず， r寧ロ可成速ニ之ヲ付近ノ公立普通学校基本財産ニ充テ
シムル様」平安街道長官に指示し，他道にもこの趣旨を通牒した52)。これにより，廃止された私

立学校の財産も公立普通学校の基本財産に組み込まれ，利用されることになった。 f併合J以前か

らの財政基盤破壊致策を考慮すれば，植民地権力が私立学校を財政臨難に陥れ，廃止させたその

私立学校の財産をも公立普通学校の財源として利用するという方針が確定したことを意味する。

総督府内務部長官からのこの指示に対応した動きと見られるものが一つ存在する。「廃止私立

学校財産処分方ノ件jの発信源であった王子安南道の内務部長が1912年12月に各府予・郡守宛に指

示した「私立学校設書堂財産調査ニ関スル件Jである。

現今私立学校立立書堂所属財産中ニハ其ノ地方ノ公共的財産ヨリ転属セノレモノ砂カラス候ニ

付義ニ私立学校廃止ノ場合ニハ其ノ遺慮中公共的ノモノハ公立普通学校財産ニ蹴入スヘキ

旨及通牒重量候処共ノ廃校ニ至ラサル間ニ於テ是等ノ財産ヲ売却譲与等ヲ為スモノ往柱有之

趣右ハ甚穏当ナラサノレ所為ト被認候条明年三月迄ノ間ニ於テ貴管内各私立学校(宗教学校

ヲ合ム〉立立書堂ノ財産ヲ詳紹調査シテ元公共的財産ヨリ転繕セノレモノハ郷校財産原簿様式

ニ準拠シ土地ト現金トニ別チ各学校，書堂2iUニ財産台帳(台帳ニハ備考棟ヲ設ケ其ノ財産

ノ由来ヲ詳記スルヲ要ス〉三三通ヲ作製シ一通ハ貴庁ニ保管シ一通ハ当該学校及寄堂ニ交付

シ一通ハ問年四月十五日記ニ本道へ提出相成度部シテ欝後該財産ハ絶対ニ消費スノレコトヲ

許サス喰其ノ財産ヨワ生スノレ収入ニ撮り当該学校又ハ蕎堂ノ存続スノレ問菜ノ経費ニ充用ヲ

也

シ候事ニ御取計相成度尚不断該財産保存ニ関シ充分御監督相成候様致度依命及通牒候

追テ該財産調査ニ鴎シテハ充分当事者ヲ説得シ誤解又ハ疑懐ノ念ヲ抱カシメサル様呉呉

モ御世意相成度為念申添候53)

この通牒によれば，廃止の前に財産を「売却譲与等Jすることで，公立普通学校基本財産に組

み込まれるのを免れるとしづ“抜け穴"を見事に突いた「甚穏当ナラサル所為jが行なわれてい

た。そこで，私立学校・書堂の財産を調査して確定し，元来公共的財産に由来するものは，そこ

から生ずる収入を除き絶対に消費させない方針をとった。少なくとも私立学校関係者の簡では，

行政側(総督府側)の一方的な財産編入に反発し，支配者のa出にさせないための対策をとって
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いたのであった。総督府が一方的措置を行なう前に，その措置から逃れる方法を生み出し，総督

府はまた次の策を突き付けるという動きが見てとれる。他の諸政策についても，私立学校当事者

等は総督府の意閣をそのまま通さない対応を行なっていた可能性があるだろう。

私立普通学校箆止時の財産処分について補足したい。

私立普通学校廃止の理由は，その大部分が公立普通学校への転換で、あった。 1913年4月l臼に

欝陵島公立普通学校に転換した私立欝駿島普通学校(慶尚南道欝陵島〉の場合， r私立普通学校廃
止認可申請書jの「児童ノ処分方法Jに「在籍児童全部ヲ公立普通学校ニ転学セシム」と記載さ

れた54)。ここでし、う児童の f転学jは単なる手続ーとの問題に過ぎない。

，少数ながら単なる廃止を迎えざるを得ない私立普通学校も存復した。 1913年5月初日付

で廃止となった全羅南道長城郡私立長束普通学校の場合は次の通り55)。

まず，廃止の理由には「従来寄付行為ヲ以テ維持相成候ヒ来タノレ慮現今ニ杢リテハ寄付金募集

相成難シ依テ維持スル事能ハサノレ為不得己…溌止Jする旨が記され，寄付金を中心とする維持は

私立普通学校でさえも難しい状況が読み取れる。

「生徒ノ処分」は， 1名を光州農業学校へ， 3名を長城公立普通学校へ進学，転学させたが，

残り80名は「本校ノ近土白書堂九イ随所へ散学セシムル」外はなかった。しかし， r財産ノ処分Jに関
しては，校舎(教場)と器具の一部を長城公立普通学校へ，敷地・寄宿舎等を所在地面役所へ寄

付し，公立普通学校・蘭の財産へ編入したのだった。

第三節私立学校・書堂への教科書配付

大韓帝国から植民地時代の朝鮮における日本語教科書の内容分析については，李淑子『教科書

に捕かれた朝鮮と日本一一戦鮮における初等教科書の推移Cl895-1979J~ が詳しい。私立学校に

対する教科書普及政策については研究の対象とされていないが，次の一文が示唆的である。

もちろん総督府は，私立初等教育機関に対して総督府編纂教科書の使用を強力に行政指

導したが，当時各地民間で各種の在来教科議が出版されているところをみると，百パーセ

ントの徹底をみてはいなかったことが知られる56)。

この引用中の，総督府が「私立初等教育機関に対して総督府編纂教科書の使用を強力に行政指

導したjことは，当時朝鮮総督府が管轄した公立普通学校が少ない中では重要な政策である。そ

の「強力jな「行政指導」の一端は本章第一節で明らかにしたので，本節では，朝鮮総督府の私

立学校・議堂に対する日本語普及・強制政策のー側商を，教科議配付状況から概観する。史料は

f朝鮮総督府統計年報』中の「教科賂図書頒布状況j表および「教科用関警及教員参考書頒布

高」表を用いた。

『朝鮮総督府統計年報J中の「教科用詔書頒布状況」表から，当該年度および前年度における

各教科書の発売冊数と給与冊数を確認できるが， 1912年度販 0914年3月発行〉以降， r給与冊
数jの項自は「支給冊数Jと改称され，新たに「交付冊数」の項窃が設けられた。 1911年度の数

伎は当該 (1911)年度版 0913年11月発行)および1912年度版の前年度購の数値と比べられるの

で照合すると， r給与冊数jが「支給冊数Jと問ーであった。 1912年度販の備考欄によれば， r支
給jは「公立普通学校へ給与シタルモノJであり， r交付Jは「私立学校其ノ他へ配付シタルモ
ノ」である。これらから次のことがわかる。
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まず， 1911年度版以前の統計に f交付Jの項目はなかったが， “1912年甑の喜吉年度"欄に各教

科書ごとの交付冊数が勝記された。つまり，総餐府は「私立学校其ノ他jへの教科書配付は報告

をしなかっただけで，実際には1911年度以前から行なっており，その数値を把握していた。ま

た， 1912年度以降「交付鴻数j概を統計年報に掲載したことは，少なくとも総督府がこの“ f私

立学校其ノ他J~.こ対する教科書の配付"を報告すべき重要な事項として認識したことを意味する。

では， w朝鮮総督府統計年報』各年度版「教科用臨書頒布状況jから，どのような教科書がどの

程度交付されたのかを確認してみよう。ここでは，初等教育機関(普通学校程度)の教科書類の

みに限定し(第7表)を作成した。

特徴をまとめれば次のようになる。まず，その年度に最も多く配付したことを示す二重下線の

集中度を見ると，①この期間に総督府が交付した教科書類ゆ，最も多いものは『国語読本』であ

り，量的にも圧倒的である57)。次に，先に1912年度から朝鮮総督府が“ f私立学校主主ノ他jに対す

る教科書の配付"を意識化したと記したが，②この1912年度の「交付」数はこの期間中最大で，

しかも1912年度に続く翌1913年度の三倍以上にも達している。更に言えば，③『国語読本』をや

心とした1912年度の教科書 f交付j冊数が1911年度に比し平均10倍以上にも達している。これら

の事実は，朝鮮総督府の教科書 f交付j政策の意識化が，まさに f私立学校其ノ他jに対する

“『国語読本』を中心とした"教科書の配付の意識化であったことを意味する。

ただし，②③については次の統計数値の問題があり，疑問符を付けておかねばならない。 1912

年度の「交付」冊数は，後に1914(大正3)年度版で fl，074，255Jから f1l2，238Jと大幅に書

き替えられたからである。しかし， w統計年報』には書き替えられた合計冊数しか掲載されていな

いため，その詳細は不明で判断のしょうがない。

そこで，発売・支給冊数もあわせた推移を示し，それらの全体に対する比率を確認するため

(第8表)を作成した。

表によれば，確かに1912年度の「交付J婦数は突出しており，全体に占める否分率も g立って

高い。しかし，少なくとも内訳が記されているのは1912年度の fそのこんすなわち(第7表)に

示した数値のみで，今のところこの内訳の相違を主主体的に示す史料を持ち合わせていない。従っ

て， 1912年度の「交付J冊数 f1l2，238Jおよび「頒布」冊数合計 f801，900Jとし、う数値を正し

いとする理由もない。このほか， (第8表)から顕著なことは， 1913年度(あるいは1912年度)か

ら教科書全頒布数に占める「私立学校其ノ他jへ交付された冊数の比率が全体の20"-'30%と高く

なることで，この間，私立学校や書堂，あるいは f閤語講習会jへの日本語教科書普及が積極的

に行なわれていたと判断できる。しかし， r私立学校其ノ他jがどのような教育機関を指し，どの
ような内訳で教科書交付が行なわれたかを今のところ明らかにする史料を持ち合わせていないの

で，配付実態の分析は後日の課題とするほかはない。
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2.174 
597 
392 

3.609 
30 
1.041 
31 
4.711 

草4旦

1.909 

2.067 
6.719*2 
546 
461 
318 
108 
428 
901 
251 

2.134 
17 
2.794 
50 
4.995 
4.891 

....2.J.器
168 
83 
2.009 
4.234 

1.222 
1.173 
15 
638 
468 
2.005 

2.153 
1.596 
3.082 
3.281 
10.112 
5.825 

1.172 
918 
8.042 
9.095 
7芝58
930 
918 
563 
80 

基止器*4
465 

47.671 
2.401 
28.604 
1.404 
80.080 

鍾.Jlli1
1.309 
50 

3.656 1.111 
1.956 2.409 
7.567 11.155 
765 1.037 
8.554 (生徒用)523 

96.686 

156 
332 
6 

17.656 
τ耳石E
9.528 
1.428 
4.764 

8.378 

2.537 
5.928 
2.302 

著書

箆言苦読本
E童謡祷充教材

本
本
給
襲
警

集
本
書授

臨
教

歎

橡彊
体校

帽
噛
図
学

名著書

鮮語読
文読
学

術
科

身

科教

修

制
制
措
慨
潔
算
環

40.676 28.794 73.887 192.726 308.196 81.660 普通学校関係教科言書類計

波
町
田

hw

8.1 

『戟鮮総督府統計年報~ 1912年度絞 f教科用図著書頒布状況j および1913~1921年度版 f教科用図書及教員参考著書頒布言語j の隠係部分より作成。

f交付Jの定義について，各統計表備考欄には f私立学校其ノ悠へ昔日付シタノレモノJ(1912. 1918~ 19). r私立言者学校其ノ他ニ配付シタノレモノJ(1913へ，15).r私立学校等ニ無償費E付シタ
ノレモノJ(1916~l7)とあるが，すべて隠ーのものとして扱った。なお. 1920~21年度版には備考書需がない。

1913年度以降に，新教科著書編纂・発行が行われた。統計項呂場大はこれによると思われる。

また，各年度中「交付j冊数の多いものから般に二つへ二重下線，下線を附した。

*1 普通学校算術著書(生徒尽).I可 算術書(教部用).I弓 珠算書(教室市舟).周 縁算審(生徒用〉

*3 鳴歌集，新緑割高歌集，問 緩馬字，普通学校唱歌著書

*5 普通学校鳴歌書の14.182様。

時 普通学校自重量菌続本，普通学校図額i給(生徒周).普通学校図画1結〈教節用).普通学校図溺f陥編纂趣意審

*7 普通学校図画f始(生徒ffl)が19.188慌，普通学校図画帖(教師用〕が18.565罷等。

*8 1920年度から普通学校の修業年限が4→6年に延長されたため.r日本歴史Jr日本地理jが加わった。詳級は以下のとおり。
尋常小学日本渡史祷充教材〈児童用 1920年度 140. 1921年度 1.302/尋常小学日本歴史補充教材教授参考書 1920年度

尋常小学日本地理補充教材(泥案ffl) 1920年度 30. 1921年度 837/尋常小学日本地主主祷充教材教授参考著書 192C年度

尋常小学修身審巻五，六教授参考書 1920年度 40. 1921年度(巻五) 681. 1921年度(巻六)863 

19.3 54.7 

1.012/ 

722/ 

7.9 

普通学校算術著書(生徒用〉が5.429冊。

新編唱歌集の28.495掃を含む。

146. 1921年度

36. 1921年度

17.0 

本2

布4

45.1 54.3 25.4 国言語読本/ t % 
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第8表教科帰国普及教員参考書頒布高

発 売乱 支 給b 交 付c ぷ口合、 言十t alt% iむIt%i clt% 

1911年年度度 356，681 235，804 82，197 674，682 52.9 35.0 12.0 
1912 400，919 288，743 112，2387 801，900 50.0 36.0 14.0 
その二 400，919 288，743 1，074，2557 1， 763，917 22.7 16.4 60.9 

191534年年年度度度
438，217 301， 152 318，055 1，057，424 41.4 28.5 30.1 

191 378，783 253，418 224，801 857，002 44.2 29.6 26.2 
191 496，314 217，869 168，586 882，769 56.2 24.7 19.1 
ー.....，司.....圃旬4砂押4開事事曲、ーー嗣噌伸明'.包 神甲司圃酬伺ー・岨晶岬胃胃---~柑暢宵..由、，岬ー ".匹司司圃----.-・e同開..曲ー副嶋田明・・‘・4降' ー句働...由姐司骨骨----ー相酬明ー..圃輪銅.....白骨宵..圃峰骨明...繭'明..州司也事国畠A催F・v・ー

19i11昨1679i年Z年年年度度度E 度
629，796 98，543 89，115 817，454 77.0 12.1 10.9 

19 759，839 85，902 39，679 885，420 85.8 9.7 4.5 
19 812，160 111 ，460 99，782 1，023，402 79.4 10.9 9.8 
19 651，602 61， 158 63，297 776，057 84.0 7.9 8.2 
19 1，083，353 138，510 102，624 1，324，487 81.8 10.5 7.7 
19 2，533，763 38，767 136，508 2，709，038 93.5 1.4 5.0 

出兵 w朝鮮総督府統計年報~ 1912~1921年度版， r教科用図害警頒布状況J(1912)， r教科用図書及教員参考番
頒布高JC1913~ 1921)をもとに作成。

※「支給Jr交付Jの定義

「支給Jは「公立普通学校へ給与シタルモノJ

「交付jの定義は各統計年報の備考機にあるが，この間3種類変化する。「私立学校其ノ他へ配付シタノレモ

ノJ(1912， 1918~19年版)， r私立諸学校其ノ他ニ配付シタルモノJ(1913~15年絞)， r私立学校等ニ無償配付
シタルモノJ(1916~17年版)であった。

教科書の取締りは，前節三で既に見たように，実際の教授現場，書庫の確認まで行なった。こ

の教科書の取締りは誉堂まで及んで、いた。例えば，番堂で李朝時代から長く用いられていた『童

蒙先習』には民間流布異本が多く，この転進相を日本の植民地教育行政の取締りとの関係で捉え

た渡部学論文がある58)。渡部は，司iI令「書堂規則ニ関スル件J0918年 2月，戟鮮総督府訓令第9

号〉で許可した書籍リスト 17種に『童蒙先習』はなかったので， r適当ト認ムヘキモノjではな
かったと判断したが59) 既に1913年 8月10日付『毎日申報』で「章豪先習の押収」の記事が見ら

れ60) 不適格の認定は1910年代初期に遡れる。この『童蒙先習』の押収の機会に乗じて書店が教

科書競売に努力したことを報ずる次の記事も存在する。

海分I(黄海道・井上註)南門内大白書館は企郡教育界の一機関として恒常文明開発の責任

を自負していたところ，今番童蒙先習という本を押収する機会を利用して郡内各私塾に館

員を派遣し新教科書普及に努力するという61)

1913年に入ると教科書配付の記事は， 1913年 7月の京畿道開城郡庁で108の「各私塾に国語読

本二三巻修身喬一二巻ずつ分与中」であること62) また「昨年までは各学校tこ無償配付したが，

本年よりは自弁すべき者又は私立学校生徒は自費購入させ，私立学校も大部分は総督府で制定し

た会教科書に依っている状況であり，総叩刷数が百万部に達した」という報道が見られる63)。こ

の記事から， 1912年度までは f無償配付した」こと， r私立学校も大部分は総督府で制定した全教
科書」を用いていた状況がわかる。これも，本章第一・二節でみた私立学校に対する諸政策によ

る普及拡大の結果であろう。

もう一つ，教科書の普及に関し， 1912年四月に平安南.道内務部長が各府予・郡守宛に出した

「国語講習会設審堂国語教科書ニ関スル件Jがある64)。日本語普及における憲兵・警察のかかわ

りの一端，日本語教科書請求の諸手続が示されているので，通牒本文をすべて掲載したい。
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右ニ関シ別紙写ノ通道長官ヨリ本道警察部長へ通牒相成候ニ付今後ハ自然貴管内憲兵又

ノ、警察官憲ヨリ国語教科書請求鉄場合モ可有之候ニ付其ノ都度左記事項ヲ主主シ;本道へ榔申

立粉成度尚国語講習会用教科書ハ憲兵又ハ警察官憲ノ関係有無ニ拘ラス或部数ヲ限リ総督

府ヨリ交付セラノレノレ答ニ付同様貴官ヨリ僻申立栢成候様致度依命及通牒候也

国語講習会ノ位置，名称，充用建物及講習期間

教授者氏名及講習者員数

国語読本所要巻名及冊数

講習料徴収ノ有無，徴収ストセハー人ノ月額及徴収講習料ノ支途若徴収セサルトセハ

薪，炭，治等ハ如何ニシテ支弁シツツアリヤ等経費ニ関スル事項詳細記載ヲ聖書ス

(別紙)※1912年12月平南学916，警務部長宛道長官通牒

従来国語ノ普及ニ関シ憲兵，警察官憲ニ於テ本務ノ傍多大ノ助力ヲ与ヘラレ其ノ効果顔

ル著著ナノレハ深ク其ノ労ヲ多トスノレ所ニ有之候麗茶ノ教材ノ選択ニ注意スヘキハ勿論ノ儀

ニ付教科書ヲ用ウノレ場合ノ、総テ朝鮮総督府出版ノ国語読本ヲ使用候様御取計棺成度随テ該

教科書供給ヲ要スルトキハ所在府，郡庁へ関係憲兵，警察官憲ヨリ直接其ノ所要数中出ラ

レ候様致度尚将来書堂ノ国語教授ニ関係候様ノ場合ニモ同様取扱ハレ候様致度此段及通牒

候也

この通牒の対象としているのは，主に憲兵・警察官憲による「国語講習会Jへの日本語教科書

供給である。書堂は「将来」における臼本語教授を想定しての併記になっているところを見る

と，平安南道では道として宅建堂に対する積極的な日本語教育の導入はまだ開始されていなかった

か，本格化していなかったようである。

また，講習で用いる日本語教科室警はすべて総督府出版のものとするため，府・郡庁でこの教科

と交付の事務を担当した。総督府教科書交付を進めながら，あわせて日本語講習状況も把

握しようとするものであった。

以上，本節では主として『朝鮮総督府統計年報』にあらわれた「私立学校其ノ他」に「交付J

された教科書数を中心に考察を試みた。日本語教科議の比率は1910年代前半，かなり高かった。

課題のうち大きなものは， 1912年度「交付」合計冊数の大幅な書き替えで， 1914年度合計欄でそ

れが見られる。 1915年度から1912年度の数値は前々年度からはずれるため掲載されない。 1912年

度「そのニJのみ「交付J冊数が突出しているので，まず， 1912年度に際立った教科書配付政策

がなされたのかどうかを検討すべきであろうが，新教科書が1913年度から出始めることを考えれ

ば，前年度の100万部突破は少々無理がある。あるいは，残余の!日教科書を「交付」したので、あろ

うか。それほど莫大な在庫を持っていたとも考えにくい。それとも旧年度末に新年度教科書を大

量に交付したということだろうか。単なる誤植の訂正措置なのか，総督府の数値操作なのかは今

後の研究に待ちたい。

第四節 1910年代初期における事堂政策

書堂は，漢文教育を主とする報鮮の伝統的教育機関であった。

B本の大韓帝国における教育支配は，日露戦争の頃から始まっており，最初に学政参与官とし

て韓国政府の学部に入った幣原坦が1905年4月11日に「韓国教育改良案jを提示したときから，
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f普通学校ノ修業年限ハ四年ニシテ己ニ書房ニ於テ幾分ノ学習ヲ成シタル子弟ヨワ取ワ初学年ヨ

ワ必日本語ヲ習ハシムJとし65) 書堂を普通学校の予備教育として利用する方針であった。

韓国学部としては， 1908年8月28臼の学部事11令第3号 f番堂管理ニ関スル件Jで，

①「書堂所在地に普通学校ノ設置アル場合(中略)入学年齢ニ達シタル者ハ先ツ普通学校

ニ入学セシムノレヲ常例j とすること

②「警堂中共事情ノ拘碍無キモノニ対シテハ国語(戟鮮語・井上註〉ヲ加設スノレコトヲ勧

奨jすること

③漢文教育の教授方法改良

④「長時間ノ学習」を「減縮jさせること

⑤「学童ノ規律及風儀jに関し， I善良ノ習慣ヲ養」わせること

争「教室言及其他ノ設備jは， r採光通風Jr清潔整額jを期すること66)
を指示し，やはり普通学校との関係で，近隣に普通学校があれば普通学校入学をさぜる方針で

あった。学部としては強硬な態度をとらないことにしていた書堂に対し，例えば王子壌観察使が第

二普通学校を設立するために建物を修理し f四百名学生を容れられるようになり域内の各私塾を

一併廃止し十歳以上の学生は普通学校で募集教授するようにしJた例や67) 京畿道豊徳郡の乙種

公立普通学校が「各国私塾十七慮を廃止して生徒は本校へ応募」させるという報告があった68)。

f韓国併合j後，霧堂に対する公式の見解がわかるのは，総督府が1911年8月18日に出した

ニ関シ注意ノ件jで以下のとおり。

書堂ハ現在来タ旧制ニ泥ミ臼用ノ智識ヲ授クノレモノ砂シト難初等普通教育機関ノ施設治

カラサル今日ニ於テハ俄カニ之カ廃止ヲ企ツヘキモノニ無之然ノレニ地方動モスレハ其ノ廃

止ヲ図リ候向モ有之候麗知此ハー弱地方ノ子弟ヲシテ就学ノ道ヲ失ノ、シメ他面審堂ノ教酪

ヲシテ衣食ノ道ニ窮セシメ延テ民心ヲ不安ニ陥ラシムノレノ麗アワ余弊決シテ砂少ナラスト

認メ候条書堂ハ此ヲ指導誘被シテ漸次内容ノ改善ヲ行ノ、シメ初等普通教育機関ノ不備ヲ補

ヒ候様致度右ハ義ニ道長官会議ニ於テ総督指示ノ次第モ有之此ノ際特ニ措置ヲ誤ルコトナ

キ様貴管下各府予，郡守ニ御指示相成度右及通牒候也69)

「地方」で書堂の廃止を迫る動きがあるが，まだ初等教育機関が十分に普及していない当時の

状況ではむしろ弊害が予想されるので，すぐに廃止をさせるものではないこと o r議堂ハ之ヲ指
導誘妓シテ漸次内容ノ改善ヲ行ハシメ初等普通教育機関ノ不備ヲ補フヘキj との通牒を発してい

た。この方針は，同年7月の道長官会議で総督寺内正毅が指示したものであることもわかる。

本章第一節で述べた京畿道長官桧騒蔭右の訓示(1911年8月25臼)は，この「指導誘被jの具

体的な政策を明示したものとも考えられる問。この日，京畿道の巡回教授照始fこ際し，第15項g

に掲げられた「書房指導の方針jは次の六つであった。

①国語及算術の初歩を援けるに至らす為め，普通学校卒業程度の人を数個所の書房が共同

で震入れるようにする

②書房教師をして閤語及算術を研究さぜる事

③教授法一般を知らぜること

也教科警の改善に関して指導する事

⑤私立学校が皆無な部面の書房はその一二を抜き私立学校程度に発達させることを期図す

る

@j脊潔に関し大改善すること。 71)
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漢文を学ぶ在来の教育機関で日本語・算術を教えるよう，日本語教育を十分受けた f普通学校

卒業程度の人jを雇用したり，書堂教師の研究・研修，筆書堂の私立学校化等が r:j:旨導jの要点で
あった。「指導誘披シテ漸次内容ノ改善ヲ行j うように指示した総督府の意図を京畿道は巡回教

授によりこのように具体化しようとした。

1911年9月16日"'-'10月22日，総督府内務部学務局長関屋貞三郎が朝鮮の東部から東海岸に沿っ

て北上する経路で江原道・威鏡南道・威鏡北道を学事視察した。この時，三道で見聞した府郡に

おける議堂取扱い上の問題を改めるよう， 11月22臼①内務部長官宇佐美勝夫名で「書堂取扱方ノ

件jを視察した三道とその他の道宛，②政務総監山際伊三郎名で「書堂取扱方ニ関スノレ件J合憲

兵司令官・警務総長宛に出して，指示を行なった72)。

まず，開題のあった三道に対して出した通牒は次の通りであった。

ノ取扱方ニ関シテハ朝鮮教育令施行ノ際特ニ訓令セラレタノレ所アリ j主ツ屡次通牒ヲ発

シタルコトアルニ拘ラス府郡当事者ニ於テ未タ其ノ趣旨ヲ了解セス動モスレハ急劇ノ改廃

ヲ試ミムトスノレ事例ノ発生ヲ免カレサノレノ、特ニ注意ヲ要スヘキ義ト存候現ニ貴道及威南北

両道(威北ヘハ貴道及江原・威南，戚南ヘハ貴道及江原・威北〉ヲ視察シタル本府員ノ復

命ニ依レハ府郡当事者ニ於テ書堂ノ取扱方ニ関シ全ク其ノ趣旨ヲ了得セサルモノナキニア

ラサルノミナラス甚タシキハ之カ併合ノ強制シテ私立学校ノ設立及財産ノ整理ヲ期セムト

シ或ハ其ノ教科ヲ改正シテ一般普通学科ノ教援ヲ施サムトシ或ハ又番堂ニ年少ノ教師ヲ耳専

用セムトスノレ向モ有之候趣如此ノ、全ク書堂ニ対スル従来ノ詰11令又通牒ノ窓越ニ反スルモノ

ニシテ延テ番堂ノ廃滅，教員ノ失職トナワ当事者間ノ紛擾ヲ惹起スノレノミナラス其ノ年少

教師ヲ耳専用スルモノ、如キハ半解ノ知識ニ依リテ危険思想ヲ注入スノレノ虞ナシトセス教育

上ハ勿論一般行政上ニ於テモ策ノ得タルモノト認メ難ク候条i比際篤ト管下府予，郡守ニ対

シ審堂取扱ニ関スノレ従来ノ方針ヲ訪"達;シ荷モ主主ノ弊害ナキ限リ急ニ改廃ヲ企ツノレコトナキ

様御取計相成度此段及通牒候也73)

視察の結果，総督府の書堂に対する方針とは異なり， r急劇ノ改廃ヲ試ミムトスル事例ノ発生j
があったこと。具体的には，1)警堂併合の強制による「私立学校ノ設立及財産ノ整理jを行な

おうとしていたこと， 2)教科を変え「一般普通学科ノ教授jを行なおうとしていたこと， 3) 

「年少ノ教師ヲ耳専用」しようとしていたことであった。さらに，これら各道で何がなされようと

していたかは，この三道を除く各道長官に宛てられた「第二按Jに「事例ノーニj として，次の

ように掲げられた。

ニ，事例ノ一二

1.江原道准腸郡ニ於テハ書堂ノ内容ヲ改メテ新式的教授ヲ試ミムトスノレ計画アリ注意ヲ

与へ置キタリ

2. 威鏡南道威輿郡ニ於テハ郡内書堂ノ廃合ヲ ~JJI令シタリシガ道ノ注意ニ依リ見合セタリ

ト云フ

3.威鏡北道ニ於テハ巡査，憲兵ニ於テ国語ヲ教授スル向アリ緩急ノ度合ニ付キ在意ヲ与

へ置キタリ 74)

これら事例の三番目に，巡査・憲兵による臼本語教授につき「注意jがあるが，総督府(政務

総監山罪悪伊三郎)は，同sr警堂取扱方ニ関スル件Jで憲兵司令官・警務総長へ「連絡」の形で
以下のように伝えた。

従来国語普及ニ関シ憲兵警察官憲ニ於テ本務ノ傍多大ノ劫力ヲ与へッ、アノレハ深ク其ノ労
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ヲ多トスル露ニ有之尚今隈江原，威南北三道ノ視察シタル学務局長ノ報告ニ依ルモ着々其

ノ成績ヲ収メッ、アルノ状況ニシテ一般人民ノ指導啓発上最モ欣フヘキ義ニ有之候鹿書堂

ノ教育ニ関スノレ場合ニ在リテハ特ニ在記事項ニ注意シ地方各憲兵，警察官憲ヲシテ道府郡

当事者ト彼此連絡シテ将来雄々茶ノ効果ヲ十分ナラシムル様御配農相成度尚今回内務部長

ヲシテ別紙写ノ通道長官ニ通牒セシメ候ニ付是亦御了知相成産i比段及通牒候也

ノ取扱方ニ欝シテハ戟鮮教育令施行ノ諜総督君!I令ノ旨趣ニ依リ教育ノ現状ニ対、ン

急劇ノ処置ノ加フルヲ避クルコト

二 番堂ニ対シテ掴語ノ教授スル場合ノ、簡易実用ヲ旨トシ地理，歴史等ノ教科ハ之ヲ課セ

サノレコト 75)

「従来国語普及ニ関シ憲兵警察官憲ニ於テ本務ノ傍多大ノ助力ヲ与へッ、アルハ深ク其ノ労ヲ

多トスノレ鹿ニ有之」と明記されているように，憲兵，警察が日本語の普及に f多大ノ効力ヲ与j

えていた76)。また， r書堂ノ教育jに対しては， r急麟ノ処置ノ加フルヲ避クノレ」総督語!I令の方針を
繰返し， r簡易実用」の日本語の教授を指示した。「地方各憲兵，警察官憲ヲシテ道府郡当事者ト
彼此連絡jすること，つまり，学務当事者との密接な協力関係は当局も期待していた。これは，

同件の「第ニ按Jで，各道長官に「憲兵警察官憲トモ彼此連絡シ其ノ措置ヲ誤ルナキ様御取計相

成度」と通達していることからも判断できる77)。塁走に，本章第二節三でも述べたように，威鏡南

道では総督府からの通牒に対応して，管下府郡へ「私立学校設書堂ニ関スル件」で通知，指示し

たのだった。

書堂利用の実態を示す史料を二つ提示したい。

一つは， 1912年度公立普通学校入学者状況の道別表である(第9表)。

特に，中ほどに設けた入学者中の書堂出身者数 Cc')，右端に設けた入学者における書堂出身者の

百分率 Cc'/c%)である。議堂自体，女子教育があまり進んで、いなかったこともあって男女那の

比率としたが，男子における議堂出身者が70%を超えていたことが判明する。この状況は，本節

， r併合J以前の方針を示した擦に既に現われていたが，この表によれば，事実上，書堂は
公立普通学校の予備教育機関の役割を来たしていたことになる。公立普通学校が四年制で8歳入

学としていたことにも関係しよう。

もう一つは，蕎堂設置等に届出義務を課し，総督府による書堂統献を行なうようにした書堂規

則 0918年2月〉後の数値であるが，書堂で漢文以外の教科がどの程度教えられていたのかを調

査した表がある(第10表〉。

これによれば，日本語を課していた書堂が1，598カ所，全体の7.78%であった。漢文以外の教科

を教えた2，286カ所中では69.9%を占めていた。各道に差があるが，これは巡回教授を行なった

京畿道(道加では日本語会教えた書堂数が最も多い)，総督府から「緩急ノ度合」に関し住意の

あった威鏡北道(道内全書堂中，日本語を教える比率が最も高い〉が高いことから，道の推進方

針とも関係しているように思われる。

以上，審堂に関して，総督府はまず，道長官会議において総督が提示した「急麟ノ処置ノ加フ

ルヲ避クル」方針をとったが，江原道，威鏡南道，威鏡北道の視察結果だけでも，これら3道で

強圧的な政策に出たり，あるいはその計画中であった例が存在した。
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第9表 1912年度公立普滋学校入学状況道別表(1912年4月末日現在)

道 .iJU 校数募集員数& 入学志願者数b 入学者数c 入学者著書支出身者c' i b/a% i c/b% i c/a% i c' /c% 

主主畿道 47 {妻 ι522 4，154 3，004 
413 347 262 

忠清北道 18 { 女男 1.122 937 833 

忠清南道 24 { 女男 l ， 485 8 0 1.424 1.252 
87 60 

全羅北道 28 { 努女 l ， 91 643 4 1.602 1，516 
86 56 

全羅南道 29 {芝1.間 1.652 1.471 
161 170 157 

旋尚北道 41 {ま 1，869 1.256 1，168 
121 139 131 

慶尚南道 28 {zl，983 1.724 1.456 
133 141 133 

黄海道 18 {ま 1，118 833 735 
117 105 100 

平安南道 25 { 男女 l ， 72544 7 1.553 1.538 
1.076 214 

平安北道 22 {雲 930 1，136 1.041 
189 260 215 

江原道 17 {zl，121 814 783 
60 54 53 

成鋭南道 14 { 努女 982 832 757 
205 119 109 

威鏡北道 11 {ま 453 478 376 
130 91 88 

総 百十 322 {芝山20 18，445 15，930 
1.965 2，675 1.578 

出典 w戟鮮総督府月報』第2巻第11号， 1912年11月， 108~l09頁。

b/品% ……入学志願者の募集員数に対する百分率
c/b% ……入学者の同志願者数に対する百分務
c/a% ……入学者の募集員数に対する百分家
ピ/c% ……入学者における寄生設出身者の百分率

第10表漢文以外他の事項を教授する書堂調 0918年 8月)

獄第議、 術第
匡書 事事修、 朝鮮言寄

修 童基 4宅建銭其
童書 関 身 E調 算 護基聞司 外の

京畿道 266 73 19 8 l 。1 。l 26 
忠清北道 14 10 s 。。。。。4 2 
忠清南道 52 30 6 3 。。。。1 5 
全緩北道 79 35 28 4 。。。l 。3 
全羅南道 56 18 7 11 。。。。。日
麓尚北遂 47 14 1 3 4 。。。G 10 
量産尚南道 42 11 5 4 4 。3 1 。3 
黄海道 105 57 15 5 18 2 5 l 3 26 
平安海道 116 47 51 9 15 5 2 l 4 10 
平安北道 123 36 11 21 5 3 2 2 1 13 
江原道 111 14 11 。14 。。。。。
成鏡F詰遂 179 33 18 28 27 22 4 9 4 24 
威鏡北道 57 18 9 28 6 5 4 4 l 14 

計 1，247 396 187 124 94 37 21 19 19 142 

出奥 w戟鮮業報~ 1919年 8月， 92頁。

総計
t 

395 
36 
97 
150 
98 
79 
73 
237 
260 
217 
150 
348 
146 

2，286 

f国jは日本語， I算jは算術， I修jは修身， I理jは理科を示す。

1.800 i 91.86 i 72.32 i 66.43 i 59.92 
4! 84.02! 75.50! 63.44! 1.53 

717 i 83.51 i 88.90 i 74.24 i 86.07 

979 i 101.14 i 87.92 i 88.92 i 78.19 
14! 174.00! 68.97! 120.00! 23.33 

1，167 i 81.57 i 94.63 i 77.19 i 76.98 
4! 60.14! 65.12! 39.16! 7.14 

1.064 i 92.08 i 89.04 i 82.00 i 72.33 
一 105.59! 92.35! 97.52 

845 i 67.20 i 92.99 i 62.49 i 72.35 
20: 114.88! 94.24! 108.26! 15.27 

1.165 i 86.94 i 84.45 i 73.42 i 80.01 
- ': 106.02! 94.33! 100.00 

500 i 74.51 i 88.24 i 65.74 i 68.03 
1: 89.74 i 95.24! 85.47! 1.00 

1，076 i 88.54 i 99.03 i 87.69 69.96 
4: 435‘63 i 19.89! 86.64 1.87 

789 i 122.15 i 91. 64 i 111.94 75.79 
28! 137.57! 82.69! 113.76 13.02 

550 i 72.61 i 96.19 i 69.85 70.24 
1! 90.00: 98.15! 88.33 1.89 

495 i 84.73 i 90.99 i 77.09 i 65.39 
4! 58.05! 91.60! 53.17! 3.67 

124 i 105.52 i 78.66 i 83.00 i 32.98 
1! 70.00: 96.70! 67.69! 1.14 

11.271 i 87.75 i 86.36! 75.78 i 70.75 
81!136.13! 58.99! 80.31! 5.13 

E豊喜著書毒事装令官ti j/t% !道内室聖堂数 j/T%
T 

295 74.68 2，301 12.82 
24 66.67 670 3.58 
62 63.92 1.243 4.99 
III 74.00 1，162 9.55 
74 75.51 1，467 5.04 
51 64.56 1，234 4.13 
54 73.97 1.469 3.68 
133 56目12 2，868 4.64 
182 70.00 1.813 10.04 
158 72.81 2，127 7.43 

21239239:: : 8133 
1，945 6.27 

66.95 1.795 12.98 
67.81 454 21.81 

1.598 i 69.90 i 20，548 ! 7.78 



日本統治下朝鮮の日本言語普及・強制政策 r89 

各地方において，このような強行策を促したものは何であったかを想像してみたい。被らに

とって，一方で進めていた公立普通学校への転換とそのための財政基盤確保，また既存の教育機

関の科用による日本語その他の「新教育」普及は，中央の思惑と根本的には全く同じものであっ

た。私立学校に対しては京畿道の例で見たように教育内容改変まで行なっていたわけであったか

ら，これな書堂にも適用しようとL、う発想は当然起り得たもので，結局本質的に行き着くところ

は「新教育J普及=在来教育破壊でしかなかったので、はないか。

第二章註

1)ヨ三なものは第二節ーで取り上げる。

2) 1講師継続講習JW毎日中報』第2076号， 1912年9J'H4日付。

3) 1巡回教授判指導JW毎日申報』第1772号， 1911年9月13日付。

4)新関の統制により， 1910年代の朝鮮語新聞は御用紙と変わった『毎日取報』ー紙のみが存夜する。『毎

日申報』はイギリス人ベッセルの創設した『大韓毎日申報』を植民地権力が f併合Jに際して乗っ取った

ものであり，新聞の号数のみが『大韓毎日中報』を継承する。御用紙であるため植民地権力の広報的役割

もあると考えられ，総餐府や京畿道の政策に関する記事が多く見られる。なお， W毎日申報』の性格につ

いては，その「解題jを参照した(鄭晋錫「解題・ 5帝36¥乏なぜ完上司沿詳し1-.9-1♀"-1せせ号毎日中報

〔臼帝36年間発刊された唯一つのウリマール〔我等の言葉・井上註〕新開毎8Eわ報・井上訳JJW毎日申

報』第l巻，景仁文化社，ソウル， 1984年9月頁〕。

5) 1各校教授方法視察JW毎日申報』第1611考， 1911年3月5日付。

6) 1学校視察注意件JW毎日申報』第1613号， 1911年3月8臼付。

7)1学校視察斗憲兵施行JW毎日申報』第1613管， 1911年3月8臼付。

8) 1京畿道私立校規郎JW毎日$報』第1641号， 1911年4月13臼付。

9) 1911年5月48付 f寄付募集規則配付JC第1659号)で， II友畿道管内に新設する十七普通学校の教員及

校厳に対しJ一部づっ募集規則が自己付された皆の報道がある。

10) 1910年12Jl末時点で，京畿道は 2 府36郡 CW朝鮮総督府統計年報~ 1910 C明治43)年，朝鮮総督府， 19 

12年12月，付録 l~Hü。

11) 1私立校斗各都守JW毎日申報J第1654号， 1911年4Jl288付。

12)新設普通学校数に関して， 1911年5月12日付「京畿旦i教育設備JC第1666号〉で， 1911年度28筏所の増

設計画があり，このうち10校に総督府が9月から特別補助を与え，その他18校が私立普通学校である o

13) 1京畿管内普通校JW毎日申報J第1661号， 1911年5月6日付。なお、交湾私立普通学校へは東京より新

径の相烏王子ーが赴任した cr交河普通校長赴任JW毎日申報』第1664号， 1911年5月108付〉。
14)， 15) 1巡部教授判開始JW毎日申報』第1666号， 1911年5Jl12日付。

16) 1桧垣長官巡視談京畿道管内立!情況・教脊JW毎日$報J第1689号， 1911年6月8日付。

17) 1教授方法協議JW毎日中報』第1754号， 1911年8月23臼付。この日を含み， 8月78から26沼は新任公

立普通学校教監誘習会期間中であり，参加者は朝鮮語(毎臼)と数科目を受講した (1教駁講習会臼割j

『毎日申報』第1740号， 1911年8月68付)。

18) 1桧Z室長宮崎 ID"~I命J W毎日申報J第1758号， 1911年8月27臼付。「再昨日Jとある。

19) (I)巡問日部を府予経由で道長官十こ申告すること， (2)執務時間内終了の場合は必ず所属官庁へ出務
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し，時々長官へ口頭報告すること。 18)に同じ。

20) (9)時間教員・名誉教員は漸次廃止させること， (10)法令で認めていない織員は漸次廃止すること。

18)に向じ。

21)第11項目では，就学年齢8歳厳守，幼稚科・予備科は廃止すること，第12項目では，複式教授法を活用

し，学級編成のために無用の教員を置かない方針をとることが示され，総督府の学校教育制度にあては

まらないものを廃止し， r効本的Jな教員配置をするように命じている。
22)本章註17)を参照のこと。

23) r教数会諮問事項JW毎日申報J第1760号， 1911年8月初日付。
24) 23)に向じ。井上訳。なお，他の項目の概要は次の通り。 (2)衡易実業補習学校補助， (5)普通学校

の実業施設， (6)農商工科・隅歌加設状況， (7)学校林設霊堂状況， (8)貯蓄状況， (9)社会教化に関

する施設， (10)普通学校維持に関する地方人心の傾向， (12)普通学校卒業生状況， (13)普通学校各学

年・学科の教授上の臼本語使用状況， (14)普通学校男女共学状況， (15)併合後普通学校の教授・謬11脊上

の特設事項， (17)普通学校の学徒募集状況。

25) r京城主|巡閲教授JW毎日申報』第1768号， 1911年9月8日付。なお，このための予算に続時恩賜金百万
内の利子の五分のーの半年額15，000汚が充てられた。

26) r京畿道斗巡回教授JW毎日中報』第1711号， 1911年9月12日付。

27) r巡回教授主|指導JW毎日中報J第1772号， 1911年9J-H3日付。
28) r巡回教師配置主|成績JW毎日中報』第1969号， 1912年5月12日付。 f管内私立学校及私塾生徒に対して
国語及修身科を均ーさせ，又は教授方法を指導する為め昨年秋期より巡回教師を配置し熱心施行した結

果成績が良好であったが，己むを得ざる事故に依り水原，楊外i両君日を除いた外には巡回教授を廃止した

が，今，更に継続実施することに決議した故，各府予郡守に通牒し私立学校及書室主所在の位霞と教師の

氏名を精査修報せよとしたというj

29)本意註2)に同じ。

30) 1911年10月初日，朝鮮総督府令第114号『朝鮮総督府官報』号外， 1911年10刃208号。

31)孫仁鎌『韓閣近代教育史一一韓末・日帝治下且|私製史研究』延世大事校出版部，ソウル， 1975年4月潟

版(初版は1971年6月)， 106~107頁。

32)向上， 107支・井上訳。

33) 前掲鈴木敬夫『翰鮮績民地統治法の研究一一治安法下の議民化教育~， 57~60賞。

34)向上， 59J'{。

35)向上， 60頁。

36)阿部洋「併合初期における朝鮮総督府とキリスト教主義学校…ー植民地教育政策のー側面JW教育学

研究』第27巻第2号，日本教育学会， 1960年6Jj， 35頁。

37) r私立校叶i関主通牒JW毎日中報』第1853号， 1911年12月20日付・井上訳。
38) 1912年2Jj 138 学第170号，内務部長官通牒，各道長官(親展)宛「私立学校設霞ニ隠スル件JW毅鮮

総督府文書事J学務;1911 ~ 1914年例規綴 文章警番号 6(大韓民濁総務慮政府記録保存所所蔵・マイクロ

フィルム)。

39) 1913年 1Jj23日 学第15H予，内務部長官通牒，各道長官宛 f私立学校ノ設霞其ノ他手続ニ関スル件」

『務鮮総督府文審』学務;1911~1914年初i規綴文書喬号針。

40)向上，第一安自には f設置認可請願審ノ、必ス明治四十五年二月十三日付学第百七十号通牒ニ依ロ調査

ノ上意見ヲ副$スルコりとある。



臼本統治下朝鮮の日本語普及・強制政策 191 

4l)r私立学校設置ニ腐スル件j と同文，あるいは極似のものは，①平安北道長官宛の向通燥が，王子安北道
編纂『方E徐混在王子安北道例規集・内務~ (帝国地方行政学会発行， 1927年5月〔最終追録1932年4JiJ)と

②威鏡南道長宮宛の向通燦(1912年2見送燦学収263号として成銭南道内務部長が管下府予・郡守宛に更

に通牒)が威鏡南道編纂『加徐自在成鏡夜道OlJ規集』全(帝国地方行政学会， 1924年10月〔最終追録193

1年6月J)に，③向通燥を受けた威鏡北道内務部長が管下府予・郡守宛に出した， 1912年2月23日成北

内収第690考「私立学校設鐙認可申音響ニ関スノレ件Jが威鏡北道編纂『加除自主E威鏡北道例規集・内務H間

前， 1925年 l月〔最終追録1932年6月J)に，④③と向様に内務部長が各府予・郡守宛に出した， 1912年

2月17B学発93通牒「私立学校認可願議調査ノ件J(前掲『朝鮮総督府文芸書』文教部・慶尚南道教育委員

会;1925"'1943年例規)等にある。また「私立学校ノ設震其ノ他手続ニ演スノレ件Jと溢似のものに，威鏡

北道内務部長が管下府努・郡守宛に出した， 1913年1月初日内第503号「私立学校エ関スル件j が前掲

同日徐自在成鏡北道例規集・内務』に，王子安南道内務部長が管下府芦・郡守宛に出した， 1913年1月学第

220号「私立学校ノ設置主主ノ他手続ニ隠スル件」が，王子安南道編集『加除8在平安南遂例規集』第一巻内

務(帝留地方学会， 1925年4Ji C最終追録1932年4月J)等に存在する。

42) 1912年8月31日学第239号，各道長官宛内務部長官通牒「私立普通学校設慶ニ関シ通燦J(前掲『朝鮮総

督府文芸撃J学務;1911"'1914年例規綴，文芸警番号33)。見積内訳は，俸給840門(内地人校長月俸40円，朝

鮮人教員二人平均月俸15汚)，旅費30円，雑給120円(内地人校長会宅料月額5内，使了を人月額5円)， 

備品費50門(教科書，機械，器具，其他)，消耗品費邸内(月額5円)，通信運搬費12月〈通信愛6F守，運

搬望号 6P])，雑費30門(卒業式，学芸会，父兄会，運動会等ノ費用)，修繕費30Fl(校舎，校具ノ修繕

費)，予備費28Flの合計1，200河である。

43) 1912年12)ヨ道際学発88号，府努・各都守宛内務部長通燦「私立学校及主義堂ニ隠スル件J(成鏡南道編纂

『加徐自在成鏡街道例規集』金，帝国地方行政学会， 1924年10月〔最終追録1931年6月初日J)。

44) 1912年11Ji22臼学第733号，各道長官(威南北，江原ヲ除ク)宛内務部長官通牒 f議堂取扱方ノ件・第

二按J(前掲『朝鮮総督府文芸書』学務;1911"'1914年例規綴)。

45) 1912年11月22日学第733号，威鏡南北，江原道長官宛内務部長官通牒「著書堂取扱方ノ件J(前掲『朝鮮総

督府文芸書』学務;1911"'1914年例規綴〉。推定の文体にしたのは，この例が宛先のどの道に対応するのか

を明記していないためで、ある。

46) 1914年2月5日学親第4号，各府予郡守宛内務部長 f私立学校調査望書演ノ件J(書官掲『朝鮮総督府文

書』文教部・慶尚南遂教育委員会)。

47)概要は， (1)学校の実権者・教員の人物調査， (2) r実際使用セル教科警又ノ、参考禽J，(3)不正教

科書警所蔵の有無， (4)法令その他通牒等周知状況， (5)三大祝日儀式挙行の有無とその状況， (6)日

本語教授状況， (7)宗教事項の教授・儀式の実況， (8)学校と教会・外国人との関係と程度， (9)教

育勅言語奉読等の有無と使用言語， (10)君が代を課すか否か， (11)日曜日の学校生徒状況， (12) r当該学
校ニ対スノレ地方人民信頼ノ状況J，(13)卒業生状況， (14)入学勧誘状況， (15)授業料徴収の有無，(1

6)外国語を課していないか， (17)職員生徒の平芸誌の行動， (18)規定調査用紙記入。

48) 1915年3月24日戟鮮総督府令第24号「私立学校規則中改正JW毅鮮総替府官報』第789号， 1915年3月2

4日号。

49)向上，付刻。

50) r朝鮮人教育私立学校調(1912C大正元〕年12月末現在)JW朝鮮総督府月報』第3巻第2号， 1913年2
Ji， 79頁。

51) 1912年l月16日王子南学発第6号，各府労者自守宛王子安南道内務部長通牒「廃止私立学校財産処分方ノ件」
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(前掲『朝鮮総督府文書』学務;1911~1914年初j規綴，文書番号20 r廃止私立学校財産処分方ノ件j所
収入

52) 1912年5月30日学第647号，王子安南道長官宛内務部長官通牒「廃止私立学校財産処分方ノ件J(向上)。

なお，慶尚南遂では1912年 6Jl 4尽に同件を内務部長が各府予・郡守宛に通燥している(学収第951ノl

号，各府予郡守宛内務部長通牒「廃止私立学校財産処分方ノ件J(前掲『朝鮮総督府文書J文教部・慶尚

南道教育委員会J)。

53) 1912年12月学第1125号，府予郡守宛内務部長通繰「私立学校蛇審堂財産調査ニ関ス/レ件J(前掲『加除

自主E王子安南道例まえ集』第一巻，内務)。

54) 1913年4月2臼学第856号 f欝陵王寺普通学校溌止認可J(官官掲『朝鮮総督府文書』学務;私立学校，文書

番号4)。

55) 1913年7月 2El学第1645号 f長東普通学校廃止認可J(前掲『戟鮮総督府文審』学務私立学校，文審

番号 8)。

56) 李淑子『教科書に描かれた戟鮮と日本一一戦鮮における初等教科警の推移C1895-1979J~ ほるぷ出版，

1985年 1月， 128J{。

57) W国語読本』であれば， 1920年の修業年限延長 (4年→6年)までは各学年二時ずつの巻ー~八，その

後は巻ー~十二の構成となるが，イ可巻がどの程度「交付」されたかの内訳は不明。

58)渡部学 f毅鮮在来民間初等教科警『主主家先習』の転進穏…一総督治下毅鮮民衆の民族絢治保衛JW思

想~ No.575 ， 1972年5月。

59)向上， 116J{。

60) r豪華喜先習主i押収JW毎日中報』第2350号， 1913年8月10日付。報道によれば， r今般茶所より前記主主蒙
先習は安寧秩序を妨害すると認定し押収手当の~II令を各所に配達した結果，蒋昨日各警察署では管内各

堂で販売している童家先習を一つのこらず押収したj とする。但し， r管下Jがどこなのかは不明。

61) r新教科審判発展JW毎日中報』第2389号， 1913年9月初日付。
62) r跨域通信・国語読本旦1配付JW毎日$報』第2334号， 1913年7月22日付。

63) r現今用車i教科著書JW毎日中報』第2434号， 1913年11Jl20El付。
64) 1912年12月学第916号，府タ・郡守宛内務部長通牒「国語講習会妓護霊堂属議教科書芸ニ関スルf牛J(前掲

『加除自主E平安南道例規集』第一巻内務〕。

65) 1905年4月11臼機密第61号，在韓民林公使ヨリ小村外務大臣宛 f幣添参与宮提出韓国教育改良案進達

ノ件J(附属著書)r韓国教育改良案j中「改良第一期・第一 普通学校ノ設立J(W 日本外交文章奪~ 1905年第

一時)。

66) 1908年8月28臼学部議11令第3号「議堂管理ニ関スル件J(言語橋浜吉『朝鮮教育史考~ 1927年， 224~225 

頁〔前掲『日本植民地教育政策史料集成(朝鮮篤)~第27巻J) 。

67) r廃私立公JW息域新開』第2572号， 1908年 3Jl17El付。

68) r豊校報告JW長室域新聞』第2923号， 1908年11月10日付。

69) 1911年8月 08日)総燦秘第202号，遂長官宛政務総監通牒 f議室主ニ関、ン注意ノ{4二J(前掲『加除自在成

鏡F街道例規集J全〉。

70) r主義堂ニ隠シ注意ノ件jは，政務総量まから 8Jl18 E]V.こ発されたので，京畿道でも 25自の長官~II諭以前に

受けたものと思われるが，この件を府予・郡守宛に伝えたのは9月(日付不明〕であった 0911年9月京

畿機収675号，府予・郡守宛内務部長通牒 f審蛍ニ隠シ注意ノ件J京畿道編纂『加除自在京畿道例幾集』

上巻，常国地方行政学会， 1924年9月〔最終追録1932年4月J)。
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71)前掲「桧組長官立!訪i諭JW毎日正和報~ 1911年8月27日付。

72) 1912年11jj228学第733号，各道長官(威南北，江原ヲ徐ク)宛 内務部長官通牒 f議主主取扱方ノ件・

第二按JW朝鮮総餐府文霊祭』学務;1911~1914年例規綴，文芸書番号380

73) 1912年11jj22臼学第733号，威鏡南北，江原道長官宛 内務部長官通牒「審堂取扱方ノ件JW向上』同文

議。

74)本主主註72)に問じ。

75) 1912年11月228学第732-j予，憲兵司令官・警務総長宛(連絡)政務総監ま「寄生主取扱方ニ関スノレ件・第一

按JW向上~ I湾文芸妻。

76)上記「事例ノ一二Jから威鏡北道での「急jな臼本語教授へのカの入れ方が推定できるが，このほか各

道でも何らかの形で日本語の普及にあたっていた。 1912~1913年の忠清北遂と江原遂の例は，前掲娘稿

「第一次朝鮮教育令下における日本諮普及・強制政策一一一 rffil語講習会Jr国語講習所Jによる日本語普
及政策とその実態Jを参照されたい。

77) 1912年11月22日学第732号，各遂主主1i宛内務部長官通牒「議室主取扱方ニ関スル{件・第二按J(前掲『毅鮮

総督府文蕎J文章警は本章註72)に向じ)。

むすび

本論文では，諸学校の中で日本語に最も多くの時数を割き，教授用語もほとんどB本語を用い

る公立普通学校を日本語教育機関として位置付け，朝鮮総督府を頂点とする道・府・郡行政の横

民地権力が，この普及拡大に私立普通学校・私立学校をどのように利用したのかを解明しようと

してきた。

第一章では，組織・施設として私立普通学校・私立学校が転換されていたという渡部学の研究

を基盤に， r韓盟併合j直後に存在した304校中，可能な限りの沿革調査を行ない， 1912年までに
存在した公立普通学校の少なくとも55%の前身は私立普通学校・私立学校であったことを明らか

にした。個別年度では， 1912年度の「新設j校でこれらが80%を超えていた。

「併合J11霊前には，日本語教育を推進するに足る教員の不足から，まだ私立初等教育機関の公

立学校化には積極的ではなかったが， 1911年11月から施行した朝鮮教育令を中心とする新たな法

令体系のもと，公立普通学校費用令で学校設置区域の朝鮮人に維持の負担をおわせ，内容衝では

厳格な法令を通して植民地支艶権力の思うがままの教育体制を始めた。この出発にほぼあわせた

形で，それまでの私立普通学校を中心とした多くの私立学校を公立普通学校に転換させた。但

し，私立学校は私立普通学校を経由して公立普通学校になった場合と直接公立化した場合とがあ

る。この内訳を示す史料がほとんどない中で，限界は知りつつもある程度の傾向を示すことがで

きた。

第ニ重きでは，既存の私立学校をどのように「指導」し，内容改変しようとしたかに焦点をあて

た。史料に朝鮮語新聞『毎日申報~，大韓民閣総務蕗政府記録保存所所蔵の『朝鮮総督府文書~， 

そして各道毎の『例規集』を用いて，先行研究ではほとんど触れられてこなかった1910年代初期

の私立学校に対する実務面での諸政策を明らかにしようとした。用いた通牒類は断片的なもので

はあるが，当時実際に実務者が直面した問題に対し，現実的な対応を示したものであることか

ら，実態解明には重要な史料であると判断し，多用した。
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私立学校の多くは，公立化志向をしていたわけではない。選定したのはほとんどの場合総督府

であった。まずは内容的に日本語教育の導入，教授法の指導，総督府教科書の普及を通し，公立

普通学校で行なう植民地教育の状況に少しでも近付けることを試みていた。教授活動ばかりでな

く，巡回施設を決定する準備段暗からの諸活動，すなわち地方行政官と近隣の公立普通学校長が

中心となり，既存の私立学校から成績良好なもの，拠点として重要なものを事前の調査・視察を

通して選び，内容「改善」を施す一連の活動を見る時，まさに京畿道の巡回教授は既存の組織・

施設な利用する方法の一つであったといえる。

もちろん，主主行して教科用閣議等に対する取締りも行なっていた。不適格教科書である『叢蒙

先習』の押収は警察の当然の任務だとしても，京畿道が巡回教授を始める前に行なった f調査担

察jに憲兵隊が護衛として随行したこと。また，不適当な設置申請を停止させる際に所在地の憲

兵・警察官との協力を促していたこと等の威嚇・蝉圧倒があった。武力による威嚇によらねば実

態把握の f調査視察」さえできなかったことも意味する。威鏡北道や王子安街道では憲兵・警察官

態が書堂で，あるいは「韻語講翠会」を開催して日本語普及活動を行なっていた。これら憲兵・

警察権力と教育行政の主努力は総督府も望んでいることであった。

総督府の私立学校政策は，学校の設置まで，設置認可後，廃止の各状況に忠じて，1)私立学

校の設罷認可， 2)既存私立学校に対する指導と取締， 3)廃止学校の財産等の処分と利用にわ

けて特徴をまとめることができる。

まず，1)私立学校の設置に必要な申請書の調査項目には，その私立学校の職員・設備・維持

形態が篠突かどうかという私立学校自体の問題の外に，近接学校との距離・公共的財産の使用

等，学校の周辺状況等が設置認可の重要な判断材料となっていた。廃止の多さに比べ，認可を受

けた学校はかなり少なかった。 2)既存私立学校に対しては，京畿道の巡回教援に伴って行なわ

れた「視察調査」のように，時に憲兵・警察官を随行させながら実態把握と内容改善を指導した。

定期的な視察では教科用額香取締等が厳格になされた。一方，書堂の「急麟ノ改廃」等，道(総

督府〉の思表惑を越えた府郡行政の行き過ぎに対し注意を加える事態も存在した。この事実は，裏

を返せば府郡レベルでのある程度独自の実務執行が可能だったことも意味する。問題とされた日

本語普及のための教育内容改変や反日的な私立学校・書堂の実態把握と取締り，既設教育機関に

対する組織変更のための政策，学校新設時の周辺学校の整理等は，法令をもって権力的に行なう

のか，個別に視学や巡沼教員，あるいは地方官吏が説得的に行なうのか等の程度の差はあれ京畿

道で指示されていたものと大きく奥なるものではなかった。 3)廃止学校の財産は，付近の公立

普通学校基本財産に組み入れて利用した。 1912年までの五年間で，私立学校の廃止校数は1，043

校であり，総督府はその組織や財産にまでも着目し，これらを利用しようとした。 f廃校ノ原因ハ

多ク維持部難ニ出テタノレモノJであったこと， r併合j以前からの財政基盤破壊政策を考慮すれ
ば，植民地権力が私立学校を財政困難に陥れ，廃止させたその私立学校の財産をも公立普通学校

の財源として利用するとL、う方針が確定したことを意味する。また，私立学校関係者がこの指示

の実質を骨抜き?にするような行動で植民地権力に抵抗していたこともわかった。報鮮人の抵抗や

民族教育を死守する動きは，本論で全くといってよいほど取り上げられなかった。大きな課題と

して残った。

個別通牒や個別報道で知ることのできた諸事象の開題性についてはある程度論じてきたが，こ

れらが全体の中でどのような意味を持つのか，諸政策との関連については，必ずしも十分に解明

できたわけでなく，問題を列挙したにとどまった憾もある。それでも，大きく言えば，全体とし
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て植民地教育制産・教育内容宏強制し，このうち成績の良いものにはより公立化・準公立化して

体制に取り込み，適当でないものには弾圧を加え，廃校すれば残余の財産を利用するといった徹

底的な強圧・指導・利用の状況を示すことはできた。

なお，キリスト教主義学校に対する総督府の教育政策については， 1912年5月の「廃止私立学

校財産処分方ノ件jで，廃止校舎等を「宗教ノ会堂，講習所等jに「譲渡Jしていた報告もあ

り，総督府にとっては「併合」前後の重要な敵対勢力でもあったため興味深い問題であるが，全

く手を付けられないまま課題として残してしまった。いわゆる宗教学校に対しては， 1915年の私

立学校規則改正とあわせて論じる必要があるので，諸先行研究の摂取・批判を含めて改めて論じ

たい。 1915年以降の私立学校政策に関する問題を今回は対象としなかった理由の一つでもある。

教科書関係の政策についても，ここでは配付状況の検討しかできず，多くの検討課題を残した。

以上，論じてきた日本語普及・強制政策では，日本語教育機関と見倣した公立普通学校や，そ

れに準ずる私立普通学校，私立学校，欝堂で行なわれた具体的な臼本語教育の内容や方法まで論

及できなかった。他日の課題としたい。

〔付記〕

・史料の利用にあたって，大韓民国総務慮政府記録保存所，ソウル大学校中央図書館から閲覧・

利用の便宜を受けた。また，密書館利用・史料開覧のために御尽力くださった方々が侭人も居

られる。感謝して記しておきたい。

-本稿の概要を教育史学会第39由大会(1995年10月9臼，新潟大学)で口頭発表している0

・本稿は文部省科学研究費補助金(特別研究員奨励費〉による成果の一部である。
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《付録》補助指定学校，乙種公立普通学校，私立普通学校から公立普通単校への転換一覧

ト 1910年代初期(1912年末まで〉の公立普通学校を道部に掲げ，可能な撮り前身・転換状況を把握しようとしたものである。

一覧表作成にあたっては以下の史料を用いた。但し，次の間題がある。

1) W朝鮮総督府統計年報J務鮮総督府。以下のA，B， Cがわかる。{旦し， 1912年度以降には普通学校一覧表さえ掲載されなくなる。

私立普通学校の一覧表は1910(明治43)年度のみ。

2) W職員録(早川印刷局。 1911(明治44)年以降のもので倍加の公立普通学校の存在〔α，戸〉を確認した。但し，所在地は不明。

3) f明治四十五年(1912)度新設公立普通学校表J(f新設公立普通学校ノ状況JW戟鮮総督府月報』第2巻第10号， 1912年10月〕。

年慶内「新設jの102校の「設寵方法Jがわかる。但し， 5)の沿革と照合させると記述に若干詞麗があることがわかる。

4) W朝鮮総督府官報J朝鮮総督府。「朝鮮総督府告示jによる「設置認可年月jで『統計年報』とは一致しない「創立年月jを統一した。但し，

f朝鮮総督府官報』の朝鮮総督府告示で公立普通学校の設震認可・廃止認可が撮れなく公表されるのは， 1911年5月以降。

5) 西村緑也『朝鮮教育大観~ 1930年初版(渡部学・阿部洋編『臼本植民地教育政策史料集成(朝鮮篇H第40""""'42巻，龍漢書舎， 1989年=1932年
第三版〉。各校別「沿革」欄を活用。但し，掲載学校は約半数で記述内容も不統一。

6) f補助指定普通学校」の一覧表 (W韓匿教育J韓国学部， 1909年9JL25頁に掲載)01909年度の乙種公立普通学校が判定日できる。

7)f乙種公立普通学校Jの一覧表。 (W第二回官公立普通学校教監会議要録』学部， 1908年7月，付録66""""'67貰〔前掲 WB本植民地教育政策史料集

成〔務鮮篇)~第65巻所収J)o 1908年5月現在の36校がわかる。

8) 越智唯七『新!日対照朝鮮全道府郡面壁潤名称一覧~ 1917年。 1914年に全国的な府郡廃合があるため， W朝鮮教育大観~， W戟鮮諸学校一覧Jの所

在地と照合させる際に使用した。かなりの部分については切らかにすることができるが， fCJに初出する所在地等， 1914年以前の名称変更等に

ついては必ずしも切らかにすることができない。

※『戟鮮諸学校一覧』は，管見の限り1918(大正7)年度 (W日本植民地教育政策史料集成(朝鮮篇)~第53巻所収〉以前のもの'-i'見出せない。

n.ー箆表化した際，用いた記号は次の通り。
A.被:第90表補助指定普通学校地方別 1910年3月末日

f本表中創立年月ハ学校自体ノ創立年月ニ非スシテ補助指定ニ依ワ普通学校ニ変更シタノレ年月ヲ掲上セリ…J(232頁〉

乙:第92表 乙種公立普通学校地方別 1910年3月末日 (W第四次朝鮮総督府統計年報J戟鮮総督府， 1911年3月〉。

B.補:第411表補助指定普通学校教員学徒及経費学校別 1911年3月末日



乙:第413表 乙種公立普通学校教員及学徒 1911年3月末日

私立普通:第414表 私立普通学校教員及学徒 1911年 3 月末日 (W戟鮮総督府統計年報~ 1910 C拐治43J年，朝鮮総督府， 1912年12月〉。
c.第575表官公立普通学校一覧 1912年 3 月末日 (W毅鮮総督府統計年報~ 1911 C明治44J年，朝鮮総督府， 1913年12月〉。
公:公立普通学校として掲載されているもの。

X:A， Bには掲載されていたが， c ~こは掲載されていないもの。
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として存在するもの (W職員録〈甲)~ 1911 C明治44J年，印脱局〉。
として存在するもの (W職員録〔原)~ 1912 (明治45J年，印刷局)。

「公立普通学校J

「公立普通学校j

o : 1911年5月1日現在
0: 1912年5月1日現在

α 

s. 

会:私立普通学校を公立普通学校に転換したもの。

*:私立普通学校を公立化したもの〈大〉のうち，その前身が私立学校だと判明したもの0

・:直接私立学校から公立普通学校に転換したもの。

公立普通学校設立時に周辺の私立学校等に伺らかの影響を及lぎしていると見られるもの。

ヌ
w
J可

どの種の学校であったかを示した。1) A， B， Cに掲載されたものについては， 1909・1910商年度末時点で，補助指定・乙穏・私立普通のうち，

なお，記載の無いものにはで示した。

2) 1910年8月"-'1913年2月の『朝鮮総督府官報Jから，公立普通学校の設置認可・廃止認可がわかる場合，その年月を確認して〔

とともに，掲載された『朝鮮総督府官報』の臼付を[ ]の直後に記載した。但し， 0=10月， N=l1月， D=12月として表示した。

なお， 1911年初期までは公立普通学校の設置・廃止が『朝鮮総督府官報』に告示されていないため，く 〉内へ初出表の f創立年月j を記し

た。表では公立学校としての「倉目立」年月を記したものが多いためである。{旦し，そうでない場合，西村緑也『朝鮮教育大観』で沿革を確認

し，誌で修正した。『朝鮮教育大観』は各道別に頁数がふられているので，誌記にあたっては，書名を略し，道名と頁数のみの表示とした。

3)各年度『統計年報Jの項目について記述の変更がある場合，対象部分に二重下線を付し「→Jで変更後のものを記した。また，何時の時点の

変更かを( )で示した。 rCJで初出する場合の所在地等が『朝鮮総督府官報』の事項と異なる場合， w官報Jの方が時期的に早いので，逆

矢印「←jを用いた。この際の[ ]内の数億も f朝鮮総督府官報』による設置・廃止認可年月である。

4) r補助指定普通学校jの場合，①前身が乙種公立普通学校であれば f公立jと見倣し，原則的に無印とした。②前身が私立学校である場合，補
助指定される擦に「学校ノ組織ヲ普通学校ニスルjため，表示は「補jであっても私立普通学校化したと見倣し，原則的に*印を付した。ま

〕内に示す
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た， 1910年度に補助指定された10校は，第→章第二節の判断により，前年が「乙種公立Jでない限り前身形態が「私立学校」であると見倣した。

l校:金海麗尚南道

2校:霊山，郭山

※1908年 5月時点で，乙積公立普通学校であったものは次の通り。

京畿道 11校揚州，通津，振威，楊平，荷揚，慶州，安山，豊徳，鶴)11，富平，金浦

忠清北道 l校:糞濡 全羅南道 1校:珍島

黄海道 4校:安岳，長連，金111，兎山

王子安南道 3校:江商，飯山，三和

江原道 4校:金化，鉄鹿，t径鶴，金城
威鏡南道 8校:定平，徳源，文JII.永輿，長津，洪原，安謹，高原

威鏡北道 l校:麗興

平安北道
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*J忠清菊道・全羅北道・慶尚北道には存在しない。

/:記述変更あり
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o <1911. N * 2> 
o <1911. 4> * 3 
o <1910. 2?> →内頭部産自 0911. 3)→州内閣;1910. 2 0912. 3) 

[1911. 5. 17廃止認可] 5/29 * 5 
O 私立遜津普通学校変更

o <1911. 9 * n →郡内面 0912. 3) 
o [1911. 7] 7 /15 →邑内部[1911. 7J 0912. 3) 

私立大医学校? *8 

←郡内面[1911. 7 ]→邑内面(1912. 3)) * 9 
私立安山普通学校変更 ※1912年度公立化[1912. 2] 2/24 
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B 位置

主主畿道【以下のほか既設公立校14校 * 1] 
荷揚 F荷揚郡院徳星 1909. 6 補

楊州 場州都楊州島内面 1909. 5 補

*波州 波州都波州さき内図書官塁1909. 5 補

通津 透津君E泰滅菌 1906. 8 乙

女(議津 通津郡都内面邑内呈

振威 援威君sI5内 1899. 2 

揚平 楊王子郡南終面

康，'1'1 簾チfl郡大駐留 1900. 

. (慶州 康州都中部面 1906. 

安安山 安山都郡内面秀緩塁 1898.

乙

乙

乙

A 

乙

創立年月学校名
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←邑内lID[1911. 7 ] 
私立果JII普通学校変更
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重量徳 豊徳都中溜邑内A

*:c重量徳 向上

陽)11 揚}II郡

女(揚}II 楊JII郡都内面加陽潟
苦言平 寓平郡 1899. 3 

*:c窟乎 箆平郡都内海上洞

金滞 金滞郡都内面東四塁

麻滞 京城音量山積麻滞

美総 長潟郡[津]懸内面

・抱}II 抱}II郡郡内面

・絵竹 絵竹郡都内磁

始輿 始興都郡内面

.漣)11 漣JII郡都内閣
湯智 揚智郡都内面

*:巣}II 果}II君臨E内面宮門洞
会議仁 態仁都邑内面南洞

会陽主主 陽城郡邑内積E夜祭

*:竹山 竹山郡府一函校綿塁

食料)11 利)11郡色面宮後翠

会積滅 積城郡東面邑内里

女麻a 麻田郡都内在百邑部笠
宮骨永王子 永平都邑内面康井潤

会加平 加平郡郡内面郷校塁

女湯寧 朔寧郡郡内面東逢塁

*喬桐 喬桐郡包東面邑内洞

*高陽 高陽君ß~星大頭昆内里

会交河 交河郡支石頭邑内E呈

・開城第二関波郡東部面入字洞恩

.京城女子 京滅西部徐慶坊芳橋四統十三戸

3 

1908. 9 

1899. 
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於義洞，貞潟， 1美11乱氷下11札仁続，梅11奇，索洞，校洞(以上京城府)，仁JIIC仁川府)，水原〈水原郡)，跨滅→開城第一[1912.4] C開城郡)，江書室(江主妻

都)，漉列、1C灘州都)，安城(安城郡〉。

*1 
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京畿177夏。原表では r1898.10Jo 1909年度「補助指定普通学校」の一覧表 CW韓劉教育』韓留学部， 1909年9JL25頁に掲載〉で，補助指定前が乙種公立普

通学校である。

*2 

*2と同様， 1909年度「補助指定普通学校」の一覧表で，補助指定官官が乙種公立普通学校である。

私立光興学校設置(1906J，隆熊学校と合併し私立楽英学校と称す(1908. 5 J。廃校し光興学校へ(1908. 9 J。私立認可を得，学部補助学校となる(1909?. 

3J。私立明成学校と合併，私立波州普遜学校となる(1909? 9 J，公立となる(1910. 2 J C京畿191頁)。

1911年5JJ 17尽付で「京畿道通津郡公立通浮世普通学校廃止ノ件」が認可された(毅鮮総督府告示第159号， w戟鮮総督府官報』第222号， 1911年5月29日号〉。

f明治凶十五(1912)年度新設公立普通学校表;京畿道Jcr新設公立普通学校ノ状況JW戟鮮総督府月報』第2巻第10号， 1912年10月)115賞。廃止された宛名

*3 

*4 

*5 

*6 

の公立普逮学校との関連は不明。

京畿172頁。原表ではrI898. 2 J。

朝鮮総督府内務部学務局『朝鮮人教育私立学校統計要覧(1912年 5 月末日現在)~ c渡部学・阿部洋綴『日本植民地教育政策史料集成〔朝鮮篤)~第52巻所収)

*7 

軸
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哨
崎
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時
明
治
四
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明
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間
出
ゆ

*8 

15真。また，同名の農州普通学校が『統計年報』で確認できるが「大仮面jのため同一学校で、はなく，西村緑色『朝鮮教育大観』によればまったく別の私立療興

学校が「公立fじされている。 *9も参熊のこと。

私立星電興学校設立(1906. 3J，廃止し公立簾チi'I普通学校となる 0911. 7 J， 1918年4月1B付で南漢山と改称(朝鮮総督府告示第84号， W朝鮮総督府官報』

第1701号， 1918年4月11B号)C京畿137頁〕。なお，中部菌の名称変更前は都内閣を含む〈越智唯七『新!日対照毅鮮全道府郡蛮笠洞名称一覧』太事社，ソウル，

1985年3月翻刻， 113頁。原本は1917年発行〉。

*6に向じ。廃止された問名の公立普通学校との関連は不演。

1911年5月2日「公立普通学校廃止ノf引が認可された(毅鮮総督府告示第163号， W朝鮮総督府官報』第227号， 1911年5月3日号〉。

*6に向じ。{鼠し，::t:な沿革に，乙穣公立普通学校を廃止し私立学校となる(1911. 5 J，公立認可 0912. 4 Jとある(京畿199頁)。従って，河一学校の変

遷だと解することができる。

1911年5JJ11B付で「京畿道緩)11郡公立揚)11普通学校廃止ノ件Jが認可された(報鮮総督府告示第143号， W戟鮮総督府官報J第212号， 1911年5JJ17B号)。

*6に同じ。廃止前の公立湯)11普通学校との関連は不現。

1911年5月5B付で f京畿道富王子郡公立富平普通学校廃止ノ件jが認可された(戟鮮総督府告示第131号， W務鮮総督府官報』第206号， 1911年5刃lOB号)。

*6に同じ。但し，廃止前の公立富王子普遂学校との関連は不明。

抱)11公立普通学校が蜜接私立学校を利用したわけではないが， r成績が良好jだった私立青裁第一学校の「経費が窟拙jであったこと，および「今回郡庁にて

ー偲公立校のみ置く」と決定した理由から， r廃止されJたとL、う記事がある cr脊主主第一学校廃止JW毎日申請制第1776号， 1911年9月17日付・井上訳)。

*18 公立普通学校設立認可(1911. 7Jと同時に「私立長進学校及私立鳳鳴学校を廃し其の児童を収容Jとある(京畿159]001917年12月5日付で長潟続公立普通

*9 

*10 

*13 

*15 

*16 

*17 

*14 

*12 

*11 



学校と改称した(務鮮総督府告示第297号， w朝鮮総督府官報』第1621号， 1917年12月初日号)。なお，絵竹君Eは利)11郡に統合される〈書官掲『新!日対照朝鮮全道府

郡面星1同名称一覧~ 91~92頁)。

1911年7月3113I私立明倫学校を廃しj とある〈京畿141頁〉。

芝山学校創設明倫主主を校舎とする(1910. 4]，私立麻呂普通学校と改称(1911. 5 J (京畿142頁〉。

私立永彰学校設置(1908. 3 J，組織変更し私立普逸学校とする(1911. 5 J (京畿145頁〉。

私立叢農学校設立(1906. 5 J，私立喬桐普通学校に変更 0911. 5 J (京畿189頁)。

私立明倫学校創設(1909J，廃止し私立言語陽普通学校と改称(1911J(京畿135:1'0。

元の三仁，泌明，普昌の三校を併合し，三仁学校跡に開校す(1912. 4 J (京畿197頁〉。

*19 

*20 
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*23 
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/:記述変更あり

5月↓ 12年5月
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18 [認可年月〕官報

10年 11年
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公立普通学校数
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*32 

*30 

*31 

私立清風普通学校変更

私立文義普通学校変更

私立青山普通学校変更

私立丹楊普遜学校変更

※私立学校変更

※私立学校変更
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補

補

補

乙

創立年月

忠清北道【以下のほか既設公立校 2校 *25】

*永伺 永i首都永向/5東亭塁 1909. 3 補

*章言明 沃)11郡内面郷n湾 1909. 6 祷

*棒切 渠)11郡蘇谷面 1910. 7 

-葉1隠 黄澗都邑内上東 1905. D 

清安 清安郡邑内面

・鎮JII 鎮)11郡北港在5

・陰城 絵城郡東道萄

機山 機山郡一道面

幸霊感 報忍都邑内面

女清風 構成郡邑内街中箆

*文義 文義君s/5内面上洞
大青山 青山郡郡内面上芝田箆

大丹陽 丹揚郡色内面上坊畏

A 位置学校名
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私立永春普通学校変更

私立嬢仁普通学校変更

私立延整普通学校変受

o [1912. 3] 3/19 
o [1912. 3] 3/19 
o [1912. 3] 3/19 

永幸宇都都内面上夏

懐仁郡昆内面五F怠塁
延笠郡男子、内窃校洞

会永春

女優仁

食延饗

*33 

清州(清州君B)，忠列、1(忠少1'1君B)。

当地有志の私立 0908J，指定学校 0910. 3J，公立 0910? 9 J (忠北19頁)01909年度「補助指定普通学校」の一覧表で，補助指定前が私立学校である。

*26とi湾様， 1909年度「補助指定普通学校jの一覧表で，補助指定前が私立学校。

当初は私立測議学校，私立持事務学校と改称 0909Jo普通学校令により設立認可 0910J(忠北34]0。

原表では 11905.12J。創立 0906.12J，私立務新学校を併合(1910. 5 J，公立(1911. 4 J (忠北21頁〉。

「官官身は私立文明学校と称すj とある(忠北25頁〉。

「元私立光明学校を公立に」とある(忠北30頁〉。

私立文興学校緯留学部私立学校令により創立(1908.11J，私立学校の設聖堂認可を受く(1909.12J，公立普通学校設置認可を得る(1912. 3 J (忠北5]0。

私立進務学校設立(1906. 4 J，私立懐仁普透学校と改称[1911. 4]，懐仁公立普通学校と改称(1912. 4 J (忠北12]0。

*26 

*27 

*28 

*29 

*30 

*25 

*31 

*32 
掛
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明
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滋

gh岬

/:記述変更あり

5月↓ 12年 5月

3末 l臼

24 [認可年月]官報

10年 11年

3来 3末

公立普通学校数

*33 

1 13 

18 7 

記述変更(変更時)3 C α B A 意5立年月位重量学校名

*38 

→都内頭(1912. 3) 

私立怒津学校? *37 

→燕妓[1912. 3 ] ※1912年度公立化[1912. 3] 3/11 

←内南部[1911. 7] *39 

*36 

o <1911. 7 *35) 
o <1909. 5?> 

O 

o [1911. 7J 7/7 
o [1911. 7] 7/7 
o [1911. 7J 7/7 

公
公

x
x
公

公

公

/ 
補 O

補 O

乙 O

私立普選

忠清南道【以下のほか既設公立校 4校 *34] 

*稜山 稜山郡東遁面東累 1909. 5 祷

*獲滞 藍浦郡域内 1909. 4 補

恩津 恩津郡忍津波内 1908. 9 乙

・緩議 幾絞君事様子守喜普 段09使 g

嬢徳 儀徳郡外南蛮

狭量余 扶徐郡東車内閣

韓山 車章山郡北部面
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*40 

新設

新設

新設

新設

新設

o [1911. 7] 7/7 

o [1911. 7 J 7 / 7 
o [1911. 7] 7 / 7 
o [1911. 7] 7 / 7 
o [1911. 7] 7/7 
o [1911. 7] 7/7 
o [1911. 7] 7/7 
o <1911. 7) 
o [19日.7]7/7
o [1912. 3 J 3/11 
o [1912. 3 J 3/11 
o [1912. 3 J 3/11 
o [1912. 3 J 3/11 
o [1912. 3 J 3/11 
[1912. NJ N /12 

[1912. NJ N /12 

[1912. NJ N /12 

[1912. NJ N /12 

[1912. NJ N /12 

公

公

公

公

公

公

公

公

公

育揚君Z昆内面
保寧郡長尺面

泰安君日郡内部

瑞山都郡内面

汚JII都邑内

大輿君E邑内面
玉F山都懸内面
新怠君臨E内面

天安郡上援窟

鮮)11郡関谷面西港E呈

海美郡郡内蘭

遠山郡都内面包内

磯山郡郡内面香泉洞

海美郡東蛮邑内

石城郡勝、内面霊童下里

定山君~15内面校村

結城郡罪悪内面左村里

徳山郡勝内部邑内援

金義郡郡内面衝部監

青陽

保寧

泰安

端山

j写JII

大輿

牙山

幸青島

天安

祭JII

・鴻山

遠山

磯山

海美

石城

定山

結城

徳山

会義

公州〈公州君日)，江禁(恩津郡)，洪チ'"→洪城[1914. 3. 1 (戟鮮総督府告示第97考， w務鮮総督府宮報』第497号， 1914年3刃30日号)J(洪州都)，湿務(湿*34 

N
C凶

揚郡)。

原表では 11909.4 J。私立経緯学校設立 0908.9J，私立学校令により認可を受け 0909.4J，私立経緯普通学校と改称 0909.5 J，公立稜山普通学校と

改称 0910. 5J (忠常59頁)

*26と同様， 1909年度「補助指定普通学校jの一覧表で，補助指定訴が私立学校。 1917年11月15臼付で学校名を花汀と改称(朝鮮総督府告示第25号， w朝鮮総

餐府官報』第1658号， 1918年2月四日号〉。なお，叢浦郡都内閣は「傑寧郡藍浦面J と名称変更された(前掲『新18対照、朝鮮全道府郡部塁洞名称一覧~ 233頁)。

前掲『朝鮮人教育私立学校統計要覧 0912年 5 }1末日現在)~ 44真。

音寺掲 n918(大正7)年朝鮮諸学校一覧』によれば，燕絞郡には南面に燕妓，::'E:義面tこ全義，北面に鳥致践の三公立普遜学校が存在し，このうち燕肢は1912年

5月創立であったClOUu。また， ~誌面の部事務所所在地は名称変更前「燕岐郡郡内面J であった〈前掲，越智唯七， 205頁)01明治四十五(1912)年度新設公

立普通学校表;忠清南道Jでの「設置方法Jは「新設J(116頁)， w朝鮮教育大観Jの燕紋公立普通学校の沿革にも一学級で1912年3月設立認可された後のことし

*35 

*36 

*37 

*38 
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か警かれていないが〈忠商12"'-'13頁)， 1912年のi湾都に私立学校は存在していないことから，培逢普遜学校は廃止されたか(その場合でも，財産を公立化利用す

る可能性も残る)， r新設Jではなく私立学校からの組織変受ではなかったかと縫澱できる。
1914年3月1B付で，学校名を大国と改称(朝鮮総督府告示第97号， w朝鮮総督府官報』第497号， 1914年3月30日号)。

前掲「明治四十五(1912)年度新設公立普通学校表;忠清街道Jでの「設重量方法Jは「新設」だが， r鴻w私立翰輿学校の後を受けてj設立認可されたとある
0912. 3 J (忠南19頁)。

*39 

*40 

/:記述変更あり

5月↓ 12年5月

3末I臼

24 [認可年月]官報

10年 11年

3末 3末

公立普通学校数
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都

郡

都

郡

郡

都

郡

郡

下

堤

悦

議

鍛

州

繁

山

安

山

山

仁

愛

長

田

間

関

門

溝

安

以

金

成

淡

海

品

市

中

常

時

錦

鎮

高

益

泰

任

茂

淳

金

龍

【

校

送

ー

分

北
省
一
一
悦
機
敏
繁
繁
山
安
山
山
仁
寅
長
呂
田
回
溝
安

羅
一
二
一
一
威
遜
高
一
瀦
一
議
錦
鎮
高
益
泰
任
茂
淳
淳
金
議

全

*

*

*

会

合

会

占

R
a
'
-開
会

食

→金堤;1911. 6 [1911. 6] 0912. 3) 

→)11海面:1911. 6 (1912. 3) *43 

{.e.し，公立分校 ※1911年公立校分校， 1914年公立化 *44 

私立高倣普遜学校 ※1912年度公立化[1912. 3] 3/29 *45 

※1913年公立化 *46 

→都内窃 [1911. 7J : 1911. 9 0912. 3) 

*42 

*49 

※私立学校変更 *48 

←邑内[1911. 7J ※私立普通学校変受

←邑内部 [1911. 7J 

※私立普通学校変更 *47 

*50 

私立金溝普通学校変更

私立蓄電安普通学校変更

o [1911. 6] 6/27 
o [1911. 6] 6/27 

O 

o [1911. 6] 7 / 1 
o [1911. 6] 7/6 
o [1911. 6] 7 / 6 
o [1911. 6 ] 7 / 1 
o [1911. 6] 7 / 1 
o [1911. 6] 7 / 1 
o [1911. 6 J 7 / 1 
o [1911. 6] 7 / 1 
o [1911. 6] 7 / 1 
[1911. 6J 7/1 

o [1912. 2 J 4/4 
o [1912. 2] 4/4 

点C 

公

公

×

×

×

公

公

公

公

公

公

公

公

公

/ 
/ 

/ 

α 

補 O

補 O

私立普通

私立争奪滋

私立欝遜

私立替遜

B A 創立年月位重量学校名



*51 

*52 

*53 

私立長水普通学校変更

私立察蜂普通学校変更

私立扶安普通学校変吏

私立磁波普通学校変更

私立弁邑普通学校変更

私立龍濠普通学校変更

新設

私立茂朱普通学校変更

私立興徳普通学校変更

私立瀬山普選学校変更

o [1912. 3 J 3/29 

o [1912. 3] 3/29 

o [1912. 3] 3/29 

o [1912. 3] 3/29 

o [1912. 3 J 3/29 

o [1912. 3 ] 4 / 5 

口912. 4J 4/22 
[1912. 4] 4/22 

[1912. 4] 4/24 

[1912. 4] 5/6 

長水郡水内面上碑恩

雲除君E郡内蔵

ま先安郡東道函南よE塁
線阪郡郡内面域内笠

井邑郡郡内街長明塁

議漂郡郡内扇

珍山郡郡内頭上皇

茂朱都府内面上恩

輿徳君E蘇内部
磯山郡邑内北遁E畏

会長水

ヲ---~愛蜂
*扶安

*"臨彼

女井島

女譲渡

珍山

台茂朱

*"輿徳

*現高山

泊
一
株
掛
揖
詰
ぽ
l
司
裁
蹄
嚇

δ
E
M甘
醐
制
球
N
P

・
出
即
時
晴
海
滅

*54 

会州(全外i君.s)，君草山(群山府)，古車〈古阜君s)，南原(南原郡)。

*26と伺様， 190ゆ年度「補助指定普通学校Jの一覧表で，補助指定官官が私立学校。

私立高明学校開校 0908. 9)，私立学校の認可を受く 09ω.4)，私立普通学校の認可あり補助指定学校となる 0909. 5)，私立威悦普通学校と改称

0909. 12)， 内部の組織を改め公立化 0911. 6) (全北，54亥)。

私立進関学校の後を享け君事山公立普通学校沃溝分校として凋校 0911. 6)， まずこ『朝鮮総督府官報』では， 1911年5月18臼付で「全羅北道群山府東直言ニ公立

普通学校分校設音量ノ件」が認可されている(朝鮮総督府告示第151号， Ii朝鮮総督府官報』第220号， 1911年5月268号)。沃溝公立普通学校として設霞認可

*41 

*42 

*43 

*44 

[1914. 3) (3t~t47Jü 。

前掲「明治四十五(1912)年度新設公立普通学校表;全羅北道J117真。

私立瀬育学校と称す 0904)，養英・養成・幼舞の三三私立学校を併合し，私立育英学校と改称す 0911. 1)，全州第二公立普通学校として設壁認可(1913.

3 )，改称[1913“4)(全北9頁〉。まずこ， Ii毎日申報~ 1913年4月108付「第二普校立i認可(全北支局)Jで， r当地私立育英学校は去る三十一B付第二公立普通

学校と改称し，公立に編入したJ(弁上訳)と報道されている。

私立主主彰学校と私立箕英学校とを合併，私立益山普通学校と改称[1911. 7J，公立化[1911. 9) (全北52~53頁)。

私立永進学校創設[1908. 9)，私立永進学校の後を受け，公立普通学校として設立認可(1911. 6) (全北18頁〉。

元私立策関学校及私立茂国学校とを合併して私立茂長普通学校と称す，公立普通学校の認、iiJを得[1911. 6)，私立学校を廃す(1911. 9) (全北38頁〉。

朝鮮総督府告示第212号， Ii朝鮮総督府官報』第251号， 1911年7Jn 8号。なお，淳島郡下震等ftiiは名称変更後の同郡双苦壁面となり(前掲『新!日対照、朝鮮全道

府郡商塁洞名称一覧~， 342頁)，この産主には1918年5月双壁公立普通学校が設立されている(前掲1i1918(大正7)年朝鮮諸学校一覧~ 109頁)。

裳峯私立娩成学校創立[1907. 8)，雲峯私立普通学校となる 0911. 8)，雲峯公立普通学校設立認可 0912. 3) (会北23Jま〉。

*45 

*46 

*47 

*48 

*49 

N
O
W
 

*50 

*51 



N
o
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私立寧明学校の組織を変更し私立普通学校とし 0911J.扶安公立普通学校となる 0912)(会北43Ju。

郷校在室長林煩棒氏私立龍同学校を設立する(1908. 5).私立龍同学校を廃し私立龍濠普通学校を置く 0911. 7).公立普通学校設立認可を受ける(1912.

*52 

3) (全北lO~l1Jü 。

私立憲山学校設立(1907).私立替成学校となる(1909. 3)。両校を併合し私立重量成学校と改称 (1909. 8).認可を受け私立重量成普通学校を設立 0911.

8 ).組織を変受し，嬢山公立普通学校の認可を受ける(全北55Ji{)。

*53 

*54 

/:記述変更あり

5月↓ 12年5月

3末l日

29 [認可年月〕官報

10年 11年

3末 3末

公立普通学校数

1日

29 12 

軸
冊
減
地
官
時
明
治
制
端

記述変更(変更持〉F C α B A 創立年月佼鐙学校名

灘
間
出
部

*56 →府内面(1911. 3)→1910. 12 (1912. 3) 

→1909. 3 (1912. 3) *57 

→長興(1912. 3) *58 

*59 

→票案内積;1909. 3 (1912. 3) 

→左笛;1909. 3 (1912. 3) 

→昆内部;1909. 8 (1912. 3) 

→都内面[1911. 6] (1912. 3) 

*60 

o <1910. 12?) 
0<1909.3?) 
o [1911. 6] 6/16 
o [19日. 6] 6/16 
o <1909. 3?) 
o <1909. 3?) 
0<1909.8?) 
o [1911. 6] 6/16 
o [1911. 6] 6/24 
o [1911. 6] 6/24 

*61 

→箕域面(1912. 3) 

*64 

→谷主主[1911. 6] (1912. 3) 

*62 

*63 

→主主内面[1911. 6 

→包内(1912. 3) 

o [1911. 6] 6/24 
o [1911. 6] 6/16 
. [1911. 6] 6/24 

o [1911. 6] 6/24 
o [1911. 6] 6/24 
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/

/

 

/

/

/

/

 

公

公

公

公

公

公

公

公

公

公

×

公

公

公

公

公
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/ 
/ 

0
0
0
0
0
0
×

O
 
遜
議
選
議
選
一
遜
遜
議
選

替
、
券
経
雄
官
、
務
離
時
二
養
護
欝

補
祷
補
檎
乙
乙
乙
粒
一
粒
私
馳
粒
戦
戦
戦
馳

*55] 

補

補

補

乙
乙
乙

5校

珍島都府内塁 1909. 4 

澄腸郡西海棲門集 1909. 5 

長輿郡〔郡〕内濁南門外1909. 5 

11畏天郡蘇安濁 1910. 4 

求鐘郡邑内 1910. 3 

娃義都邑内 1910. 3 

間福郡i湾福

全羅南道【以下のほか既設公立校

珍重量

*漂磁

*彰切

*順天

会求纏

旋義

同福



*65 

mM肯
掛
持
詰
ぽ
i
明
訓
治
蹄
制
局
U
m
凶
い
骨
織
機
N
N
・
出
跡
且
E
」
岡
持
滅

*66 

※1920年公立化 *67 

→1909. 11 0912. 3) 

→海南[1911. 7J 0912. 3) 

←邑内[1911. 7 ] *68 

※1920年公立化

o [1911. 6] 6/16 

o [1911. 6] 6/16 
o [1911. 6] 7 / 1 
o [1911. 6] 6/24 
o [1911. 6] 7 / 1 
o [1911. 6] 6/16 
o [1911. 6] 7 / 1 
o [1911. 6] 6/24 
o [1911. 6] 7 / 1 

×

×

公

×

公

公

公

公

公

公

公

公

/ 

/ 

灘

滋

譲

渡

滋

遺

骨
質
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潤
ノ
襲
警
畿
一
議

立

立

立

立

設

立

略
戦
私
私
私
私
私

一

{
3蓉1、仏 6'

E謹10.6

泌総;12--
E事湖町聾 品

工事lD.6' 

1母:1;私務

海
海
一
務
、
額
一
編
讃
逝
扇
町
面
積

東
義
務
山
内
一
頭
門
一
内
南
市
内
一
一
面

内
、
機
業
手
鱗
都
邑
龍
中
郡
斗
ロ
お
一
一
治

一
一
郡
都
議
、
議
J

務
J

糠

郡

郡

都

郡

郡

都

掛
物
足
党
潟
水
面
総
裁
緩
津
山
島
静

議

護

憲

駒

郡

艶

縮

長

賞

康

突

智

大

業
鄭
一
一
党
文
水
油
田
綾
城
津
山
島
静

長
一
法
J

接
持
品
、
一
灘
、
凝
固
犬
繁
康
突
智
大

食

会

食

:

.

*69 ※? →郡内面[1911. 6 ] 

*滞(木浦府)，光州(光州都)，蜜巌(寮厳郡)，緩チ1'1(羅州都)，済対1(済列、1君s)。

*2とj湾様， 1909年度「補助指定普通学校jの一覧表で，補助指定前が乙種公立普通学校。

私立光明学校設立(1907. 8 J，普通学校令により公立濠務普通学校設立認可 0909. 3 J (会構14頁)0* 2と同様， 1909年度「補助指定普通学校Jの…覧表

で，補助指定前が乙種公立普通学校だが，それ以衡が私立学校である。

*26と何様， 1909年度「補助指定普通学校jの一覧表で，補助指定前が私立学校。

私立昇平学校を元郷庁内に創立(1906. 7]，頗天公立普通学校となる(1911.11J (全南33JO。補助指定される前が私立学校である。

本校佼債を前郷財ままに定め私立鳳揚普通学校と称し創立す 0908. 3 J，公立鳳傷普通学校と称す(1909. 3 J，現在校舎に移転 0910.5J，校名を公立求礼

普通学校と改称 0911.11J (全南2UU。

*55 

*56 

*57 

*58 

*59 

*60 

私立通明学校の認可を受け 0909.12J，私立普通学校令により認可される(1910. 2 J，公立普通学校に変更口911. 6J (全爾17JO。

私立学校創立(1908J，公立認可(1911. 6 J (全衛15頁)。

「興陽公立普通学校ハ大正三年三月一日ヨザ高興公立普通学校ト改称セシ旨届出タワ」との告示があるので(朝鮮総督府告示第130号， w毅鮮総督府官報』第

505号， 1914年4月9B号)， w職員録(甲)~ 1912 (明治45)年板， 943Jtの「興隆」公立普通学校は「輿湯」の誤りであろう。

私立育英学校を莞島公立普通学校に変受(1911. 6 J (全南78頁〕。

1913年7月2日学第1645号 f私立普通学校廃止認可ノ件一一長束普通学校廃止認可〈全南)Jには， r維持スル事能ノ、サル為…廃止JとあるCrI913年

校関係著書類JW朝鮮総督府文書;学務J大韓民国総務慮政府記録保存所所蔵〉。第二重奪第二節閉を参照されたい。

私立普通学校として設立 091OJ，法重量公立普通学校 0920. 8 J (全南74頁)。

*61 

*62 

*63 

*64 

N
O
J可

私立学*65 

*66 



N
O
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前身は私立楽英学校 0905J，私立巨文普通学校と改称 091OJ，組織変更 0920. 7J (全南2910。

私立学校令により設置の認可を受け私立康新学校と称す 0909. 8J，組織を変更して私立賓主主学校と改称する 0911.

*67 

1](全衛4210。*68 

fI日韓歯学部将代創立認可開校j とある(全南60貰〉。

/:記述変更あり

5月↓ 12年 5月

3末 1B 

40 [認可年月]官報

10年 11年

3;;転 3未

公立普通学校教

*69 

l臼

22 9 

記述変更(変更時〉F C α 

軸
同
訓
吋
品
開
時
世
掛
印
刷
哨

w明

g
d

*80 →燃内面官基n奇[1912. 3 J※1912年度公立化[1912. 3J3/11 
→金山[1911. 7J 0912. 3) *81 

→農山[1911. 7J 0912. 3) *82 

→善山[1911. 7J 0912. 3) 

←北iID[1911. 7 J 

o [1911. 5 J 5/17 
o [1911. 5 J 6/3 
o [1911. 5 J 6/3 

o [1911. 7J 7 /25 
0私立一中普通学校

0私立盈進普通学校
o [1911. 7 J 7 /25 
o [1911. 7 J 7 /25 
0私立安定普通学校

o [1911. 7] 7 /25 
o [1911. 7J 7 /25 
o [1911. 7J 7 /25 
私立新寧普通学校

o [1911. 7 J 7 /25 
o [1911. 7J 7 /25 
o [1911. 7 J 7/25 
o [1911. 7] 7 /25 
o [1911. 7J 7 /25 

/ 

/ 

/ 
/ 

公

公

公

×

公

×

×

公

公

×

公

公

公

X

公

公

公

公

公

/

/

/

 

/ 

補 O

補 O

補 O

補 O

私立替議

事長鋭意幸遜O

私立普選

私立憲幸議

私立

私立毛奪還

私立普遜

私立替選

私立普通

一私立替遜

私立勢遜

一私立普選

B A 創立年月位置学校名

*71 
→延臼[1911. 6] 0912. 3) 

*73 
※1914塁手公立化 *74 

→庫豊泉[1911. 7] ; E車内湯 0912. 3) *75 

→知穣[1912. 3 J ※1912年度公立化[1912. 3 J 3/11 

→盆徳[1912. 3 J ※1912年度公立化[1912. 3 J 3/14 

→邑内街[1911. 7J 0912. 3) 

→箪威[1911. 7J 0912. 3) 

→豊基[1912. 3 J ※1912年度公立fと[1912. 3J 3/11*78 
→永)11[1911. 7 J ←内東面[1911. 7J島内面0912. 3) *79 

*76 

*77 

*72 

長雪量
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δ
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衿
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←上北面[1911. 7J 

*83 

*85 

*86 

*87 

*88 

*89 

*84 

私立康徳学校変更

私立義昌学校変更

私立宣明学校変更

私立龍範学校変更

私立英興学校変更

私立麓敏学校変更

私立仁務学校変更

私立楽一小学校変更

私立農務学校変受

私立界山学校変更

私立高揚学校変更

私立千一学校変更

私立関進学校変更

私立康成学校変受

私立鮒明学校変受

o [1911. 7J 7 /25 

o [1911. 7J 7 /25 
o [1911. 7] 7 /25 
o [1911. 7J 7 /25 
o [1912. 3] 3/11 
o [1912. 3] 3/11 
o [1912. 3] 3/11 
o [1912. 3] 3/11 
o [1912. 3] 3/11 
o [1912. 3] 3/11 
o [1912. 3] 3/11 
o [1912. 3] 3/11 
o [1912. 3] 3/14 
o [1912. 3] 3/14 
o [1912. 3] 3/14 
o [1912. 3] 3/14 
o [1912. 3] 3/14 
o [1912. 3] 3/14 
o [1912. 3] 3/14 

公

公

公

公

寧海君E島内海
11隠輿郡大王子面

慈仁郡上地箇

玄風郡勝内面

翼賛郡下塁萄邑内洞

輿海郡東部商東城皇

鐙安郡邑内閣官底洞

音量1J郡新邑扇西部塁

英揚郡E5内面西部1湾

問慶郡邑内蘭よ塁

仁同郡自主内溜校潤

背松君E府内面月幕A洞

&z.島君E罪幕内窃伴透里

比安郡都内窃念上潟

漆谷郡入菖酒色内rr寄
清河郡勝内街校洞

関寧郡富谷笛校j尽

泰化君E臥丹麗寒水皇

築JII君E奉香笛下望畏

寧海

11民輿

慈仁

玄風

.異質

@奥海

・穫安

φ龍宮

.英緩

@関慶

.仁荷

@膏松

・威昌

・比安

・漆空手

@清1可
・開寧

@奉f七
・築JJI

大郎(大路府)， m差列、I(慶州君s)，主主州(慶州君s)，尚列、I(尚弁!郡)。

*26と同様.1909年度「補助指定普通学校jの一覧表で，補助指定前が私立学校。

*70 

向上。

向上。

前掲 n918(大正7)年朝鮮諸学校一覧JJ115支によれば，霧島公立普通学校の創立年月は1914年3月。補助指定される誌が乙種公立ではないので私立学校と

*71 
*72 

*73 

*74 

N
Oゆ

判断した。

前掲 n918(大正7)年朝鮮諸学校一覧JJ12U主によれば，廼泉郡に公立普通学校は醸泉〔歯車泉面)，穣宮〈箆宮扇〉の 2校が存在する。このうち，撞泉郡醸泉

笛は名称変更以前に種泉郡北邑留を含んでいるため，隆明学校と謹泉公立普通学校は河ーのものと見倣した。また，穣官公立普通学校の前身は私立箆範学校で

ある(前掲「明治四十五年度新設公立普通学校表;慶尚北道J117JO。

変更後の名称は，知穫公立普通学校〈前掲「明治四十五年度新設公立普通学校表;慶尚北道J117頁)。

*75 

*76 



N
同

O
向上， 118真。

変更後の名称は，製薬公立普通学校〈向上， 117頁〉。

煎掲 H918C大正7)年朝鮮諸学校一覧J1191{によれば，永JII郡には永JIIC永)11郡永JII頭)，新掌(永)11郡新察笛*80参照、〕の二つの公立普通学校が存在す

*77 

*78 

*79 

る。永JII郡永)11醤の変更誌の名称は，永)11都内密留を含む〔官官掲『新!日対照朝鮮全道府郡部m洞名称…覧J，482頁)ため，同ーのものと見倣した。
前掲「明治四十五年度新設公立普通学校表;凌尚北道J117頁。*80 

1914年12月1B付で金泉公立普通学校と改称〈朝鮮総督府告示第607号， w朝鮮総督府官報』第718努， 1914年12月13日号入金山が韓国政府学部で f既設の私立*81 

学校中設備の若手完全な者三十校を選定し普遜学校に改め，韓日教部各一名ずつを鐙いた後，其の俸給を補助する」という「設定地jの一つに挙げられているた

めcr普通校選重量区域Jn急減新開』第3067号， 1909年5月8B付・井上訳)，女の可能性もある。
前掲W1918C大正7)年毅鮮諸学校一覧J119真によれば，慶山郡E霊山面にE霊山公立普通学校が存在し，その創立年月は1911年9月である。また，慶山郡慶山*82 

部の名称変更前は慶山郡邑面であった〈前掲『新18対照、戟鮮全道府郡箇塁洞名称一覧J，477頁)。従って，慶山公立普通学校と同ーと見倣した。

私立宣明学校設立 0908. 4J，纏安公立普遜学校と改称(1912. 4 J (慶北111{)。

潤慶君E麻滅菌新規墜に獲遼学校設立 0910.3J， B内の育英学校会併合して私立慶育学校と称し校舎を関援面校村里文会所に移転，間慶節上援の校舎へ移転

*83 
崎
間
咽
崎
市
鴨
時
明
掛
出
燃

*84 

0910. 9J，これを廃し鶴慶公立普通学校となる 0912. 4 J (凌北54~55頁〕。

郡守が地方の有志、と計り契を設け，客舎を以て校舎とし，私立学校を調設した 0907Jが一時閉鎖，再興して楽一学校と称する 0909J，組織変更し脊松公立*85 
総
司
由
由
州

普通学校となる 0912. 4 J (援北141{)。

私立千一学校設立は1910年〈慶北21~221{)。

元関家畜有志、相譲り，私立凋進学校創立申請をする(1908. 1 J，認可を得て!日郷約所に開校(1910. 4 J (慶北44頁)。

演成学校設立認可 0910.8J，跨校 0910.llJ，組織を変買さし奉化普通学校と改称 0912.4 J (慶北651{)o1918年2月26B付で春陽公立普通学校と改称す

*86 

*87 

*88 

る(朝鮮総督府告示第48号， w朝鮮総督府官報』第1681考， 1918年3Yl16臼号〉。

1917年12刃5B付で栄州公立普通学校と改称(朝鮮総督府告示第10号， w毅鮮総督府官報』第1644考， 1918年1月31日号)。

/:記述変更るり

5月よ 12年5月

3来 l臼

28 [認可年月〕官報18 
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11 

10年 11年

3末 3未

公立普通学校数
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公

公

公

公

公

×

×

公

公

×

公

公

公

公

/ 
/ 

慶尚南道【以下のほか既設公立校 7校 *90] 

*i可東 河策君E徳務面 1909. 5 祷 補 O 

女g済 g済郡西部面 1909. 7 檎 補 O 

*育英 東莱府釜山銭 1909. 6 補 補 O 

金海 金海郡府三面 1898. 9 乙 乙 O 

置す一蹴鞠
~~問先、設:一ふ J 怒議事告通

議濠i翁愚一♂ 議留刊誌禁事ま議
瀦Il!若草案事内緩 1910~ 務:吋 J司法襲警議
糊茎型車 1詰10.6 -私立時
繁華義誠事 務問1910.8 崎一事長殺事普通
畠寧都邑内面 一一

昆傷郡東部商

居畠郡安E雪面

威安郡上皇箇

三嘉郡勝内在百弘門調

機張郡昆内面東部rr毒
梁山都邑内面~t安rr湾

丹城郡罪悪内面域内rr可
山清郡都内面塞洞

安義郡勝内面金泉rr奇
笈察郡重量徳富J二洞
狭)11郡下三皇面汀袋洞

南海郡邑内面北漆rr奇

*91 

記述変更(変更時)

→徳陽堅 0911. 3)→徳揚面:1907. 1O? 0912. 3) 

→邑内:1907. 2 0912. 3) 

叶釜山府 0911. 3)→釜山鎖;釜山頭[1911.6J0912. 3) 

-4左部面:1899. 5 (1912. 3) 

→周波[1911. 6 J 邑内(1912. 3) 

3 

o [1911. 4 J 6 / 3 
o (1911. 4 *92> 
o [1911. 5 J 6 / 3 
o (1899. 5? > 
o [1911. 5 J 6/3 
*94 

α IヨA 創立年月位置学校名
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*100 

*101 

*99 

私立三嘉普通学校変更

私立機張普通学校変更

私1L梁山普通学校変受
私立丹波普通学校変受

私立山清普通学校変更

私立安義普遜学校変更

私立安祭普通学校変更

私立険)11普通学校変更

私立南海普通学校変更

※私立学校変受

* 昌寧
.晃湯

居昌

威安

会三重蓄

食機張

*梁山

公丹波

女山清

食安義

*宜望事

会侠)11

会南海 *102 

釜山，東莱(以上釜山府)，馬山(鳥山府)，晋升1(管外|府)，龍南→統祭[1914. 4. 1 ] (朝鮮総督府告示第142号， Ir毅鮮総督府官報』第512号， 1914年4月

178号)(龍南郡)，密陽(密楊郡)，蔚山(蔚山郡)。

有志主唱郡立河東学校(1907J，補助指定学校 0909J，公立河東普通学校認可 09日. 4 J (慶南67J'{)， *26とj可様， 1909年度「補助指定普通学校」の一覧表

で，補助指定前が私立学校。

*90 

N
H
同

*91 



N
H
N
 

原表ではrI907. 2 J。認可開校 0911. 4) (慶南55頁)0 *26とi可様， 1909年度「補助指定普通学校Jの一覧表で，補助指定前が私立学校。*92 

『車号鮮総餐府豊重尚南道道勢要覧JI1913 (大正2)年版〈毅鮮総督府慶尚南道， 1914年11月)153頁の「私立普通学校一覧表 0914年5月末日)J等で，崇廉私立

普通学校と昌輿私立普通学校 (*95参照、〉が確認できる。一覧表では，慶尚南道の私立普通学校はこの2校のみである。

私立呂興学校設立 0912? 11]，私立学校として認可 0909. 6J，廃止し昌原公立普通学校へ 0915. 3J (慶南47]0。

W}JII郡には「邑」内面が存在し，もし邑内面だとするならば，名称変吏前の郡内磁を含む(前掲『新!日対照、朝鮮全道府郡磁塁洞名称一覧J1， 603頁)。

*26と同様， 1909年度「補助指定普通学校」の一覧表で，補劾指定前が私立学校。本93

*94 

*95 

威湯普通学校を引継ぎ開校[1911. 6 J (慶南75JO。

前掲「明治四十五年度新設公立普通学校表;慶尚南道J118頁。一進会系跨進学校 0904J。認可を得，私立関進学校と称す 0907. 日。私立普通学校として

*96 

*97 

*98 

掛
昨
磯
崎
開
設
掛
印
刷
刷

認可 0910. 8J。公立普通学校認可 0912. 3 J (慶南79JO。

私立関揚学校を公立昆陽普通学校とし 0911. 6J，昆揚公立普通学校と改称す 0911.11J (慶南部頁)。

私立学校を設立し開校 0911. 9 J，公立に変更の認可を受け開校 0912. 5 J (慶南29頁〉。

私立賞新学校合廃し 0912. 3. 31]，笈家公立普通学校を設霞[1912. 4. 1] (慶南m主)。
私rr.南海普通学校の認可梼校(1909.10J，南海公立普通学校の認可を得開校 0911? 3 J (慶南62支〉。

*100 

*101 

*99 

/:記述変更あり

5月↓ 12年5月

3末 l日

*102 

明
輔
自
由
帰

10年 11年

3末 3末

公立普通学校教

1 S 
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記述変吏(変更持〉

黄海道【以下のほか塁走設公立校

*養元 載寧郡東部面機亭洞

*耳露関 税輿郡中部面校洞

安又新 長者詰郡雪山部

*景山 鳳山君E沙泉院

安銭 安岳君E邑内奏石面

長逮 長連都邑内面東皇

兎山 兎山郡兎山

3 

o <1911. 1 > →載寧 0911. 3)吋友恩商 0912. 3) 

o [1911. 3 J 5 /25 →務輿 0912. 3) *105 
0 [1911. 3J 6/3 ->長潟;長淵郡雪山街[1911. 6 J 0912. 3) * 106 

o [1911. 3 J 6/3 →沙史続;沙泉院蕗[1911. 6 J 0912. 3) * 107 
o <1911. 4 > →綿綿醤(1912. 3) 

[1911. 4. 10廃止認可J6/3 *108 

[1911. 4. 21廃止認可J5/15 *109 

*104 

C 

公

公

公

公

公

×

×

/

/

/

/

/
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B 

補

檎

檎

補

乙

乙

乙

A 

2校 *103]

1909. 5 補

1909. 5 補

1909.5 補

1909. 5 補

1900. 3 乙

1899. 9 乙

乙

創立年月位置学校名



包
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回
一
株
剛
醐
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M

同
・
鯵
童
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間
滞

*110 ※1912年度公立化〉

←窮民函[1911. 7J 

私立信JII普通学校変更
私立信輿学校変更 *11l 
新設

私立金興学校変更

私立彰東学校変更

私立葉揚学校変更o [1912. 2] 2/24 
o [1911. 5] 5/17 
o [1911. 6] 6/23 
o [1911. 5] 5/13 
o [1911. 5] 5 /17 
o [1911. 4] 6/3 
o [1911. 7J 7/4 
o [1912. 2] 2/24 
o [1912. 2] 2/24 
o [1912. 2] 2/24 
o [1912. 2] 2/24 
o [1912. 2] 2/24 

X

公

公

公

公

公

公

兎山郡泉洞街市溢塁

延安郡東部頭

自JII君si1若村荷
平山郡外a酒
谷山君sa内積
段楽郡車車内面

饗津郡藤組愚

信)11郡東部面二箆潟

新渓都中蕗郷校夏

遂安郡西部面郡司~竜

金JII郡都内面一塁校洞
松禾都築山酒邑内

. (兎山

延安

白)11

平山

谷山

殿栗

康錫

交信JII

・新渓

遂安

・金)11

・松禾

海州(海j刊郡)，策弁，1(糞列、!君s)。

1906年私立養元学校創立， 1911年lJil6臼公立化し，開校式は2月初日。この祷校式の状況と学校沿革について， 1911年2月248付『毎日申報』第1603号，

「載察普通校開校」で紹介されている。 *26と!苛様， 1909年度「補助指定普通学校」の…覧表で，補助指定前が私立学校。

*26と同様， 1909年度「補助指定普通学校」の一覧表で，補助指定都が私立学校。

*103 

*104 

*105 

向上。

1911年4月108付で，公立長連普通学校が廃止の認可を受けている(朝鮮総督府告示第163号， Ii'朝鮮総督府営幸IU第227号， 1911年6.FJ3臼号〉。また，名称

変更後の段栗郡長連覇には1913年12月設立認可， 1914年4刃開校の長達公立普通学校があるが(策海32J主)，関連は不明。

*109 1911年4月21日「黄海道兎山郡公立兎山普通学校廃止ノ件Jが認可されている(朝鮮総督府告示第140考， Ii'毅鮮総督府官報』第210号， 1911年5月158号)。

前掲「明治四十五(1912)年度新設公立普通学校表黄海道J118頁。但し，廃止された兎山普通学校との関連は不明。 1914年2.FJ 23日付で改称し，市港~公

立普通学校〈金JII郡西泉爵)となる(朝鮮総督府告示第71号， Ii'朝鮮総督府官報』第484考， 1914年 3m3日号〉。

私立新興学校の組織を改め公立普通学校の認可を得 0912. 2 J，開校 0912. 6 J (黄海21頁〉。

向上。*106 

*107 

*108 

*110 

N
同
一

ω

/:記述変更あり

5月↓ 12年5月

3来l臼1 B 

10年 11年

3末 3末
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記述変更(変更時〉

乙

乙

乙 *116 

*115 

※1913年公立化?

P 

o [19日. 4J 5/13 →永柔(1912. 3) *113 
o [1911. 4 J 5/13 →粛)11(1912. 3) *114 
o [1911. 4 J 5/13 →成JII;下道面? (1912. 3) 
o <1911. 4> →郡内街(1912. 3) 

o <1911. 9 > →締緊弱(1912. 3) 

[1911. 6. 24廃止認可]→!日三和府(1911. 3) 

o [1911. 5 J 5/15 →郡内濁 0912. 3) 
o [1911. 5 J 5/17 →穣岡[1911. 5 J (1912. 3) 
o [1911. 5 J 5/15 ←乃谷頭 [1911. 5 J 
o [1911. 5 J 5/15 
o [1911. 5 J 5/26 
o [1911. 5 J 5/15 
o [1911. 5 J 5/26 
o [1911. 5 J 5/26 
o [1911. 5 J 5/15 
o [1911. 5 J 5/15 
o [1911. 5 J 5/26 
o [1911. 5 J 5/15 
o [1912. 3 J 3/19 
o [1912. 3 J 3/19 
o [1912. 3 J 3/19 
o [1912. 3 J 3/19 
o [1912. 3 J 3/19 

*120 

*117 

*118 

新設 *119 

私立文興学校変更

私立普成学校変更

新設

新設

C 

公

公

公

公

公

×

公

公

公

公

公

公

公

公

公

公

公

公

/

/

/

 

/ 
/ 

/ 

α 

補 O

補 O

補 O

乙 O

乙 O

乙 O

私立普選×

私立務幾O

B 創立年月

平安南道 I以下のほか統設公立校 3校 *112] 
*李花 永柔都中部面李花塁 1909. 5 補

*粛1!13 s脅)11郡西部面二竪 1909. 5 織
女東既 成)11郡下部箇 1910. 5 

江西 江西郡内産自 1898. 1 

飯山 鉱山郡邑内 1898. 6 

・三和 三和IB府議郷庁塁 1898. 4 

対腕は ♂繊IU都内霊昼 、閣磁匹、S

"*豊墾 穣鎖郡i1!護軍海 191t1. 4 
虞梁湾鎮薦f爵府廉梁湾
中和 中和郡下道面

祥原 祥原郡邑内[1mJ
江東 江東郡勝内産自

揚徳 楊徳郡郡内E百
議山 設山都郡内面

寧遼 寧遠郡永寧碩

徳JII 徳)11郡郡内溜
傍)11 併)11郡都内面

煩安 瀬安郡都内海

王子壌第二 平壌府大輿麗

・慈山 瀬JII君E慈山1m苦言淵j隠
.三霊堂 江東都三塁華麗縫挙冨

威従 書草山郡中壁面切善潟

石岩塁際安都議輿衝石務調

A 位置学校名

平壌→平壌第一[1912. 7. 18J (朝鮮総督府告示第4号， w朝鮮総督府官報』第6号， 1912年 8J:I 6日号)(平壌府)，鎮菊鴻(鎮南浦府)，安州(安川郡〉。

創立，梨花学校と称す[1906. 5)，私立梨花普通学校と改称，補助指定学校の認可を受ける[1910‘ 5)，公立化[1911)(平潟54頁)0*26と向様， 1909年

度 f補助指定普通学校jの一覧表で，補助指定前が私立学校。

*112 

*113 
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*26と同様， 1909年度「補助指定普通学校Jの一覧表で，被助指定前が私立学校。

「私立東明学校をむき直した成)11公立普通学校の設備はまだk不完全も甚しかったj とある(平安南道成)11公立普通学校長下村昌寅 f十年無為JIF朝鮮』第

85をき， 1922年3月， 287亥)。公立認可時には「下部産自J(IF朝鮮総督府官報』第209号， 1911年5月13日号〉。補助指定される前は私立学校であった。

1911年6月248付で「平安南道鎮爾滞府公立三和普通学校ノ廃止jが認可された〈毅鮮総督府告示第195号， IF善努鮮総督府官報』第246号， 1911年 6J3 26 8 

号〉。しかし，前掲1F1918(大正7)年朝鮮言語学校一覧~ 133J'{によれば，三和公立普通学校は穣絢郡三和面に所在し，創立は1913年4月。名称変更前の龍将郡三

和言語商事務所所在地が鎮南鴻府東堅商郷弁皇にあり(前掲 f新!日対照毅鮮全道府郡醤塁洞名称…覧ふ 773頁)， r三和IB府前郷庁星」はこのことを意味するとも考
えられる。まずこ， IF毎院中幸則では， 1913年3月218付「平南私立校大活動Jで， r鎮南滞三和には18郡庁内に私立学校が有るがi比を公立に改良することに決め」

たこと， 1913年4J3 1臼付「公立普通校増設Jでも， r今田認可された三和には従前私立三和普通学校の組織を公立に変更し新学期には多数の生徒を募集収容す
ることで準備中Jという記事が存在する(井上訳)。これらをあわせると，廃止された公立普通学校とは別組織で，街事務所(郡庁舎?)を利用して私立学校も

しくは私立普通学校が設立され，これを公立fとした学校が存者Eした可能性も高い。

1929年4J3 1日付で，揚徳公立普通学校は東揚公立普通学校と名称変更し，向日， 1914年3月に設立された九龍公立普通学校が揚徳公立普通学校と名称変更

された(朝鮮総督府平安海道告示第30号， IF毅鮮総督府官報』第703号， 1929年5月98号)0 IF朝鮮教育大観』平南65頁の沿革概には，東陽公立普通学校として

1911年4J3 1臼調校であることのみが記されている。

平南60頁に， 1911年「寧遼公立普通学校と改称J(題点・弁上)と記されていることから，公立普通学校として新設される以前に何等かの総織があったことが

*114 

*115 

*116 

*117 

*118 

伺える。

創立(1912. 4 J，後に平壌上欝公立書普通学校と改称(1923. 4 J (平南12J主〉。

創立し，私立文興学校と称する(1906. 7]，慈山公立普通学校として開校(1912. 5 J (王子商32真)。

*119 

/:記述変更あり

5月 ↓昨年5月

3来 1日

25 [認可年月]官報

10年 11年

3来 3末

公立普通学校数

*120 

1 B 

22 9 

N
H
W
 

記述変更(変更時)

*123 

→都内産自(1912. 3) *122 

→率主義舘;1日邑函(1911. 3)→対面[1911.5] (1912. 3) 

3 

o <1909. 5? > 
o [1911. 5] 5/13 

C 

公

公

/ 
/ 

α 

O 
× 

B 

補

補

A 

平安北道 E以下のほか既設公立校 4校 *121] 
・郭山 郭山郡面澱隅.JI!. 1909. 5 裕

女韓輿 鉄山郡!日島東部洞 1909. 6 補

創立年月位置学校名
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*124 →議111;龍)11郡!日邑面[1911.5] 0912. 3) 

→色内 0912. 3) 

→1910. 1 0911. 3)→江界;1908. 11 0912. 3) 

*127 

*128 

*129 

*130 

※私立学校変更

※私立学校変更

※私立学校変更

※私立学校変更

朝腸義豊富変更

新設 *131 

新設

*126 
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補

乙

補

補

乙

乙

6 

3 

1909. 

1899. 

1908 

議)11府!日邑面東部~司

雲山郡包上笠紅門洞

江界都島内

鍛山郡吉城臨

裏山郡郡内閣

博JII都郡内言語
熊)11郡西部

泰)11郡東邑内醤

亀域郡域内面

朔州都城上面

畠波郡府内面

碧渡郡郡内面

楚山都君siID
清原郡郡内頭

慈城郡郡内面

淳~郡都内面

室)11郡南面三峰塁

定外!郡J馬山富清亭l'!l.

縫JII郡楊下街場市

*畠号耳

雲山

白書奇

鍛山

嘉山

.簿)11

再現)11

泰)11

亀城

甥州

畠域

.碧渥

・楚山

・滑原

慈城

・淳畠

.三峰

.清亭

湯布

義介I(義州府).笠)11(笠)11郡).定州(定州君s).寧漣(寧遁郡)。

郭山普通学校は，以下のような方法で規模の拡大を果たした。 f郭W15内のー鶴子し子廟の一部に同居して居たJ郭山普通学校が，筒じ包内にある「生徒数約百

名もあり，付近の各郡から入学生が非常に多くて苦手宿舎があ」り.I程度は中学程度」で「財産も相当にあJる「一大私立学校Jを1910塁手10月31日「併合」し，

「子L子瀬から此所に遺して終ったJ(平安北道新義州公立尋常高等小学校長杉崎織五郎「感慨無量まJ~朝鮮』第85号. 1922年3月.278~279王室)0 * 2と何様に，

1909年度 f祷劫指定普透学校」の一覧表では，郭山は補助以前乙種公立普通学校であった。

*26と河様に.1909年度「補助指定普通学校Jの一覧表では，補助指定以前は私立学校であった。

*26と向様に.1909年度 f補助指定普通学校jの一覧表では，補助指定以前は私立学校であった。

原表では 11908.11J。普遜学校令により公立臼新学校と称す(1909.11].公立江界普通学校と改称(1911. 4).現在の名称に改む 0911.10) (平北57

論
判
由
也
市
叩

*121 

*122 

*123 

*124 

*125 

支〉。

*81と隠様.I設定地Jのーっとなっているので..の可能性がある。*126 



元私立時輿学校 0905. 5設立J，私立学校令により認可を受け 0908. 9 J，公立化 0911. 5 J (平北49頁)。

「郡内雲海JII呈の郷儒金畠普氏時の一進会の内命を受け時務学校と称する私立学校を設立したるは本校の官官身にてJ(907)とある〈王子北51亥〉。

「本校の官官身は滑原郡潟療部域内潟にありし私立努明学校なりしなり」とある(平北54J'l:)。

*127 

*128 

*129 

私立徳輿学校設立者変更$誘 0911. 4 J，設立認可 0911. 5 J (平北64頁〉。*130 

E
M
宵
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瀦

私立新興学校と称す 0907. 7)，認可 0909場 7)，公立普通学校認可 0912. 3)，開校[1912. 5) (王子北33J'l:)。

/:記述変更あり

5月↓ 12年 5月

3末 1日

25 [認可年月〕官報

10年 11年

3末 3未

公立普通学校数

*131 

1 13 

14 8 

M
M
i可

記述変更(変更待)

江原道【以下のほか統設公立校

鉄原 鉄原郡西j盛面中堅

*金域 金波君日郡内面

金化 金化郡内E善社洞恩
.7使協 滋揚君官府内面rg巌塁
伊丹i 伊JII郡伊JII

洪JII 洪JII郡都内面
積放 機城郡都内ITii

.三捗 三捗郡末谷笛

薬務 裏揚郡郡内面

通)11 通JII郡都内積

.楊ロ 楊ロ郡郡内面

平康 平康都郡内頭西漫塁

安峡 安峡郡都内面邑内箆

φ平海 平海郡北n塁面下域底洞
・ギF主主 粁城郡郡内面中製

寧越 寧越郡都内在百永輿皇

蔚珍 蔚珍君E下郡菌玉渓洞

月

o <1909. N? > *133 
o (1910. 6> *134 
o (1903. 8? > →郡内部;1903. 8 0912. 3) 
o <1907. 4?) *135 
O く1907.N? > →東色面;1907. 11 0912. 3) 

o [1911. 6] 6/24 
o [1911. 6] 6/28 
o [1911. 7] 7 /12 
o [1911. 7] 7 / 5 
o [1911. 6] 6/28 
o [1911. 7] 7/5 
o [1912. 3] 3/6 
o [1912. 3] 3/8 
o [1912. 3 ] 3 / 8 
o [1912. 3] 3/8 
o [1912. 3] 3/8 
o [1912. 3] 3 / 8 

*136 

*137 

*138 

※私立学校変吏

※私立学校変更

新設

新設

私立平明学校変更

私立水域学校変更

新設

新設

C 

公

公

公

公

公

公

公

公

公

公

公

/ 

/ 

α 

0
0
0
0
0
 

B 

補

補

乙

乙

乙

3校 *132]

1909. 5 補

1910. 6 

1904. 8 

1900. 1 

1908. 5 

A 

乙

乙

乙

創立年月位苦量学校名



N

同∞
新設

私立寮照学校変更

新設

新設

私立筆東学校変更

o [1912. 3 J 3/8 
o [1912. 3 J 3/8 
0 [1912. 3J 3/8 

o [1912. 3] 3/ 8 
o [1912. 3 J 3/11 

経蕃君E郡内面下1関
麟際都都内面上道皇

高裁郡東蛮東夏

平島郡郡内面下監

禁111郡郡内面衝塁

雄善

.麟締

高誠

司王長

・禁JII

券)11(春)11君s)，疎外I(原州都)，江陵(江渡郡)。

*2と同様に， 1909年度「補助指定普通学校」の一覧表では，指定以前乙種公立畿通学校であった。

*26主同様に， 1909年度 f補助指定普通学校jの一覧表では，指定以前私立学校であった。

滋陽小学校として設置 (900)，公立准揚普通学校と改称[1911)(江原13頁)。

「三捗私立君事東学校をヲi菌:し公立争奪通学校としJ(1911. 7Jとある(江原32]iu。

「元私立楊源学校の組織を変更し公立普通学校設置方E争議J0911. 6)とある〈江原11亥)。

私立平現学校の組織を変更し王子海公立普通学校とする(1912. 4 J (江原37]iu。

*133 

*132 

*134 

*136 

*137 

*135 
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開
城
特
設
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/:記述変更あり

5月よ 12年5月

3末l日

*138 

10年 11年

3米 3未

公立普通学校数

助
岬

g
h叩

1 B 

14 [認可年月]官報12 13 

記述変J!(変更時)

o
o
q
J

『
υ

4 都内面 0912. 3) 

→洪仁街 0912. 3) 

4 邑liii0912. 3) 

P 

o <1909. 6?) *140 
o <1911. N *141> 
o <1910. 3? > *142 
*143 

o <1911. 9 > 
o <1911. 9 > 
o <1910. 3? > 
o <1911. 9 > 

C 
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公

公

X

公

公

公

公

/

/

/
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0
 

B 

補

祷

裕

乙

乙

乙

乙

乙

位置

威鏡南道【以下のほか既設公立校 3校 *139】

*定王子 定王子都府荷積新東皇 1909. 6 補

高原 高原郡下鉢面 1909. 8 祷

*端JII 端)11郡波道留 1910. 3 

徳源 徳源郡宇土斗南里 1899. 9 

文JII 文JII君s15内
永輿 永興都邑内接~可 1899. 

3毛津 長津郡内東部 1898. 

洪原 洪E京都州南liii鶴山製 1899.

A 

乙

乙

乙

乙

乙

創立年月学校名



吋世清lID(1912. 3) o <1911. 9 > 
*144 

*145 

o [1911. 7J 7 / 5 
o [1912. 3 J 3/11 
o [1912. 3] 3/11 
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1904. 9 

s 
o子←

乙

私立幸子拐学校変更

私立援輿学校変更 *146 

元山〈元山府)，威輿(威輿郡)，北青(北脊郡)。

私立学校設立 0898.ll)，指定公立普通学校となる 0909.6 J (威薦2IJ!Uo* 2と同様， 1909年度「補助指定普通学校Jの一覧表では，指定以前は乙種公

*139 

*140 
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lL普通学校であったが，さらに遡ると私立学校である。

涼表ではrI909.8 J。設立認可，向釘開校(1911.1lJ C威荷26JOo* 2と何様， 1909年度「補助指定普通学校Jの一覧表では，指定以前は乙種公立普通学

校であった。

*26と同様， 1909年度 f補助指定普通学校」の一覧表では，私立学校であった。

前掲W1918(大正7)年朝鮮諸学校一覧JI145頁によれば，徳源、公立普通学校が1915年4JL徳源郡府内面に設立されているが，これと同一であるかどうかの

確認はできなかった。公立化されない場合は f併合Jとともに溌校か私立学校として存続するが，私立学校の場合，前掲『毅鮮人教育私立学校統計要覧JI1912年

5月と1915年5Jlの比較で，前者に存在し後者に存在しない学校は元山府(1912年時点の徳、源郡は:le山府)の徳輿学校が存在するが，それ以上の詳細な存在地が

不明なため確定するには奈らなかった(1912年『統計重要覧JI183頁， 1915年『統計要覧JI267頁〉。

前掲W1918(大正7)年朝鮮諸学校一覧JI145J{によれば，新浦公立普通学校は北青郡新浦蛮に1917年5刃に創立されている。しかし，北青郡には私立学校が

*142 

*143 

*141 

*144 

多く，これらとの連続性は不明である。なお， 1913年末の時点ではほヒ脊郡私立新浦普通学校は河地一般人民側で国語と新知識を啓発するj等の状況が報じられ

ておワ，私立普通学校としての継続が確認できる cr威南通信;北脊9-]民智君事発JIf'毎日中報』第2458号， 1913年12月18B付)。
前掲1f'l918(大正7)年朝鮮諸学校一覧JI145真によれば，虎島公立普通学校は永輿郡虎島面に1913年4月に創立されているが，同一性の確認はできなかった。*145 
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3) (威南57]主〉。

/:記述変更あり

5月↓ 12年5月

1日 3末 1El 

11 [認可年月〕官報

私立陵輿学校廃止に伴い，その校舎及基本財産等の寄贈を得て創立 0912.

11 7 

10年 11年

3末 3未

公立普通学校数

*146 
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記述変更(変更待)

盟主鏡北道【以下のほか既設公立校 3校 *147] 

*明JII 明JII郡下裳面邑内 1909. 5 矯

*鍾城 鍾城郡邑内 … 乙
獲輿 慶興都邑内 … 乙
女清津 言言寧都青下面 1910. 5 

吉丹i 合州郡吉減額
E霊源 慶源都邑函

穏波 穏域君si5iii
茂山 茂山郡色面

*150 

*148 

→1910. 1 0911. 3)→浅草百 0912. 3) *149 

→慶輿郡北潤:1910. 1 0911. 3)→邑面 0912. 3) 

→清津府 [1911. 6] 0912. 3) * 151 

P 

o [1911. 4] 6/21 
o <1909. 5? > 
o <1911. 4> 
o [1911. 4] 6/21 
o [1911. 7J 7/13 
o [1911. 6] 6/20 
o [1911. 7J 7 /13 
o [1911. 6] 6 /20 
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補

補
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A 創立年月佼置学校名

晶
冊
減
特
務
省
湖

主主津(城津君s)，鏡主主〈鏡誠君s)，唱者察(舎寧郡〉。

*26と問様に， 1909年度「補助指定普通学校jの一覧表では，指定以前私立学校であった。なお，一覧表によれば学校名は「進成Jである。

公立小学校を元緩主主郡筏の附属建物大関庫に設置(1901.5)，東内内養賢堂に移す(1902)，普通学校令発布により私立光隆学校と改称する(1907.7)，認

*147 

*148 

*149 

可を得て公立鍾竣普通学校と称する(1909. 5)，補助指定を受ける(1910. 8)，学制の改事により鍾城公立普通学校となる(威北15頁〉

公立慶輿小学校(1898. 5) (威鏡北道慶輿公立普通学校長 鳥居侍入「我が校の誇ー呉学務委員JW朝鮮』第85号， 1922年3月， 181頁〕。

1910年度補助指定以前に乙稜公立普通学校ではなかったので，私立学校だったと克徴した。
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